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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イントロ　タイムリミット４８ＨＯＵＲＳ







　男は、緊きん張ちように汗あせばむ手で受話器を握にぎった。

「もしもし」

『……おとう……さん？』

　震ふるえる若わかい女じよ性せいの声。

「比ひ奈な樹きか!?　今、どこにいる？　無事か!?」

　正面に座すわる刑けい事じがうなずくのを見て、男は逸はやる気持ちを抑おさえながら娘むすめに尋たずねた。

　自じ宅たくに誘ゆう拐かい犯はんからの電話がかかるのは、これで三度目。

　前の電話は、十六時間前。

　午前五時のことだ。

『お願い……助けて……』

　か細い声が、受話器の向こうから懇こん願がんする。

『痛いたいよ……』

「比奈樹！」

　男は悲ひ痛つうな声を上げた。

『どうだ？　聞きたかったんだろう、娘の声が？』

　ボイス・チェンジャーで加工された人間味のない声が、比奈樹と呼よばれた少女の声に代わった。

「金ならどんなことをしても搔かき集める！　お願いだ、比奈樹を返してくれ！」

『……金が目的ではない』

「貴き様さまは誰だれだ!?　いったい何が欲ほしいんだ!?」

『強しいて言えば……お前の苦しむ姿すがただ』

　ボイス・チェンジャーの声が、わずかに面おも白しろがるような口調になる。

『聞け』

『……痛いの……目が……見えないよ……』

　再ふたたび代わった少女の声は、ほとんど聞こえないくらいに弱っていた。

「比奈樹……必ず助ける……お父さんが……必ず助けるから……」

　男は自分に言い聞かせるように繰くり返す。

『残念。……もう手て遅おくれのようだ』

　回線は一方的に切られた。




「……架か電でん元もとは池いけ袋ぶくろ駅周辺からの携けい帯たい、マル害がいのものと判はん明めいしました、管理官」

　所しよ轄かつの指定捜そう査さ員いんとして任にん務むに就ついている女性警けい官かんが、結ゆう城き政まさ宗むね警けい視しにささやいた。

　結城が現げん在ざいいるのは、被ひ害がい者しや宅近くの駐ちゆう車しや場じように停とめられた指し揮き車しやの内部。

　結城は、誘拐、ハイジャックなどの特とく殊しゆ犯はん罪ざいを担たん当とうする特殊犯捜査係の管理官として、現場の指揮に当たっているのだ。

　指揮車は、誘拐の一いつ報ぽうが入って数時間後には、すでにこの駐車場に陣じん取どって、電話の逆ぎやく探たん知ちをする準じゆん備びを整えていた。

「くそっ！」

　今の電話のやり取りをヘッドフォンで傍ぼう受じゆしていた結城は、唇くちびるを嚙かんで女性警官に尋ねる。

「トカゲは!?」

　トカゲとは、オートバイ追つい跡せき部隊の通つう称しよう。

　犯人からの脅きよう迫はく電話の逆探知や、身みの代しろ金きんの受け渡わたしの際さいに、真っ先に現場に駆かけつける機動部隊が、このトカゲなのだ。

「出ましたが、まだ場所を特定できていません」

　女性警官は小さく頭を振ふる。

　電話の逆探知は、ＴＶの刑事ドラマで描えがかれている姿とは違ちがい、準備さえ整っていればほぼ瞬しゆん時じに可か能のうである。

　ＮＴＴの技ぎ術じゆつ者しやがコードを解かい析せきするのに、やや時間がかかる程てい度ど。

　トカゲを走らせれば、電話をかけてきた人間をその場で確かく保ほすることも可能なのだ。

　もっとも、これは犯人からの電話が、公こう衆しゆう電話や普ふ通つう回線からの時の話。

　携帯からの電話連れん絡らくを逆探知する場合は、どこの交こう換かん局きよくを経けい由ゆしてかかってきたかを特定できるのみ。

　トカゲと言えど、交換局の周辺に不ふ審しん者しやの姿すがたがないか、シラミ潰つぶしにあたるしかないのだ。

「これで三件けん目。いずれの場合も、身代金は要求していない」

　結城はヘッドフォンを投げ捨すてて叫さけんだ。

「……いったい、こいつの目的は何なんだ！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ＦＲＩＤＡＹ

　１１・３０ＰＭ

　阿あ佐さヶが谷や　屍し桜ざくら屋や敷しき





　　胸むねに抱いだく夢ゆめ　一番大切なこと　誰かを信じること

　　誰もが　虚むなしい言葉の羅ら列れつに　酔ようだけ

　　自分に何が足りないか

　　気がつかないフリをして

　　欲よく望ぼうにゴールがないことを

　　認みとめることさえできない




　　高い理想

　　普ふ遍へんの正せい義ぎ

　　最大多数の最大幸福

　　すべて口先だけの欺ぎ瞞まん

　　意味のない毎日

　　見えない明日

　　自分のことが愛せないヤツを

　　誰かが認めてくれるって

　　マジで信じているのかよ？

　　孤こ独どく求める勇気さえ

　　持てずに生きてる連中に

　　誰かを責せめる資し格かくはないさ






　ニコルはイヤフォンのボリュームを調節しながら、枕まくら元もとにクマのヌイグルミを置いた。

　ベッドに入ってからの三十分、お気に入りの曲をＭＤウォークマンで聴きくのが、このところのニコル・エマーソン・タツミの習しゆう慣かんになっている。

　今、流れている曲は、プラティウムというデュオの新曲『Ｔｒｕｔｈ』だ。





　　罪つみと誘ゆう惑わく

　　噓うそと快かい感かん

　　虚きよ飾しよくと嫉しつ妬とにまみれた幸福

　　闇やみが真実覆おおう世界

　　意味のない今

　　見えない未来

　　生きてる実感さえないヤツに

　　人の痛いたみが判わかれるって

　　マジで信じているのかよ？

　　他ひ人との顔色うかがって

　　怯おびえるだけの生き方に

　　空を見上げる資格はないのさ




　　Livin' in the darkness of night

　　No way to feel pain

　　No time to turn back

　　Coz we're born free an' wild

　　So you can tear the vale of black






（こういう大人っぽい感じの曲を聴いてたら、レイもワタシのこと、もっと大人に見てくれるかしら？）

　ベッドに横たわったニコルは、身体からだをリズムに委ゆだねながら目を閉とじて、義ぎ理りの兄である巽たつみ玲れいのことを思い浮うかべる。

　ブランケットはかけない。

　こうやって寒そうな格かつ好こうで寝ねていると、夜中に玲が様子を見に来てくれて、風か邪ぜを引かないようにそっとブランケットをかけてくれるのだ。

（……レイ、グッドナイト）

　ニコルがそう心の中で告げて、幸福な気分で眠ねむりに就つこうとしたその時。

　バタン！

　ドタドタドタ！

　十センチほど開けておいた扉とびらの隙すき間まから、階下の騒そう音おんが飛び込こんできた。

「……あの連中！」

　ニコルは起き上がると、寝しん室しつを出て階かい段だんへと向かった。




「だぁからっ！　お前が悪いんだろうが！」

「え～、どうしてあたしの責せき任にんになるの？　演えん歌かの大おお御ご所しよの猿さる山やまさんがいるところで、演歌はダサくてオヤジっぽいから嫌きらいだって言ったの、大だい地ちくんだよ！」

「俺おれはあの鼻の穴あながデッカイおっさんが控ひかえ室に入ってきたのに、気がついてなかったんだって！　分かってたんなら、教えろよな！」

　大地一いつ心しんは居い間まの扉を押おし開けながら、斜ななめ後ろをついて歩く女郎花おみなえし茜あかねに向かって怒ど鳴なった。

「教えてたら、言わなかった？」

　と、疑うたがわしげな目で見る茜。

「……たぶん、言ってたよなあ」

　一心は肩かたをすくめ、ソフト・ケースに入ったギターを椅い子すに立てかけた。

「やっぱり」

　茜はため息をつく。




　一心は、人気アイドル・グループ〝ソーズ＆ソーサリー〟のボーカル兼けんギター担たん当とう。

　茜は付き人であり、一心のクラスメート。

　そして、偏へん差さ値ちからスリーサイズまで、すべてが全国平へい均きんという奇き跡せきの平へい凡ぼん人間だ。

「お帰り、女郎花君」

　二人の姿すがたを見て笑えみを浮かべたのは、ソファーで分ぶ厚あつい洋書に目を通していた長身の少年。

　一心の兄であり、ニコルにとっては最愛の義ぎ兄けいにあたる巽玲である。

「食事は？」

　玲は尋たずねた。

「あの……えっと、まだです」

　恥はずかしそうに茜は答える。

「収しゆう録ろくが、その、長引いちゃったから」

　長引いた原げん因いんはもちろん、ベテラン演歌歌手の機き嫌げんを損そこねた一心だ。

「すぐに用意するよ」

　玲は読みかけの本をサイドテーブルの上に置いて、立ち上がった。

「あっと、俺のもついでに！」

　一心は、さっきまで玲が座すわっていた場所に腰こしを下ろす。

「慌あわてなくていいからな」

「分かってる」

　玲は苦く笑しようして、銀色の前まえ髪がみを指で搔かき上げた。

　と、その時。

「ナニが慌てなくていいからよ！」

　スッコーン！

　ＴＶのリモコンが宙ちゆうを舞まって、一心の額ひたいに命中した。

「ってえ～な！　死んだらどうすんだ、身長とスタイルが不景気な白人娘むすめが！」

　涙なみだ目めで振ふり返る一心。

「このくらいで死んでくれる生き物なら、ここまで迷めい惑わくしてないわ！」

　廊ろう下かに立ち、腰に手を当てた姿し勢せいで一心をにらんでいるのは、パジャマ姿すがたのニコルだった。

「ホームレスの茜はともかく、どうしてアナタがここに来る必要があるの？　事じ務む所しよが用意した合宿所があるんだから、そっちに帰りなさい！」

　ニコルはクマのヌイグルミを持った手で玄げん関かんの方向を指さした。

「……ホームレスって、ニコちゃん」

　茜は肩を落とす。

　阿佐ヶ谷の住じゆう宅たく街がいに位置する屍し桜ざくら屋や敷しきは、前に住んでいた資し産さん家かの親子が庭にある桜さくらの樹きで首を吊つったことからそう呼よばれている、古い洋館である。

　もともと茜は、この屍桜屋敷の隣となりの住人。

　現げん在ざいは、自宅が建て替かえ中のため、玲とニコルのもとに厄やつ介かいになっている身なのだ。

「残念だったな。シロアリの駆く除じよで今日は入れないんだよ、あのオンボロ合宿所」

　と、一心。

「じゃあ、かおるさんのところは!?」

　かおるというのは、一心たちの実の母親。

　玲と一心の両親は離り婚こんしており、一心は監かん察さつ医いである母に、玲は自じ称しようジャーナリストの父に、それぞれ引き取られて育てられたのだ。

「あいつ、今夜は大学の法医学研究室に残って死体検けん案あん書しよを書いてる」

　一心は投げつけられたリモコンを拾い、勝手にＴＶをつけた。

「というワケで、今夜はここに泊とめろ」

「威い張ばらないで！　レイの作った料理が目当てなんでしょ！」

　ニコルはドンと床ゆかを踏ふみ鳴らす。

「……玲さんの手料理、美お味いしいんだよね」

　舌したなめずりをする茜。

「本来、料理が自分の仕事だということ、忘わすれないように」

　不機嫌そうなニコルの視し線せんが、茜を突つき刺さす。

「まったく、これほど使えない人間とは思わなかったわ」

「うう、面めん目ぼくございません～」

　茜は屍桜屋敷に住むにあたって、家や賃ちんの代わりに家事一いつ般ぱんを手伝うことを約束した。

　だが、何事においても平均値の茜である。

　料理の腕うでも超ちよう凡ぼん庸よう。

　同どう居きよ三日目には今まで通りに、レイとニコルが交こう替たいで料理を担当することになったのだ。

　掃そう除じも結局は、気の利きかない茜ではなく、もともと整理好きな玲がほとんどやっているような状じよう態たいである。

　茜を死ぬほどコキ使って、自分は楽をするつもりでいたニコルにとっては大だい誤ご算さんだ。

「僕ぼくは賑にぎやかな方が好きだよ。料理も別に苦く痛つうじゃない」

　玲が助け舟ぶねを出すが、これが逆ぎやく効こう果か。

「レイ、甘あまい！　甘過すぎる！」

　玲が茜を庇かばったせいで、ニコルはますますいきり立つ。

「あ～、うるせ」

　一心はニコルを無視して、チャンネルを深夜バラエティー番組に回した。

　と、その時。

「ほんっと、困こまったもんっスよねえ」

　すぐ隣で、ため息混まじりの声。

「どわっ！」

　一心はソファーから飛び上がる。

「玲く～ん、あたしの分も～」

　いつの間にか、青い制せい服ふく姿の女じよ性せいが脚あしを組んで横に座っていた。

「で、今夜のおかず、何っスか？」

　ショートカットの女性は、玲に手を振ってから尋たずねる。

「てめ～、七なな瀬せ！　どっから入ってきやがった!?」

「……それは大地くんも同じ」

　ボソリとつぶやく茜。

「あのね～、イッシンちゃん、たとえ二つ三つでも、あたしの方が年上なんだから、それなりの敬けい意いは払はらって欲ほしいっスよ」

　女は抗こう議ぎした。

「二つ三つ、だと～!?　あんたの一年は千日かっての！」

「……射しや殺さつ、されたいっスか？」

「イッシン」

　年ねん齢れいの話題をこれ以上続けないよう、玲は視線でたしなめる。

「お久ひさしぶりです、乾いぬいさん」

　茜はペコリと乾七瀬警けい部ぶ補ほに頭を下げた。

「アカネちゃ～ん、聞いたよ～。いいなあ～、玲くんとドキドキラブラブの同居生活」

　七瀬はニッと笑ってＶサインを作る。

「ラブラブじゃない！」

　ニコルと一心の声が、見事にハモった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「じゃあ、今は府ふ中ちゆうの警察学校に？」

　クラムチャウダーとローストビーフの食事を取りながら、茜は七瀬に尋ねた。

　時じ刻こくはすでに午前零れい時じを回っている。

　玲にピッタリとくっつくようにしてソファーに座すわったニコルはかなり眠ねむそうだ。

「そっ、助じよ教きようやってま～す」

　七瀬は玲と向かい合うように座り、ひとりでビンテージもののワインのビンを開けている。

「ほら、この間の要人警けい護ごの件けんでドッキュンドッキュン発はつ砲ぽうしちゃったもんで、刑けい事じ部ぶから外はずされちゃったワケっス」

「そんで制服なのか？」

　と、一心。

「そう聞いてくるところを見ると、もしかしてイッシンちゃん、制服フェチ？　実は、あたしの放つ大人のフェロモンに、もうメロメロ～？」

　酒の入った七瀬は陽気である。

「どっこが大人のフェロモンだ！　だいたいだな、高校生じゃあるまいし、スカートたくし上げてんじゃない！」

「ほれほれ、ヒザ上二十センチ！　ミニスカポリスと呼よんで～」

　七瀬はワイングラスを持ったまま、脚を組み直して投げキスをする。

（し、心底呼びたくないです！）

　密ひそかに思う茜。

「……玲、このバカ女、窓まどから投げ捨すてていいか？」

　一心は頭を抱かかえた。

「七瀬さん」

　玲はニコルの頭を撫なでながら、苦く笑しようして尋ねる。

「現げん在ざい、警察学校の助教であるあなたが、事件を担たん当とうしているとは思えないんですが？」

「……レイ、その女を馴なれ々なれしくファースト・ネームで呼んだらダメなんだから」

　と、寝ね惚ぼけながらも文もん句くを言うニコル。

「いやあ、玲くんと会わないと身体からだが疼うずいて」

　七瀬はニコルをからかうようにそう答えてから、玲の顔をのぞき込こんで眉まゆをひそめる。

「……少し、顔色悪いっスよ」

「いつもと変わらないと思うけれど」

　玲は視し線せんをそらす。

「！」

　茜は慌あわてて立ち上がると、自分が着ていたカーディガンを脱ぬいで玲に差し出した。

「玲さん！　これ、掛かけててください！　熱はないですか!?　た、体温計は!?」

「……いや、本当に何でもないんだ」

　玲は困ったように微笑ほほえんだが、カーディガンを渡わたそうとした時に触ふれた手はかなり冷たかった。

（どうしよう？　玲さんがもし……）

　胸むねが締しめつけられるような感覚を、茜は覚える。

　以前、玲の担当医のドクが話すのを、茜は耳にしてしまっていたのだ。

　紫し外がい線せん過か敏びん症しようで日光に当たると呼こ吸きゆう困こん難なんを起こす玲の症しよう状じようが、かなり進行しているということを。

　そして、いつ死ぬか分からない、二十五歳まではとても生きられそうにない身体であるということを。

　当然、茜は誰だれにも話さないようにとドクに口止めされたが、心の動どう揺ようまでを隠かくすことは難むずかしい。

　ほんの些さ細さいな玲の体調の変化でも、今のように大げさに反はん応のうしてしまうのだ。

「ずいぶんと気を遣つかうんだな？」

　ちょっと嫌いや味みな口調になる一心。

「そ、そんなことないって」

　茜は、手と首をブルブルと振ふった。

「実は今度の一件、元上司の結ゆう城きからの依い頼らいなんで」

　七瀬は話を元に戻もどすと、カセットテープをバッグから取り出す。

「これ、聞いて欲ほしいっス」

「テープ、か」

　と、七瀬の手からテープを取り上げ、デッキに向かう一心。

「警察はＭＤとか、もっと気の利きいたの持ってないのか？」

　スピーカーから音声が流れ始めた。




『……おとう……さん？』

『比ひ奈な樹きか!?　今、どこにいる？　無事か!?』

『お願い……助けて……痛いたいよ……』

『比奈樹！』

『どうだ？　聞きたかったんだろう、娘むすめの声が？』

『金ならどんなことをしても搔かき集める！　お願いだ、比奈樹を返してくれ！』

『……金が目的ではない』

『貴き様さまは誰だ!?　いったい何が欲しいんだ!?』

『強しいて言えば……お前の苦しむ姿すがただ。聞け』

『……痛いの……目が……見えないよ……』

『比奈樹……必ず助ける……お父さんが……必ず助けるから……』

『残念。……もう手て遅おくれのようだ』




　テープはそこで終わっていた。

「……何です、これ？」

　真っ先に口を開いたのは茜である。

「この前の広ひろ尾おの少女誘ゆう拐かい殺人、その犯はん人にんと被ひ害がい者しや家族の最後の電話っス」

　と、七瀬。

「連続誘拐殺人の？」

　一心が尋たずねると、七瀬はうなずく。

「この被害者は、中なか嶋じま比奈樹さん、十五歳。二日後に多た摩ま川の河か川せん敷じきで遺い体たいで見つかってるっス」

　茜も、ニュースやワイドショーでこの事じ件けんのことは見たことがある。

　確たしか、これで三件目になるはずだ。

「結城さんが、この担当なんですか？」

　茜の印象では、結城警けい視しはやたら自じ己こ顕けん示じ欲よくの強いお調子者。

　一心の母親のかおるをしょっちゅう追いかけているし、あまり有ゆう能のうなキャリアという感じではない。

「あの人って、自分から玲さんに協力を頼たのむほど謙けん虚きよな人じゃなかったような？」

「今回の事件に関しては、特別なんっスよ」

　七瀬が説明した。

「今までの犠ぎ牲せい者しやは、大谷なお、宗むな像かた椎すい子こ、中嶋比奈樹の三人。二番目のマル害、宗像椎子さんっていうのが、結城が研けん修しゆう時代に所轄で世話になった警察職しよく員いんだったんで」

「……それで？」

　一心はテープを止めた。

「事件がこれっきりだったら、あんたがこんな時間にここまで来ないだろ？」

　相変わらずのふざけた口調だが、目は笑っていない。

「今から五時間前の午後七時に、また女の子が行方ゆくえ不明になったんス」

「行方不明から五時間だと、まだ誘拐とは限かぎらないんじゃないのか？」

　一心は時計に目をやる。

「単たん独どく犯はんか複ふく数すう犯かってことはおいといても、同じ犯人の犯行だっていう証しよう拠こはあるのかよ？」

「犯人から電話があったんスよ、ボイス・チェンジャーで加工した声で」

　と、七瀬。

「母親の代わりに応おう対たいした女じよ性せい警官が聞いたんスけど、その声の主は、警視庁ちようがまだマスコミに発表してない情じよう報ほうを知ってたんで」

「……それは？」

　玲が促うながす。

「発見された被害者の遺体すべてが、全身を青く染そめられていたんスよ」

「ど、ど～してです？」

　尋ねる茜。

「それが分かってりゃ、七瀬がここに来る必要はないだろうが？」

　一心が冷たい目で見る。

「……ごもっともです」

　茜はすごすごと引き下がった。

「今回のマル害は倉くら阪さかピアノ、十一歳」

　七瀬は続ける。

「今までのパターンからすると、誘拐された時間から計算して、四十八時間以内に被害者は殺されてるっス」

「つまりあと四十三時間で犯人を特定するか、女の子の監かん禁きん場所を発見しろと？」

　ニコルの頭をヒザ枕まくらに乗せた玲は、考え込むようにアゴ先に指を当てた。

「お願いできる、かな？」

　七瀬はじっと玲の瞳ひとみを見つめる。

「報ほう酬しゆうは……あのテープでいい」

　玲は小さくうなずいた。

「言っておくが、俺おれは手伝わないぜ」

　一心が釘くぎを刺さす。

「今週は結けつ構こうスケジュールがタイトなんだ」

「普ふ段だんスケジュールなんか気にしたこともないくせに～。それじゃ玲さんが大変で……」

　茜が言うと、一心はその頰ほっぺたを左右にギュ～ッと引っ張ぱった。

「お前な、さっきから玲の味方ばっかして、いったい誰の付き人だ、ああ？」

「で、で、でも、あたしはこの家の居候いそうろうでもあるワケだし！　そのビミョ～な立場ってものを～！」

　本当は玲の病びよう状じようを心配してのことなのだが、もちろん、そのことを一心に説明することはできない。

　茜が玲の病気のことを知っていることは、玲自身にも秘ひ密みつ、というのが、ドクとの約束なのだ。

「お前に立場なんぞあるかああああああああっ！」

　一心はさらに茜の頰を左右に引っ張る。

「ひょふぉまひぇいふひゃ、ほのほに～！」

　この茜の言葉を翻ほん訳やくすると、『そこまで言うか、このオニ～！』である。

「女郎花君、気にしなくていいよ。いつも君とイッシンには頼たよりっぱなしだからね。今回は七瀬さんと二人で何とかする」

　玲は告げた。

「三人、よ」

　眠ねむったまま、ニコルが手を上げた。




　一時間後。

　玲はアメリカ国こく防ぼう総そう省しように勤きん務むする友人のハッカー、ラショーモンと連れん絡らくを取っていた。

　普段はネットを介かいして連絡を取り合うことの多い玲とラショーモンだが、今回は電話である。

『よお、珍めずらしいな』

　と、ラショーモン。

『この間は助かった。おかげで例のテロ・グループ、犯はん行こう直前に一いち網もう打だ尽じんにできたぜ。お前さんの助言がなきゃあ、今いま頃ごろはゴールデンゲート・ブリッジが落とされて、数百人以上の犠牲者が出てたところだ』

「君の知り合いに、音おん響きよう分ぶん析せきの専せん門もん家かがいたはずだったが？」

　単刀直入に尋たずねる玲。

『ああ、ペンタゴンはその手の人材に事欠かないからな』

「頼たのみたいものがある」

『急ぐのか？』

「早ければ早いほどいい」

『データを送ってくれ。急せっついてやらせてみる』

「いつもすまない」

『お互たがい様だ』

　ラショーモンは笑って電話を切った。







　崖がけっぷちスクールライフ







　ＳＡＴＵＲＤＡＹ

　６・３０ＡＭ　タイムリミットまで三十六時間三十分




「ふわあああ」

　目覚ましが奏かなでる『ダースベーダーのマーチ』に、茜あかねは背せ伸のびをしながら身体からだを起こした。

　バギッ！

　ゴンッ！

「……つつつつっ」

　両手が屋根の梁はりに、額ひたいが室内灯にぶつかった。

　ここは、屍し桜ざくら屋や敷しきの三階にある茜の私し室しつ。

　と、言えば聞こえはいいが、屋や根ね裏うら部屋である。

　実は、屍桜屋敷には、一流ホテルのスイート・ルームほどの広さを持つ快かい適てきなゲスト・ルームが五つもある。

　だが、路頭に迷まよった茜に、ニコルが嫌いや々いやながら提てい供きようしたのが、この物置と隣となり合った屋根裏部屋だったのだ。

　もっとも、茜としては文もん句くは言えない。

（この家の中じゃ一番狭せまい屋根裏部屋だけど、前のあたしの部屋よりは広いし……）

　茜は額をさすりながら、ゴソゴソとベッドから抜ぬけ出る。

　斜ななめになった天てん井じようは、一番高いところでも茜の身長ギリギリぐらい。

　窓まどはひとつ。

　朝日の差し込こむその窓からは、庭の桜の樹きが間近に見える。

　ベッドとクローゼット、それにペルシャ絨じゆう毯たんはもとからあったものだが、三個こで九百八十円のカラーボックスや部屋の隅すみに山積みになった段だんボール箱は茜が持ち込んだものだ。

「う～、目が開かないよ」

　ニコルから今け朝さのうちにやるように命じられた仕事は、廊ろう下かと客室、居い間まの掃そう除じに、自分とニコルの服の洗せん濯たく。

　玲れいの服の洗濯だけはニコルがやることになっている。

「ラララ～、あたしは～かわいそ～な～シンデレ～ラ～、んで、ニコちゃんは～、イジワルな継まま母はは～」

　茜はバスタオルを頭から被かぶり、かなり外はずれた音で歌いながらフラフラと階段を下りていった。

「朝あさ風ぶ呂ろだけが～、シンデレ～ラ～ちゃんのお～楽しみ～」

　バスルームは共用で、二階の一番北側の部屋にある。

「ん？」

　ドアを開けたところで、茜は奥おくのガラス戸の向こうから聞こえてくるシャワーの音に気がついた。

（誰だれか入ってる？　ニコちゃんかな？）

「お～……ふがっ！」

　声をかけようとしたところで、後ろから伸のびてきた手が茜の口をふさいだ。

「しっ……」

　もがいて振ふり返ろうとする茜にささやきかけたのは、七なな瀬せだった。

　一いつ心しんと同じく、七瀬も昨日は屍桜屋敷に泊とまったのだ。

「ふがふぇ、ふがふがっふがふが!?」

　ここで何をしてるんです、と言わんとする茜。

「アカネちゃんも観かん賞しようしに来たんスか、玲くんの入浴シーン」

「ふがっ？」

　茜の視し線せんが、ガラス戸の方にさっと動いた。

　湯気の中に浮うき上がるシルエット。

　身長からすると、一心ではない。

「……まさに芸げい術じゆつ品ひん。無む駄だな贅ぜい肉にくが一いつ切さいないっスよね～」

　評ひよう論ろん家かになる七瀬。

「ふが」

　口をふさがれたままの茜もうなずく。

「……ふふふん」

　七瀬は茜から手を離はなすと、ガラス戸にすり寄より、指をワイパーのように使って表面の湯気を拭ぬぐう。

「もう……少し……あっ、見えたっス」

「……どれどれ？」

　茜も、七瀬がのぞいている場所に顔を近づけた。

（うわおっ！）

　水すい滴てきを弾はじく、肌き理めの細かい白い肌はだ。

　まるで真しん珠じゆのようだ。

「う、うらやましい」

　茜と七瀬は、同時にため息を漏もらす。

　と、その時。
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「そこ、何をしているの？」

　二人の背せ中なかで冷ややかな声。

　ビクンと肩かたをすくませた茜は、おそるおそる振り返る。

　腰こしに手を当ててその場に立っていたのは、もちろんニコル。

　昨夜よりも激げき怒どレベルが七段階ほどアップしている感じだ。

「……あは、おはよ」

　茜は引きつった顔で挨あい拶さつする。

「奇き遇ぐうっスね、こんなとこで」

　とぼける七瀬。

「ワタシが何を言いたいか、分かるわね？」

　ニコルは扉とびらの方を震ふるえる指で示した。

「ゲット・アウト！　ライト・ナウ！」

　茜と七瀬はバスルームを飛び出すと、バタッと扉を閉しめる。

「い、乾いぬいさんがノゾキなんかするから、あたしまで怒おこられたじゃないですか～！」

　扉に寄りかかったまま、茜は責せめるような目で七瀬を見上げた。

「まあまあ、いいもん見れたんだし」

　七瀬はそう笑ってから、ふと、首を捻ひねった。

「……そういや、ニコちゃん、ど～してあそこに来たんスかねえ？」







　７・１５ＡＭ　タイムリミットまで三十五時間四十五分




「レイ！　この連中の分の朝食は作らなくてもいいったら！」

　玲がキッチンに立ってパンケーキを焼き始めると、そばの丸椅い子すに座すわって足をプラプラさせていたニコルは口を尖とがらせた。

「そうもいかないよ」

　と、フライパンに油を引ひく玲は、振り返って食堂の方を見る。

「イッシンは玉子、何にする？」

「俺、スクランブル・エッグでいいや」

　背せを向けたまま、一心は答える。

「あ～、あたしはポーチド・エッグってヤツ、食べてみたいっス～」

　新聞を読んでいたバスローブ姿すがたの七瀬が手を上げた。

「ど、どこまで図ずう々ずうしくデキてるの、この二人は！　手間がかかることが分かっているくせに、なんで別々のものを注文するのよ!?」

　ニコルのこめかみの血管は、ほとんど切れかかっている。

「女郎花おみなえし君は、いつも通りでいいかい？」

　玲は、紅こう茶ちやのポットを準じゆん備びしている茜に向かって微笑ほほえんだ。

「も～、全然いいです！」

　玲が焼くオムレツは、生クリームとバターをたっぷり使ったフワフワの絶ぜつ品ぴんである。

　これがまた、パンケーキとよく合うのだ。

「せめてそっちの居候いそうろうぐらいは、他ほかのバカどもと注文を合わせようとしたら？」

　朝っぱらから不ふ機き嫌げんモード全開のニコルは、きつい言葉を浴びせる。

「レイが大変でしょ？　そのくらいの気き遣づかい、できないの!?」

「……ごもっともです」

　茜は身を縮ちぢませた。

「そういうお前は、目玉焼き頼たのんだろ？」

　一心はキッチンまでやって来ると、ニコルの額ひたいを指で弾はじく。

「ワタシはいいの！　ワタシはレイの特別なんだから！」

　ニコルは胸むねを張はった。

「お前、すっげ～根こん拠きよのない自信もってんな」

　一心はピュウッと口くち笛ぶえを吹ふく。

「ある意味、感心するぜ」

「アナタに感心されても嬉うれしくないけれど」

「こっちも嫌いや味みで言ってんだ、喜ばれたらそれこそ心外だっての」

　毎度のことながら、にらみ合う一心とニコル。

「まあまあ」

　こちらも毎度のことながら、へらへらと割わって入る茜。

「ほら、二人とも、せっかく気持ちのいい朝なんだから」

　だが。

「カット・イット・アウト！」

「お前は黙だまっとれ！　どこが気持ちのいい朝だ!?　どんより曇くもってる上に、降こう水すい確かく率りつ八十パーセントだろうが！」

「あうう……」

　理り不ふ尽じんにも、両方から怒られてしまった。

　こういう時のニコルと一心は、まるで血のつながった兄妹のようにピッタリと息が合うのだ。

（なにも、そんなに怒鳴んなくたって）

　茜は胸むねのうちで二人に向かってアカンベエをしながら、ポットにお湯を注ぐ。

「女郎花君、ごめんね」

　玲が済すまなそうな顔をしてくれたのが、唯ゆい一いつの救いであった。

「イッシンちゃんたち、今日、学校？」

　低てい血けつ圧あつなのか、朝はと～ても怠だるそうな七瀬が、新聞をポイとマガジンラックに投げ込んで尋たずねた。

「ま、たまにはな」

　一心が学校に行くのは、週に二回から四回。

　早そう退たい、遅ち刻こくも多いので、一いち限げんから六限まで続けて出ることなど、月に一回あればいい方だ。

　茜の方も、付き人になってからはそれよりほんの少しマシな程てい度どである。

「普ふ段だん、ど～やって通ってんスか？　電車なんかに乗ったら、大おお騒さわぎっしょ？」

「マネージャーさんに、事じ務む所しよのバンで迎むかえに来てもらうことが多いんですよ」

　茜が答える。

「途と中ちゆうでコータを拾ったりして」

「せっかくだから、今日はあたしが送るっていうのはどうスか？　替かえの下着を取りに一度寮りように帰るんで、そのついでに」

「まだ泊とまる気なの！」

　ニコルが髪かみを搔かきむしった。

「乾さんって、免めん許きよ持ってるんですか？」

　茜の心に芽生える不信感。

「……………………持ってるっス」

「今の間まがすっごくイヤだ」

　一心は携けい帯たいを手に取って、マネージャーに連れん絡らくした。







　８・２１ＡＭ　タイムリミットまで三十四時間三十九分




「ふぅ～、毎度のことながら、校門からここまでは地じ獄ごく」

　どうにか遅刻をせずに教室に入った茜は、額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

　この学校にも、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーのファンは多い。

　ファン・クラブのホーム・ページに載のっているスケジュールから、一心が登校してくる日付と時間を割り出し、校門付近で待ち構かまえている女の子が後を絶たたないのだ。

　茜は付き人として、そんな女の子たちから一心を守る仕事を律りち儀ぎにこなしている。

　プレゼントや手紙は「ありがとう」と言いながら受け取って、あらかじめ用意した袋ふくろに詰つめ、抱だきつこうとしたり、触さわろうとしたりする子は、自分が盾たてになって防ふせぐ。

　まるでボディガードだが、当然、罵ば声せいを浴びせられたり、手を出されたりすることもある。

　下げ駄た箱ばこに入れられた脅きよう迫はく状じようや剃刀かみそりぐらいでは、もう驚おどろきもしない。

「これで……月給九十五円だもんなあ～」

　茜はつぶやき、校庭で転んだ時についたヒザの砂すなを払はらった。

　教室の中は一いち応おう、安全地帯。

　さすがに同じクラスともなると一心のことをよく知っているので、それほど熱ねつ狂きよう的に騒ぐ子はいないのだ。

「怪け我が、ないか？」

　一心が小さな声で聞いてくる。

　さりげない労いたわり。

　そんなちょっとしたことが、茜にはうれしい。

　どんなに意地悪でも、ぶっきらぼうに見えても、大地一心という人間の心の奥には、決して見返りを求めない純じゆん粋すいな優やさしさがある。

　そう信じているから、茜は付き人を辞やめられないのだ。

「ん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　茜が元気にうなずくと、一心はニヤリと笑った。

「今週は楽器を持っての移い動どうが多いからな。お前程度の労働力でも足りなくなるとちょっと困こまる」

「……やっぱ、いつか辞めちゃる」

　茜は二千六百八十七回目の決心をすると、自分の席に着いた。

　一心も、その斜ななめ後ろの椅い子すに座すわる。

「お早はようございます、茜ちゃん、大だい地ちくん」

「まあ、今日は確たしかに早いわね、イッシンにしては」

　真っ先に二人に声をかけてきたのは、菊きく地ち美み紗さと矢や代しろ夏なつ紀き。

　二人とも、茜の親友である。

「よ、美紗、元気だったか？」

　一心は、美紗がかけている眼鏡めがねの縁ふちをピンと弾はじく。

「昨日、社長さんと打ち合わせしたんですよ～。新しいグッズのデザイン、出で来き上あがったもので～」

　美紗はにこやかに告げた。

「そっか、そっか」

　一心は美紗の頭を、まるで幼よう稚ち園えん児じにするようにポンポンと叩たたく。

　実はこの美紗、かなり変わったセンスの持ち主。

　それが一心の事務所の、これまた変わり者の社長に気に入られて、今ではＳ＆Ｓグッズのデザインをしているのだ。

　イッシンの悪あく魔まちゃん人形をはじめとして、美紗のデザインしたグッズは、ファン・クラブを通しての限げん定てい販はん売ばいながら、どれもが実売一万以上という大ヒットになっているのだから、世の中分からない。

「お前、午後は？」

　一心はもうひとりの少女、隣となりの席の夏紀に尋たずねた。

　夏紀は一心の幼おさななじみであり、同じ事じ務む所しよに所しよ属ぞくする後こう輩はいアイドルでもある。

「ボイス・トレーニングと雑ざつ誌しの取材。あと、グラビアの打ち合わせ」

　うんざりとした顔で、夏紀は今日のスケジュールを告げた。

「そりゃお疲つかれ」

　全然、同どう情じようの感じられない口調の一心。

「だんだん慣なれてきたけどね。勉強する時間、今日は取れそうにもないか」

　夏紀はため息をついた。

「……贅ぜい沢たくな悩なやみを」

　茜は夏紀を白い目で見る。

「ずうううううう～と、学年十位以内の成せい績せき、保たもってるくせに～」

　茜にしてみれば、夏紀は成績優ゆう秀しゆう、容よう姿し端たん麗れい、性せい格かくは……ちょっとキツいかも知れないが、嫌いや味みなくらいに完かん璧ぺきな人間だ。

「でもこの前の模も試し、イッシンより悪かったんだよ」

「そりゃあ、俺おれは天才だからな」

　一心は胸むねを張はる。

「勘かんだけで答えても、九割わり方は当たる」

「ど、ど～せあんたらは雲の上の人たちだよ～っ！」

　机つくえに突つっ伏ぷす茜。

　茜の成績は、どの教科も常つねに全国平へい均きん。

　全日本というグローバルな視し点てんで見る限かぎり、問題はない。

　だが、この学校は、いわゆる進学校。

　学校的に見れば、茜の得点はかなりの低空飛行だ。

「大丈夫ですよ」

　美紗が慰なぐさめる。

「私だって、このお二人には全然かなわないんですから」

「……美紗、この前の平均偏へん差さ値ちは？」

「五十……八ぐらいだったかしら？」

「お、おにょれも敵てきだ～っ！」

　茜はさらにいじけた。

　と、そこに。

「大地～！」

　サッカー部に所属するクラスメイトのひとりがやって来て、一心の肩かたに手を置いた。

「お前さ、半年でいいからうちの部に入ってくんない？　付き人抜ぬきで。無む論ろん、正フォワードのポジションは用意するからさ」

「わりいな。仕事があんだよ」

　一心は頭を振ふる。

　実は、女子だけでなく、一心は男子にも人気がある。

　登校した日は、ほぼ毎日のように、各クラブから入部の誘さそいが舞まい込こむのだ。

「じゃ、陸上やろ！　なっ！」

　割り込んできたのは、陸上部員。

「もちろん、女郎花抜きで」

「なっ、じゃねえだろ！　こいつはうちのもんだ！　茜抜きで」

　今度は空手部。

「いやああああっ！　大地くんはね、絶ぜつっっ対に演えん劇げき部ぶなの～っ！　と～ぜん、アカネちゃんは抜きね」

　とは、演劇部の副部長。

　男である。

「お前ら、いちいちあたし抜きって言わんと気が済すまんのかい？」

　茜はこぶしをワナワナと震ふるわせる。

「あたしゃコーヒーの脇わきにくっついてるクリームか!?　それとも、コンビニ弁べん当とうの割り箸ばしか！」

「いやあ、クリームや割り箸の方が役に立つだろ？」

「ストックしとくと、何かと便利だよな」

「それと比くらべりゃ……」

「だな」

「言えてる」

　一同はうなずき合う。

「な、泣いてやるぅ～！　泣くぞ、本気で泣くぞ！」

　茜がバンと机を叩たたいたその時。

　教室の扉とびらが開いて、担たん任にんが入ってきた。

「おお、大地！　久ひさしぶりだな、朝から顔見るのは？」

　教きよう壇だんに出しゆつ欠けつ簿ぼを置いた担任は、一心を見て破は顔がんする。

「あのな！　先週はちゃんと来たろうが！」

　抗こう議ぎする一心。

「……大地くん、それ、先々週だよ。先週、一回も学校来てないって」

　茜が振り返って訂てい正せいする。

「よ、余よ計けいなこと言うな！」

　と、一心は自分が間ま違ちがえていたことを棚たなにあげて怒ど鳴なる。

「まあ、一心はどうでもいいとして」

　担任はさっさと話題を変えた。

「この時期に唐とう突とつだが、転校生だ」

「転……校生？」

「女!?　女!?」

「男の子!?　イケメン？」

　一いつ斉せいにクラスが騒ざわつき始める。

「アホだ、このクラスは揃そろいも揃って……」

　一心は頭を抱かかえた。

「……男子諸しよ君くん！」

　担任はそう声を張はり上げてから、底意地の悪そうな笑えみを見せる。

「お気の毒さま。転校生は男。それも超ちよう美少年だ」

　キャーッという女の子たちの歓かん声せいが、窓まどガラスを振しん動どうさせた。

「村むら雨さめ、入って来～い」

　担任に呼よばれ、廊ろう下かで待っていた少年が教室に入ってくる。

「どれどれ？」

　ちょっと気になり、背せ伸のびをした茜は、少年を目にして思わずつぶやく。

「こ、これはこれでなかなか……」

　一心より、身長はやや高いか。

　はっきりとした目鼻立ちに、強い意い志しを感じさせる眉まゆと自然な感じの黒くろ髪かみ。

　瞳ひとみに宿る光は優やさしげだが、どことなく淋さびしそうな色でもある。

「でも、なんだかどっかで……」

　茜は前に会ったことがあるような気がしてならない。

「……ねえ、あれって、もしかして？」

　と、眉をひそめたのは夏紀。

「お前の知り合いか？」

　一心が尋たずねる。

「何バカ言ってるの？　〝プラティウム〟の村雨響ひびきじゃない？」

　夏紀はささやいた。

「プラティウム？」

　一心はなおも首を傾かしげる。

「あ～っ、そうだよ！」

　ようやく茜も気がついた。

「制せい服ふく着てると、全然普ふ通つうなんだもん、分かんなかったよ～！」

　プラティウムは、年に一度のアルバム発売とライブでの活動を中心とするアーティスト系けいのアイドル・デュオ。

　村雨響はそのひとりである。

　実じつ際さいに会うのは初めてだが、ＣＤ屋のポスターなどでは何度も見ている顔だ。

「うっ、知らないのは俺だけかよ」

　ちょっと焦あせった一心は、美紗を振ふり返る。

「お前も知ってる？　あいつのこと？」

「わ、わたしはちょっと……」

　美紗は顔の前で手を振って否ひ定ていする。

「美紗はともかくとしても、あなたはオリコンの常じよう連れんアーティストぐらい記き憶おくしておきなさいよね。仮かりにも芸げい能のう人じんなんだから」

　夏紀は半ば呆あきれた様子で一心を見る。

「俺は会ったことのある人間の約五十パーセントは、次に会った時に覚えていない」

　一心は胸むねを張はる。

「……威い張ばることかい、それが」

　茜は、知り合ってからかなり後まで、一心が自分の苗みよう字じを間違い続けていたことを思い出した。

「にしても、同業者とはなあ……」

　一心はつぶやく。

「え～、分かるだろうが、プラティウムの村雨響くんだ。村雨くんは活動の拠きよ点てんをニューヨークから日本に移うつすのにともない、この学校に通うことになった」

　担たん任にんは紹しよう介かいした。

「みんな、適てき度どに仲良くしてやってくれ。特に女子、必要以上につきまとわないように」

　担任に浴びせられる女子からのブーイング。

「あ～、うるさい。……村雨くん、何か一言」

　そう担任に促うながされ、村雨は軽く頭を下げる。

「村雨響です。いろいろ分からないことがあるかも知れないけれど、よろしくお願いします」

　無ぶ難なんな挨あい拶さつの後、顔を上げかけた村雨の視し線せんが一いつ瞬しゆん、一心を捉とらえる。

「僕ぼくは個こ人じん的にＳソーズ＆＆Ｓソーサリーのファンですから、このクラスに大地一心さんがいると聞いて、とても感動しています」

　そう言われれば、いくらひねくれ者の一心でも悪い気はしない。

　だが。

「……なんか、いいヤツかも、な～んて思ってるんじゃない？」

「ぐっ！」

　夏紀に指し摘てきされ、一心は言葉に詰つまる。

　クラスの男子連中も、

「感動も今のうちだけだぜ！」

「そうそう！」

「実じつ情じよう知ったら、ガッカリするって」

　と、野や次じを飛ばす。

　もちろん、これに対しては、

「や～ね、不細工どもがやっかんで」

「超ちよう美び形けいの響くんが入ったら、いよいよ肩かた身みが狭せまくなるんじゃな～い？」

　などと、女の子たちからの逆ぎやく襲しゆうがある。

「ほらほら、それくらいにしておけ～」

　担任は手を叩たたいてみんなを黙だまらせると、茜の隣となりの列を指さした。
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「村雨くん、とりあえずは、この列の一番後ろに座すわっていてくれ」

「はい」

　茜の横を通り過すぎる時、村雨響はかすかに微笑ほほえみかけた。

「ど、どうも」

　茜は会え釈しやくすると、密ひそかに感動する。

（す、素す晴ばらしい！　人間としてマトモな芸能人を見るの、なんか、久ひさしぶり～って感じ！）

「ああと、それから女郎花～」

　教室から出て行きかけた担任が、茜を呼よんだ。

「へっ？」

　ポカンと間ま抜ぬけな表情を担任に向ける茜。

「お前、生活指し導どうの牧まき岡おか先生から呼び出し。昼休みに生活指導室に行くようにな」

「あ、あ、あたし、何かマズいことしたんでしょうか？」

　付き人を始めるまでの茜は、ごく普ふ通つうの生徒。

　優ゆう等とう生せいでもないが、生活指導に呼び出されるタイプでもなかった。

「思い当たる節はないのか？」

　と、担任。

「あは、あはははははははは……はあ～」

　作り笑いの後に、思わず漏もれる深いため息。

　Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーの付き人になってからは、心当たりがあり過ぎるぐらいにある茜であった。







　１０・３０ＡＭ　タイムリミットまで三十二時間三十分




　早朝に連れん絡らくを受けた結ゆう城き警けい視しが江え南なみ警視正と会ったのは、本ほん庁ちようではなく都内のホテルのラウンジだった。

　まだ午前中なのでラウンジの客もそう多くはない。

　窓まどの向こうの広い日本庭園には、散さん策さくする外国人宿しゆく泊はく客きやくの姿すがたがチラホラと見える。

　結城は江南の姿を見つけると、真まっ直すぐにそのテーブルまで歩いていった。

「あまり時間は取れないんですが」

「承しよう知ちしている」

　先に来ていた江南は目を通していた経けい済ざい誌しを置き、ウエイトレスを呼び寄よせる。

「私もコーヒーでいい」

　結城は脚あしを組んで、江南の正面に座った。

「お久しぶりです、教官」

「そうだな」

　要人の警けい護ごを主な任にん務むとする警視庁警けい備び部ぶ警護課。

　その課長である江南は、結城の警察大学校時代の恩おん師しでもあるのだ。

「お前の担当する例の連続誘ゆう拐かい殺人。二番目の犠ぎ牲せい者しやの宗むな像かた椎すい子こさんは、顔見知りだったそうじゃないか？」

　ウエイトレスが下がると、江南は切り出した。

「……優やさしい人でした」

　結城は慎しん重ちように言葉を選んだ。

「まだ二十四だったそうだな？」

「中なか嶋じま比ひ奈な樹きは十五歳、大谷なおに至っては六歳。昨日誘拐された倉くら阪さかピアノも、たった十一歳です」

「どうだ、見通しは？」

「手は尽つくしています」

　答えながら結城は疑ぎ問もんに思っていた。

　江南は警備部。

　捜そう査さを担たん当とうする刑けい事じ部とは畑はたけ違ちがいだ。

　その江南が自分を呼び出した理由が分からない。

「乾いぬいとも連絡を取ったそうじゃないか？」

　江南はさらに尋たずねる。

「やはり、あの巽たつみ玲とのつながりか？」

「………」

　乾を通して玲と連絡を取ったことを、結城は誰だれにも話していない。

　カマをかけたのではなく、江南が本当にこのことを知っていたとすれば、可か能のう性せいはひとつである。

「私を監かん視ししていたんですか？」

「勘かん違ちがいするな。警備部ではない」

　江南は声をひそめる。

「お前の事じ件けんの捜査に、ある方面から圧あつ力りよくがかかっている」

「仰おつしやることの意味が分かりません」

　つられて声を低くする結城。

「ある方面とは？」

「警察内部にも秘ひ密みつ主しゆ義ぎを貫つらぬき、監視、恫どう喝かつはお手のもの、のところと言えば？」

「……公こう安あん、ですか？」

　公安は、警察の中でも特とく殊しゆな部ぶ署しよである。

　国家の転てん覆ぷくを謀はかる政せい治じ犯はんや危き険けん団だん体たいの監視、情じよう報ほう収しゆう集しゆうがその主な仕事、とされているが、活動の実情が一いつ般ぱんに知られることはほとんどない。

「なぜ公安が？」

　と、つぶやいてから、結城は思い当たることがあることに気がついた。

「最初の犠牲者、大谷なおの父親は、確たしか公安の巡じゆん査さ部長……。その関連ですか？」

「さあな。だが、昨日、私は公安外事一課の井沢課長に呼び出され、お前との関係を聞かれた」

　外事一課とは、アジア以外の外国人の犯はん罪ざいを担当するセクションである。

　ちなみに、外事二課はアジア担当。

　三課は外国人テロ、外国から来る要人の警護を扱あつかう。

「私がお前の教官だったことを話すと、井沢は私からお前に告げるように言った。この事件、たとえ未み解かい決けつでもお前の失点とはならない、と」

「……それはつまり？」

「暗に捜査の手を抜ぬけ、と言っているようだな」

　江南は認みとめた。

「お前も上を目指すのなら、公安に嫌きらわれることはするな」

　警察組そ織しきのトップである警けい察さつ庁ちよう長官や警けい視し総そう監かんには、慣かん例れい的に公安経けい験けん者しやが就つくことが多い。

　特に公安課長は出世コースを進むためには、必ひつ須すのポストである。

「人は忘わすれる。事件でマスコミが騒さわぐのもせいぜい数か月。さらに凶きよう悪あく犯罪の検けん挙きよ率りつは近年急きゆう激げきに落ちつつある。八はち王おう子じや世せ田たが谷やの強ごう盗とう殺人と同様、お宮入りしようが誰も気にしやせんよ」

「……本当に……そうお思いですか？」

　結城は真っ直すぐに恩師を見つめる。

「無む論ろんだ。私も組織の人間だからな」

「……！」

　一いつ瞬しゆん、頭に血が昇のぼりかける結城。

　だがその時、コーヒーカップの下にさりげなく小さな紙が敷しかれていることに気がついた。




　　監視

　　二組




　紙には小さな字でそう書いてある。

（今現げん在ざいも公安の監視がついている。それも二組。ということか）

　結城は納なつ得とくした。

「……分かりました。長いものには巻まかれるとしますよ」

　結城は不自然に聞こえない程てい度どの大きな声でそう告げると、紙をさりげなく丸めてポケットに押おし込こみ、立ち上がる。

「では、上にはくれぐれも」

「ああ」

　江南は一礼して去る結城の方を見ようとはせず、再ふたたび経けい済ざい誌しを手にとって目を通し始めた。







　１１・４０ＡＭ　タイムリミットまで三十一時間二十分




「女郎花おみなえし、気づいてないでしょ？」

　昼休みになって。

　茜がビクビクしながら生活指し導どう室しつに入ると、お茶をすすっていた牧まき岡おか先生は、薬品の臭においが染しみ付いた白衣の袖そでで机つくえにこぼれた緑茶を拭ぬぐった。

「へっ？」

　首を傾かしげる茜。

「お前さ、このままで行くと出席日数足りなくなるよ」

　美人だが、男おとこ勝まさりの性せい格かくのために、男子よりも女子に人気のある牧岡は、そっけない口調で告げた。

「……そ、それはつまり？」

「そっ、留りゆう年ねん」

「だ、大地くんや、夏紀は!?」

「あの二人は芸げい能のう人じんだからね。特別枠わくがあるワケ。それにあいつら、成せい績せきが普ふ通つうの生徒と比くらべても飛び抜けていいし。イッシンに限かぎって言えば、この前の中間では九科目中、五つでトップ。こういう言い方したくないけど、それに比べて……」

「あたしの成績は、下から数えた方が早い？」

「そっ、すっごく早い」

「……あの、あたしも準じゆん芸能人枠って扱いには？」

　儚はかない希望を抱いだく茜。

「ならないね」

　それをあっさり打ち砕くだく牧岡。

「そ、そんな～」

「ともかく、これから週四日は出なよ。あとは成績を上げること。こっちも、他ほかの先生と救きゆう済さい措そ置ちを考えてみるからさ」

「はあ～」

　茜は空気の抜けた浮うき輪わのような状じよう態たいになって、生活指導室を後にした。




　フラフラと教室に戻もどると、一心や美紗たちは食堂にも行かずに茜を待っていた。

　なぜか、村雨響も一いつ緒しよである。

「何の話だった？」

「はにゃにゃにゃにゃ～」

　一心が聞くと、茜は声にならない声を上げて椅い子すに崩くずれ落ちる。

「あらひの人生、おひまいよ～」

「まあ、とっっっっくに終わってるとは思ってたが……留年か？」

　一心は必死で笑いを堪こらえる顔だ。

「うう～」

　茜はコクコクとうなずく。

「あらあら」

「やっぱり」

　美紗と夏紀が顔を見合わせた。

「どういうこと？」

　と、一心に尋たずねたのは響だ。

「いや、こいつ俺おれたちＳソーズ＆＆Ｓソーサリーの付き人やってるんだけどな。どうやら出席日数がヤバイらしい」

「じゃあ、女郎花さんって、『Ｓ＆Ｓ　世界征せい服ふく！』の？」

　響は、茜がほぼレギュラーのようになって罰ばつゲームをやらされている番組の名前を出した。

「あの、着ぐるみで出てくる、付き人Ａさん？」

「しょ～なんですぅ～」

　茜はもう、骨ほねがすべて抜ぬけたようになって机つくえに顔を押しつけている。

「どのくらい日数足りないの？」

　響が優やさしく尋ねる。

「分かんないけど……週四日は出ろって……ぐずっ」

　茜は鼻をすすった。

「じゃあ、まだ何とかなるんじゃん、つまんねえ」

　残念そうな一心。

「でも無理だよ、週四日なんて！　今でさえ、自分の時間がほとんどないぐらい忙いそがしいんだよ！」

「イッシン、何とかしなさいよね」

　夏紀が責せめるような視し線せんを一心に向ける。

「アカネはあんたの私し設せつ付き人みたいなものなんだから」

「けどまあ、永えい遠えんに高校生っていうのもなかなか体験できない人生じゃないか？」

　一心は肩かたをすくめた。

「いやだあああああっ！」

　永遠と聞いて、茜は髪かみを搔かきむしる。

「大地くん、あなたがそんな冷たい人だなんて……」

　美紗がまるで自分のことのように瞳ひとみをウルウルさせた。

「どうしてそんな意い地じ悪わる言うんです～？」

「わ、わあった！」

　これには一心もちょっと慌あわてる。

「マネージャーや社長と相談してみるって。あとは成績だな」

「それは私と美紗で見てあげるから」

　夏紀が請うけ合った。

「う～、みんなありがと～」

　茜はまた鼻をすする。

「ねえ、僕ぼくにも何かできることはないかな？」

　響が一心と茜の顔を見た。

「いいって。そんなに気を遣つかうなよ、こんなヤツのために」

　一心は答える。

「こ、こんなヤツ!?」

　ガバッと顔を起こす茜。

「そんな言い方！　さっきから聞いてれば、大地くん、ひとりだけずいぶん冷たいじゃない！」

「まあまあ、きっと大地くん、アカネちゃんのことを他の男の人には任まかせたくないんですよ～」

　美紗がほんわかした笑え顔がおでとりなそうとする。

「んなワケあるかあああっ！」

　と、思わず美紗にヘッドロックをかける一心。

「ほらほら、ムキにならない」

　夏紀が教科書の背せでバキッと一心の後頭部を強打した。

　一心は思わずしゃがみ込む。

「みんな、楽しそうだね」

　響はこの様子に、屈くつ託たくのない笑顔を見せた。

「いや、あたしは崖がけっぷちですから、あんまり楽しくないんですけど……」

　茜の反はん論ろんは弱々しい。

　一心の携けい帯たいに、ニコルからの連れん絡らくが入ったのはその時だった。







　０・０５ＰＭ　タイムリミットまで三十時間五十五分




　屍桜屋や敷しきの書しよ斎さいでは、玲が犯はん人にんの声を録音したテープを聴きき直していた。

「ラショーモンに頼たのんだ解かい析せきの結果が出るまでは、できることはないんじゃない？」

　ハーブティーを淹いれたニコルが、玲の顔をのぞき込む。

　後ろ手に隠かくし持っているのは、携帯ゲーム機とソフト数本。

　さっきからソワソワしているのは、一いつ緒しよにゲームをやって欲ほしくてしょうがないからだ。

「そうでもない」

　玲はヘッドフォンをはずしてこめかみを押おさえた。

「自分の耳で聴いただけでも、このテープから分かることがいくつかある。まず、ボイス・チェンジャーを使っていること」

「そんなことはワタシにも分かるわ。だから特とく徴ちようがつかめないんでしょう？」

　玲の隣となりにチョコンと寄より添そうように座すわったニコルは、唇くちびるを尖とがらせる。

「そう。性せい別べつ、年ねん齢れい、出身地、考えられるあらゆる特徴が、この声からは聴き取れない」

　玲の口元に笑みが浮うかぶ。

「何が言いたいの？」

「人間というものは、そう簡かん単たんに自分の声から特徴を消せるものじゃない。それができる人物がいるとすれば……」

「特別な訓練を積んだ人間！」

　ニコルは人差し指を立てた。

「その通り」

　玲はうなずく。

「それともうひとつ。よく聴くと、このテープには周囲の状じよう況きようを示しめす二つの音が入っている」

「ええと」

　ニコルはゲーム機を置き、ヘッドフォンを耳に当ててテープを再さい生せいする。

「……車の音。あとはかすかに……これは靴くつ音おと？」

「どんな靴音かな？」

　と、まるで先生のような玲。

「反はん響きようがあるわ。トンネルの中か、室内ね」

　ニコルはいつもの玲のやり方を見習って、慎しん重ちように聞き取った。

「……おかしいわ、車のエンジン音とエコーのかかり方が違ちがう」

「鋭するどい耳だ」

　玲は誉ほめる。

「さらに言えば、この靴が打ちつけられている場所の材ざい質しつは、コンクリートでもアスファルトでもない。おそらくは音の柔やわらかさからして、リノリウムの床ゆかだ」

「じゃあ、室内ね。となると、車の音は窓まどの外から？」

「いや、車の音も二種類ある。大きくなる時はやや高めの音で、ある時点から小さくなりだして低くなる音。そして、常つねに同じ高さ、同じ大きさで聞こえる音」

「……車の上だわ」

　ニコルは指をパチンと弾はじいた。

「最初の音は対向車線の車や、追い越こしたり、追い越されたりした車のもの。同じ高さで続けて聞こえているのが、話し手……、いえ、厳げん密みつに言えばこの通信を送ってきた携帯が乗っていた車の音ね」

「お見事」

　玲は紙を取り出し、ペンで図解してみせる。

「つまり、犯はん人にんの取った手しゆ段だんはこうだ。まず、殺さつ害がいする間ま際ぎわの被ひ害がい者しやの声を録音しておく。携帯をあらかじめ三つ用意し、携帯Ａから携帯Ｂにかけて携帯Ｂを通話中の状じよう態たいにしておく。同時に携帯Ｃから被害者宅たくにかける。その状態で携帯ＢとＣをそれぞれのマイク部分がうまく組み合わさるように固定して、通りすがりのトラックの荷台などに、歩道橋の上から落とす」

「携帯ＡからＢ、Ｃを仲ちゆう介かいして被害者の家にかけても、警けい察さつが逆ぎやく探たん知ちできるのは、道路の上を高速で移い動どうする携帯Ｂ、Ｃまでということになるわね」

「事実、結城警けい視したちはずいぶん振ふり回されたらしい」

「原始的な方法ね。逆探知をかいくぐるのなら、もっと洗せん練れんされた方法がいくつもあるのに」

　ニコルは軽けい蔑べつをあらわにする。

「実はね、ニコル、ハイテクというものは、使った人間の特徴をよく残すんだよ」

　玲は説明した。

「……使っている機種、その購こう入にゆう先さき、それに、犯人がどれくらいコンピュータに詳くわしいか、とか？」

　吞のみ込こみの早いニコルは、指を折って数え上げた。

「分かってきたね」

　玲が頭を撫なでると、ニコルはとろけそうな顔になる。

「だが、この犯人は極きわめて原始的な方法を用いることで、効こう率りつよく逆探知を回かい避ひした」

「これも、プロの手口、というわけ？」

「蓋がい然ぜん性せいは高い……だろう」

　玲は椅い子すに深く寄りかかり、もう一度こめかみを押さえる。

「……この事じ件けん、想そう像ぞうしていたよりも奥おくが深そうだ」

「そうね」

　ニコルはうなずいてから、玲の顔をじっと見た。

「少し集中し過すぎじゃない？　頭、痛いたそうだけど？」

「そんなことはないよ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　玲は立ち上がりかけて、そのまま絨じゆう毯たんの上に座り込んだ。

「レイ！」

　蒼あお褪ざめたのはニコルの方である。

「どうしたの!?　気分悪いの!?」

　日光が漏もれ込んでいないか周囲を確かく認にんするが、カーテンはいつものようにピッタリと閉とじられている。

「どうしちゃったの!?　分からないよ！」

　ニコルは取り乱みだす。

「なん……でもな……いよ」

　玲は机つくえの縁ふちに手をかけて、立ち上がろうとした。

「動いちゃダメ！　……そうよ、お医者さん！」

　急いで机の上にあるアンティーク調の受話器をつかむニコル。
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「医者は……呼よばないで」

　玲はそのニコルの手を押さえる。

「ドント・ビー・ディフィカルト！」

「本当に……大したことはないんだ」

「ユー・ライアーッ！　こんなに身体からだが冷たいじゃない！」

　ニコルは玲を強く抱だきしめた。

　どうして、昨日、七瀬が玲の顔色がよくないと言った時に気づかなかったのだろう？

　自じ責せきの念が少女を襲おそう。

（ワタシじゃ……何も……何もレイにしてあげられないの!?）

　自分が無力であることを悟さとるニコル。

「……イッシンにだけ、連れん絡らくを」

　玲はささやくような、か細い声で告げた。

　ニコルは震ふるえる指で、何度も押し間ま違ちがえながら一心の番号にかける。

（お願い、早く出て！）

『……はい？』

　ぶっきらぼうな、一心の声。

「お願い、助けて！　レイが、レイが死んじゃう！」

　ニコルは叫さけんでいた。







　一いつ心しん、始動！







　１・１０ＰＭ　タイムリミットまで二十九時間五十分




「ドクに電話したぞ」

　ベッドに横たわる玲れいに向かって、かたわらの椅い子すに座すわった一心は声をかけた。

　学校を早そう退たいした一心は至し急きゆう、屍し桜ざくら屋や敷しきに戻もどると、泣きじゃくるニコルと一いつ緒しよに玲をベッドに運び、パリ在ざい住じゆうの医い師し、通つう称しようドクに連れん絡らくした。

　ドクは玲の主治医。

　すぐに、玲に持たせた薬の中からどれを飲ませるべきかを指し示じし、適てき切せつな処しよ置ちを教えてくれた。

「数日おとなしく寝ねてりゃ、起きられるようになるってよ。ったく、あいつが言った通りに薬飲んでろよな」

「つい、忘わすれてね」

　玲は微笑ほほえむ。

「何がつい、だ。勝手なことほざくな」

　一心は吐はき捨すてた。

「勝手なこと？」

　戸と惑まどうような表ひよう情じようを見せる玲。

「そうだ。そんな言い訳わけできるのはな、俺おれのところに連絡してきた時のニコルの声を聞いてないからだ」

「……そうだね」

「いいか、お前の身体からだだ。苦しもうが、死のうが、それはお前の勝手だ。ただ、ニコルの前では元気にしてろ。何ともないような顔して見せろ」

「分かった」

　玲はうなずいた。

「そうする」

「……そういや、お前が倒たおれたって話聞いて、心配して夏なつ紀きたちがついてきたんだ。全員早退だぜ、会うか？」

「ああ。心配させないためにも、ね」

「分かってりゃ、いい」

　みんなを呼よびに行こうと、扉とびらに向かう一心。

「イッシン」

　玲はその背せ中なかに声をかける。

「……もし、僕ぼくに何かあったら、ニコルのこと、頼たのめるか？」

「や～だね」

　一心は振ふり返って笑った。

「あんな生意気なガキ、お前が最後まで責せき任にん持て。俺は知らんからな」




「れ、れ、玲さん！　起きてていいんですか?!」

　部屋に飛び込んできた時、茜あかねは救急箱と松まつ葉ば杖づえを手にしていた。

「お前な、玲は別に階かい段だんから落ちて足を折ったわけじゃないんだぞ」

　一心が額ひたいに手を当てる。

「じゃ、じゃあ、お薬！　これ！」

　動どう揺ようしまくっている茜は、救急箱から歯は痛いたの薬を取り出した。

「……お前はもう何もするな」

　一心は部屋の隅すみの方を指さす。

「しばらくそこで立ってろ」

「う～」

　茜はすごすごとその場所まで引き下がった。

「玲さん、これ、お花」

「とりあえず、果くだ物ものぐらいしか思いつかなかったもので～」

　茜の後から部屋に入ってきた夏紀と美み紗さは、玲の枕まくら元もとを花と果物で埋うめ尽つくした。

「気分が悪くなったら、すぐに言ってください」

「何でも気軽に頼んでくださいね～」

　玲の看かん病びようを申し出る二人。

「……お前たちな、俺が病気になっても、絶ぜつ対たいにこんな優やさしくしないだろ？」

　一心は鼻白む。

「そんなことありませんよ～」

「イッシンが病気になんかなるワケないじゃない。もとからビョーキなんだから」

　美紗と夏紀の意見は、真っ二つに割われた。

「はいっ！　ここは不ふ肖しよう、女郎花おみなえし茜が付き人として大だい地ちくんの看病させていただきます！」

　部屋の隅で小さくなっていた茜が、ここぞとばかりに救急箱を持った手を上げた。

「……お前は要いらん。お前がいると、なんか超ちよう理り不ふ尽じんな理由で病気が悪化しそうだ」

　一心はシッシと手を振る。

「どうしてよ？　あたしだってちゃんとできるって！　ほら、風か邪ぜを引いたら風邪薬、頭痛がしたら頭痛薬って」

　茜は救急箱からビンを取り出す。

「お前な、言ってる薬と手にしてる薬が全然違ちがうだろ！」

「……う」

　確たしかに、右手に握にぎっているのは湿しつ布ぷ薬やく、左手にあるのは栄養ドリンクである。

「それにしても、すごい家ですねえ」

　屍桜屋や敷しきを初めて訪おとずれる村むら雨さめ響ひびきは、あたりを見み渡わたして頻しきりに感動していた。

　結局、ニコルからの電話を受けたその場にいた響も、ここまでついて来てしまったのである。

「重要文ぶん化か財ざいにしてもいいくらいだ」

　ちょっと大げさな響。

「村雨君は転校生なのかい？」

　玲は一心の新しい友人に興きよう味みを持った様子で尋たずねた。

「今まではどこに？」

「ＬロＡスとニューヨークを行ったり来たりですよ。主にストリート・ダンスの勉強で」

「それで本場仕じ込こみって感じがするんだ」

　夏紀が納なつ得とくする。

「夏紀さんや美紗さんは踊おどらないの？」

　と、響。

「最近はクラブに行く時間もないし」

　アイドル業に振り回される夏紀は肩かたをすくめる。

「わ、私はクラブなんて……」

　美紗は真っ赤になった。

「……お願い、響くん、あたしにも聞いて」

　茜は瞳ひとみを潤うるませて響の腕うでを引っ張ぱった。

「ご、ごめん」

　響は困こまった顔になる。

「アカネちゃんってあんまり、その……」

「要するにダンスに縁えんがありそうには見えないってんだろ？」

　せっかく響が婉えん曲きよくに表ひよう現げんしようとするところを、一心が言い切った。

「ど、ど～せ！　ど～せそうだよ～！」

　茜はまたもや部屋の隅に座すわり込んで膝ひざを抱かかえる。

「月給九十五円じゃ、クラブ通いなんて夢ゆめのまた夢だもんね～」

「……ところで、ニコルはどこに行った？」

　一心はふと、あたりを見回して、小生意気な少女の姿すがたが見えないことに気がついた。

「さっき、廊ろう下かに出て行ったけど……」

　思い出す茜。

「探さがして来よっか？」

「俺が行く」

　一心は廊下に出ると、ニコルの私し室しつの前まで行ってドアをノックした。

「……リーヴ・ミー・アローン」

　震ふるえる声が返ってくる。

「おいおい、悲ひ劇げきのヒロインごっこかよ？　入るぞ、チビ」

　一心はドアノブを握にぎった。

「……お前、そういうポーズ、最高に似に合あわないぞ」

　ニコルは膝を抱えてベッドに座り、窓まどの外を眺ながめていた。

「日本語で言わないと分からないの？　ひとりにさせて」

「んだよ、玲が美紗や夏紀に囲まれてるんで妬やいてんのか？」

「そんなんじゃないわ！」

　ニコルは額ひたいを膝に押おしつける。

「……ワタシ、レイが倒たおれた時、何もできなかった。レイを助けたのはイッシン。ワタシ、レイのために日本に来て、レイのために一いつ緒しよに住んでいると思っていた。でも、実じつ際さいはレイの役に立ってない」

「まあ、そうだな」

　一心は認みとめる。

「お前って、チビで、スタイル悪くて、愛あい想そないし、生意気で口が達者なだけで、実際はすげえ無む能のうだよな」

　ニコルの目から涙なみだがポロポロとこぼれ落ちる。

「……けどな」

　一心はその涙を指で拭ぬぐってやった。

「それは俺も同じだ」

「………」

　ニコルはちょっと目線を上げる。

「あいつを今みたいな身体からだにしたのは俺だ。俺がまだお前よりも小さかった時だけどな、俺と玲は親にくっついて東とう欧おうのある国に行っていた。その日、オヤジとかおる、つまり俺の母親は、核かく兵へい器き開発に転用されている原子力発電所の取材に出かけていた」

　一心は自分に語りかけるように続けた。

「俺は、オヤジとかおるにホテルに置いていかれたことで、ふて腐くされていた。そんで、二人のところに連れて行けと騒さわいで、玲を困らせたんだ。玲は仕方なく、俺を連れて発電所に向かった。だがその頃ころ、発電所ではとんでもないことが起きていた」

「とんでもない……こと？」

「メルト・ダウン、臨りん界かい事じ故こだ。チェルノブイリ型の旧きゆう式しき原げん子し炉ろは暴ぼう走そうし、発電所の周囲二十キロ以内には避ひ難なん命令が出た。オヤジとかおるは原発の職しよく員いんとともにシェルターに逃にげて無事だった。だが、その命令が出た時、俺と玲はすでに発電所に向かってたんだ。原子炉が爆ばく発はつしたのは、発電所がよく見える川原かわらまで行った時だった」

「………」

　ニコルは一心の腕うでを握にぎった。

「蒼あおい光が見えた瞬しゆん間かん、玲は俺を川の中に放ほうり込んで押さえつけた。あいつはその頃から知っていたんだ。放ほう射しや線せんから逃のがれるには、水に入るのが一番いいことを。俺は溺おぼれかけたけど、被ひ曝ばくは最さい小しよう限げんで済すんだ。けど、玲は……」

　一心は言葉を切り、しばらくしてから続ける。

「多量の放射線を浴びて、それから数か月、生死の境さかいをさ迷まよい、ようやく退たい院いんできた頃には紫し外がい線せんに耐たえられない身体になっていた」

　一心は自分の額をニコルの額に押しつけた。

「分かるか？　本当に何もできなかったのは、俺なんだ。玲からすべてを奪うばったのは、そして、玲のことで自分たちを責せめたオヤジたちの離り婚こんの原げん因いんとなったのも、全部俺なんだよ」

　ニコルは、膝を濡ぬらしているのが自分の涙だけではないことを感じた。

「けどな、ニコル。お前は玲の救いなんだ。永えい遠えんの闇やみに閉とじ込められた、あいつの光なんだよ。あいつが辛かろうじて自分の命を無む駄だにしようとせずにいるのは、お前がいるからだ。今はこんなに小さいんだから、何もできなくてもいいさ。けど、あいつのそばにいてやってくれ。ずっと離はなれないでいて欲ほしいんだ。……頼たのむ」

「……イッシン」

　ニコルは一心の背せ中なかに手を回した。

「そうする。誓ちかうよ」

「言っておくが、俺がこんなことを話したなんて、他ほかの連中には秘ひ密みつだかんな」

　ちょっと照れ臭くさそうに付け加える一心。

「一心に慰なぐさめられたなんていう恥はずかしいこと、誰だれかに言えると思う？」

　ニコルがやり返す。

「だな？」

「そうよ」

　二人はお互たがいの顔を見つめながら微笑ほほえんだ。




　このやり取りに、そっと廊下で耳を傾かたむけている者があった。

　茜である。

　茜もまた、頰ほおを涙で濡らしていた。

（玲さんも……大地くんも、ニコちゃんも、みんな素す晴ばらしい人たちなのに……自分に絶ぜつ望ぼうして……こんなのって、ないよ）

　ゴシゴシと目を擦こすると、大きく深しん呼こ吸きゆうする。

（あたしも……あの三人に負けない。みんながいつか笑って暮くらせる日が来るように……あたしのできることは何でもする）

　茜はニッと笑顔を作ると、玲の寝しん室しつに戻もどっていた。

（だって、あたしもこの家の一員。それに、大地くんの付き人なんだから！）







　３・２７ＰＭ　タイムリミットまで二十七時間三十三分




「……で、俺は何をすればいい？」

　美み紗さや響ひびきたちが帰ると、一心は玲に尋たずねた。

　ベッドサイドにはニコルと茜の姿すがたもある。

「手を貸かしてくれるのか？」

　玲は一心の顔を見た。

「お前がそんなんじゃ、俺が動かないワケにはいかないだろ？　言っておくが、お前のためじゃないからな。さらわれた女の子の命がかかってるからだぜ」

「ああ。分かっているよ」

　玲は笑う。

「……お前、心底信じてないだろ？」

　一心は眉まゆをひそめた。

「あの～、大地くん」

　茜がスケジュール帳ちようを見ながらおそるおそる口を挟はさむ。

「今日このあと、ダンス・レッスンと『Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリー世界征せい服ふく！』の撮とりがあるんだけど」

「何時からだ？」

「ええと、レッスンが四時からで、『世界征服！』のスタジオ入りが六時半」

「四時って、あと三十分だろうが！　……レッスンの時間、ずらさせよう」

　一心は自分の額ひたいをパチンと叩たたくと、携けい帯たいを手に取った。

「ああ、社長？　俺おれ。今日のレッスンだけど、撮りの後にまわしてくんないかな？　ほら、番組に集中したいからさ。……そんなに疑うたがわしそうな声出さなくてもいいだろが？　……他のメンバー？　……ああ、みんないいってさ。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。んじゃ」

「……みんながいいって？」

　茜が顔をしかめる。

「知らないよ、そんなこと言っちゃって」

「平気だって。ほら、俺たちって強い絆きずなで結ばれた仲間だし」

「都合のいい時だけの仲間ね」

　と、皮肉たっぷりなのはニコル。

　さっきまで落ち込こんでいたような様子は、まったく感じさせない。

「七なな瀬せを呼よんだから、あの人と一いつ緒しよに動いて。あれでも警けい官かんだし、何かと便利でしょ？」

「お前、実は七瀬を厄やつ介かい払ばらいしたいだけだろ？」

　こちらも、いつもと変わらぬ態たい度どの一心。

「あんな年とし増ま、最初から眼がん中ちゆうにないわ」

　ニコルはフンと鼻を鳴らした。







　４・１５ＰＭ　タイムリミットまで二十六時間四十五分




「ここっスよ」

　西日が七瀬の顔をわずかに赤く染そめていた。

　七瀬自家用のＢＭＷで一心たちがやってきたのは、第一の犠ぎ牲せい者しや、大谷なおの家だった。

「あ～あ、結局、大地くんに引きずられてるあたしって」

　今日は一日中、ロクな目に遇あってない気がする茜だが、よくよく考えてみればいつものことである。

（そのうち胃に穴あなが開くぞ、あたし）

　健康ドックに行ってみようかと、茜は本気で思い始めていた。




「……はい」

　玄げん関かん口ぐちに現あらわれたのは、三十代半ばの瘦やせた男だった。

「大谷なおさんのお父さん、スね？」

　七瀬は警察手帳を見せる。

「もう私が供きよう述じゆつすることはないと思うが？」

　大谷は七瀬の後ろに立つ一心と茜に、怪け訝げんそうな視し線せんを送った。

「また、女の子が誘ゆう拐かいされましてね。それでもう一度情じよう報ほうの確かく認にんってワケで」

　七瀬は説明する。

「うちにはもう関係ない。なおは死んだんだ」

　扉とびらを閉しめようとする大谷。

「まあ、同業者の誼よしみってことで、そう邪じや険けんにしないでくださいよ」

　七瀬は扉の隙すき間まに足をねじ込んだ。

「……しつこいセールスマンみたい」

　茜がつぶやく。

「今回誘拐された子は、倉くら阪さかっていう貿ぼう易えき会社の副社長の娘むすめなんだけど、心当たりはないかな？」

「誰だ、お前は？　私は何も知らない」

　一心を見て、大谷は頭を振ふる。

「じゃあ、二番目の犠牲者の宗むな像かた椎すい子こについては？」

「知らない」

「中なか嶋じま比ひ奈な樹きは？」

「知らない」

「過か去この三つの事じ件けんと今回の誘拐、関係がないとあんたは思うのか？」

　一心は容よう赦しやなく質しつ問もんを叩たたきつけた。

「知らないと言ってるだろう！」

「ちょ、ちょっと大地くん！」

　茜の目にも、犠牲者の親に対する一心の質問のやり方は、かなり残ざん酷こくなものに映うつる。

「奥おくさんからも、話、聞かせてもらえませんかね？」

　七瀬が口を挟はさんだ。

「妻つまは過か労ろうで倒たおれている！　帰ってくれ！」

　大谷は七瀬と一心を道路まで追い立てる。

「もう話せることはすべて話したはずだ！　私たち夫ふう婦ふをこれ以上苦しめるな！」

「……話せることは……すべて？」

　一心は自分を押おし返そうとする大谷の腕うでをつかんだ。

「遺い体たいが青く染そめられてたこと。あれが何かのメッセージだって考えてみたこと、あるか？」

「……知らない」

　大谷の顔色がかすかに変わったのを、一心は見み逃のがさなかった。

「思い当たることが、あるんだな？」

「いいや。何も知らない」

「あんたさあ」

　七瀬が頭を搔かく。

「娘さんが殺されたんっしょ？　悔くやしくないんスか？　悲しくないんスか？」

「黙だまれ！」

　大谷は声を張はり上げた。

「貴き様さまらモグラ叩たたきどもに何が分かる？」

「モグラ叩き？」

　首を傾かしげる茜。

「貴様ら刑けい事じ部ぶがしていることは、表面化した犯はん罪ざいの被ひ疑ぎ者しやを確かく保ほするだけのモグラ叩きに過すぎん！　だが、俺たちは違ちがう！　この国家と国民を守るために、犯罪を根こん源げんから絶たつために、日々、地じ道みちな情報活動を展てん開かいしているのだ！　マスコミに秘ひ密みつ主しゆ義ぎだ、治安監かん視し装そう置ちだと揶や揄ゆされつつもな！」

「あんたの娘も！」

　一心は大谷の胸むな倉ぐらをつかみ、壁かべに押しつけた。

「……守るべき国民のひとりだったろうが」

「………」

　大谷は顔を伏ふせた。

「もういいっスよ」

　七瀬が一心の肩かたを叩く。

「これ以上は無む駄だ。他ほかの家族を当たるっスよ」







　６・５５ＰＭ　タイムリミットまで二十四時間五分




　宗像椎子の親も、中嶋比奈樹の親も、大谷とほぼ反はん応のうは同じだった。

　三家族を回り、すっかり暗くなった後で局に向かった一心たちは、当然、大だい遅ち刻こくである。

　案の定、スタジオの前では、マネージャーと澤さわプロデューサーが爆ばく発はつ寸すん前ぜんの顔で立って、

一心と茜を待っていた。

「アカネちゃんがついていながら……」

　紫し煙えんをルージュの引かれた唇くちびるの間から吐はき出し、ゴロワーズの空箱を握にぎり締しめるマネージャー。

「あは、あははははは」

　ここは笑って誤ご魔ま化かすしかないと、茜は開き直る。

「いや～、ほっっんと、困こまった芸人ですよね～」

「誰が芸人だ、このスタイリストもまたいで通る着ぐるみ職しよく人にんが！」

　一心が茜の後頭部に手刀を打ち込む。

「お前、次はヤンバルクイナの格かつ好こうで空中ブランコな」

「あの着ぐるみ、手が出ないでしょうが！　どうやってぶら下がれって言うの!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ、下の安全ネットは外はずしといてやる」

「それのどこが大丈夫なのよ！」

「……最近、二人とも罰ばつゲームを楽しんでない？」

　マネージャーの頭が痛いたいのは、タバコの吸すい過ぎのせいだけではなさそうだ。

「……ところでさ、あんた、新人のお笑い？」

　澤和かず枝えプロデューサーが、一心についてスタジオまでやってきた制せい服ふく姿すがたの七瀬を、ジロジロと見つめた。

「色気はないし、年は食い過ぎてるし、この路線で行くの、やめた方がいいわよ」

　澤はスタッフを振ふり返っていくつか指し示じを出すと、副調整室に向かった。

「あのオバはん、射しや殺さつしていいっスか？」

　澤の背せ中なかに目をやりながら、七瀬はホルスターのニュー・ナンブに手をかける。

「まあ、よしとけよ。澤さん、あれで……」

　と、言いかけて、一心は口をつぐむ。

「……その顔は、何か長所を探さがしてフォローしようと思ったけど、な～んも見つかんなかったって顔っスね？」

「当たり」

　一心はうなずいた。

　そこに。

「イッシ～ン」

「おい、イッシン、てめ～！」

「先せん輩ぱい！」

　Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーのメンバー、風かざ峰みね士し郎ろう、火ひ之の杜もり亨とおる、水みず谷たに宏こう太たの三人が現あらわれて、一心を取り囲んだ。

「お前、俺たちがレッスンの時間変へん更こうするの、賛さん成せいしたって社長に言っただろう？」

　Ｓ＆Ｓのリーダーで、大だい財ざい閥ばつ風峰グループの後こう継けい者しやでもある士郎が、チタンフレームの眼鏡めがねをつっと指で押し上げた。

「俺はこの後、女じよ性せいと食事の約束があったんだがね」

「俺は次のゲームの企き画かく会議だったんだぞ！」

　とは、Ｓ＆Ｓの中でもダントツの人気を誇ほこりながら、実は女性恐きよう怖ふ症しようでゲーム・マニアである亨。

「僕ぼく、今日早く帰れると思って、ＴＶの予約録画してないんですよ～」

　半泣きなのは、最年少の宏太である。

「お前には」

「その分」

「た～っぷりと働いてもらいますからね！」

「ち、ちょっと待て！　これにはワケが！」

「ええい、問答無用じゃ！　確たしか、次の撮とりは屋上だったよな？」

　三人は一心をガッチリと捕とらえると、ズルズル引きずって行った。

「アホらし」

　バッグの中にタバコが残ってないか探さぐりながら、マネージャーが続く。

「み、みんな頑がん張ばってね～」

　茜は手を振ると、七瀬と顔を見合わせてプッと吹ふき出す。

「……強い絆きずなで結ばれた仲間って言ってたけど？　あれが？」

　茜が頭を振ったその時。

「……ほんと、懲こりないよね」

　クスクスと笑う、澄すみ切った声が聞こえてきた。

「二ふ美み花かちゃん!?　そっか、今日ゲストだったんだ！」

　茜は振り返る。

　声をかけてきたのは、スタイルが抜ばつ群ぐんにいい長身の少女。

　茜や一心とは仲のいいアイドル、彩あや乃の二美花だ。

「七瀬さん、お久ひさしぶり」

　二美花は七瀬とも顔見知りである。

「七瀬さんが来てるってことは、また事じ件けんなの？」

「ええっと、それがまたうやむやのうちに巻まき込こまれちゃって」

　茜の笑え顔がおは引きつっている。

「今度はどんな事件？」

　興きよう味み津しん々しんの二美花は、茜と一いつ緒しよにベンチに座すわった。

「なんか、誘ゆう拐かい事件みたいだよ」

「……そう」

　ほんの一いつ瞬しゆん、二美花の顔に暗い影かげが過よぎる。

「どうしたの？」

「ちょっと、ね」

　二美花は茜の手を取った。

「誘拐されたのは？」

「ええと？」

　茜は七瀬を見る。

「別にいいっスよ、話しても。二美花ちゃんなら、他ほかに喋しやべらないだろうし」

　七瀬は認みとめた。

「小学生の女の子」

　茜は説明する。

「まだ生きているとは思うけど、時間が過ぎれば過ぎるほど……」

「殺される可か能のう性せいが高くなる？」

　二美花はつぶやくと、小さく頭を振ってから茜の瞳ひとみを見つめ返した。

「誘拐された子、助けてあげてね。その子、きっと……恐こわい思いをしてると思うから。たとえ助かっても、一生忘わすれられないような恐い思いを」

「う、うん、頑張るよ」

　あまりの二美花の熱心さに戸と惑まどう茜。

「約束だよ」

「分かった、約束する」

　茜がうなずくと、二美花はホッとした表ひよう情じようになり、立ち上がる。

「わたしも屋上に行かないと。また、後でね」

　去ってゆく二美花の背せ中なかを見送った茜は、首を傾かしげた。

「どうしちゃったんだろ、二美花ちゃん？」

「……思い出したっスよ」

　しばらくして、七瀬が言った。

「二美花ちゃん、十年ぐらい前に誘拐されたことがあったんスよ。当時はかなり大きなニュースになったみたいスけど」

「二美花ちゃんが誘拐……」

　茜はさっきの手の感かん触しよくを思い出す。

「誘拐されたことって……心の傷きずになるのかな？」

「何年経たってもうなされるそうっスよ……。あらゆる人間が恐く思えて、誰だれとも親しくなれなくなったりもするとか……」

「……七瀬さん。助けよう、ピアノちゃんを。絶ぜつ対たいに」

　茜はギュッと自分の手を握にぎり締しめた。







　８・１２ＰＭ　タイムリミットまで二十二時間四十八分




「……ええ。起きているわ。ワタシが寝ねていなさいと言っても、聞く人間じゃないことは知っているでしょう？」

　一心からの連れん絡らくを受けたニコルは、ベッドの上の玲を白い目で見ていた。

「……ええ。……そう……、分かったわ、伝えておく。……ああ、それから」

　ニコルは一瞬、言いよどんでから小声で告げた。

「……ありがとう、玲を手伝ってくれて」

『気にすんな。あと、お前もよく休めよ。二人とも倒たおれたら、俺おれが大変だ』

「そうなったら、茜をコキ使うわ」

『いい考えだ。んじゃあ、後でな』

　一心は電話を切った。

「一心は何と？」

　玲はニコルに尋たずねる。

「詳くわしいことは帰ってから伝えるそうよ。どの家族もみんな口は固かったけれど、何か隠かくしていることは確たしかだって。あと、大谷なおの父親が、遺い体たいが青く染そめられていたという点についての質しつ問もんに、大きく反はん応のうしたみたい」

　ニコルはパジャマの袖そでで目を擦こすり、小さくあくびをした。

「大谷なおの父……確か、警けい視し庁ちようの公安部、それも外事一課の人間だったな」

　関係者全員のプロフィールを暗記している玲は考え込む。

「外事一課？」

　怪け訝げんそうなニコル。

「外事一課は、アジア以外の国、ロシア、東とう欧おうなどからのスパイ事じ件けんや組そ織しき犯はん罪ざいを主に扱あつかう。対象となるのは……そう、例えばユーロ・マフィア」

「それが関係あるの、死体が青く染せん色しよくされていたことに？」

「分からないが……調べてみる必要がありそうだ」

　玲は再ふたたび、ラショーモンと連絡を取るべく、モバイルを膝ひざの上に置いた。







　９・５１ＰＭ　タイムリミットまで二十一時間九分




「はい、ここでフェイス・オフッ！　ロック、ターン！　アームス固いわよ、コータちゃん！　クロス気味にステップアウトして、タタ、ウン、タッ！」

　Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーのダンス・レッスンは、事じ務む所しよの社長が合宿所近くの貸かしスタジオを使ってやっている。

　この社長、今はラメの紫むらさきジャケットを愛用する気持ちの悪いオカマのおじさんだが、これでも二十年前はバリバリの人気アイドルだったのだ。

「ど～でもいいけど、あのオッサン、何でいっつもピンクのレオタードなんだ？」

　間かん奏そうの時のソロ・パートの練習をさせられながら、一心は小声で亨に尋ねる。

「俺に聞くな！」

　亨はメチャメチャ機き嫌げんが悪い。

　一心のせいでレッスンの時間がずれたからだ。

「お前、ひとつ貸かしだかんな！」

「細かいこと言うなよ、俺とお前の仲だろ？」

「こ～ゆ～時だけなあ！」

「そこの二人！　真ま面じ目めにやんなさい！　でないと居い残のこりよ！」

　社長が黄色い声を張はり上げる。

「居残り？　そいつだけは避さけたいな」

「同感だ。耐たえろ、俺も耐える」

　一心と亨は真しん剣けんに踊おどり始めた。

　……少なくとも、表面的には。




「玲さんが倒たおれた!?　お前な、どうしてそんな重要なことを黙だまってんだよ！」

　一心がメンバーに玲のことを告げたのは、レッスンが終わった後だった。

「病院はどこだ!?　お見み舞まい、何持ってったらいい？　付き添そいの手は足りてるか!?　まさかニコちゃんだけに任まかせてんじゃないだろうな!?」

　玲をほとんど崇すう拝はいに近いくらいに尊そん敬けいする亨はうろたえる。

「落ち着け、バァカ」

　と、一心。

「あいつはうちにいるよ。ちょっと眩暈めまいを起こしただけだ」

「そ、そうか？　よかった～」

　亨は胸むねを撫なで下ろした。

（……本当にそうならいいんだけど）

　茜の表ひよう情じようが曇くもる。

（もし、玲さんの病気がドクの予想よりも進行していたら……生きられるのが二十五歳までじゃなくて、もっと……よそう、こんなこと考えるの）

　茜は頭を振ふり、みんなにタオルを配った。

「はい。みんないつもすごいですね。こんなにたくさん練習しているのに、ステージじゃそんなこと感じさせもしないんだから」

　茜は士郎に話しかける。

「それだったら、イッシンの方がすごいんじゃないかな、逆ぎやくの意味で」

　タオルで汗あせを拭ふきながら、士郎は笑った。

「あいつ、努力のドの字もしたことがないくせに、人一倍努力してここまで来たような顔してるだろ？」

「そ、そうなんですか？」

　そう言えば、一心だけはちょくちょく練習をサボっているような気がする。

「あいつは天才だよ。まだ、俺とトオルがストリートで踊ってて、少しばかり人気が出てきていい気になってた頃ころ、今のマネージャーがイッシンを連れてきて、俺たち二人とダンス・バトルをさせたんだ」

「ま、まさかその勝負？」

「そう、圧あつ倒とう的なイッシンの勝利。それで……」

　士郎は肩かたをすくめた。

「打ちのめされた俺たちに、マネージャーは言ったんだよ。こいつと一いつ緒しよに、世界を夢ゆめ見みないかってね」

「そ、それがＳソーズ＆＆Ｓソーサリー結成のいきさつですか？」

　こんな話を聞くのは、初めてである。

「ああ。トオルは最初、嫌いやがったけれどね」

「仲悪いですもんね、トオルさんと大地くん」

「イッシンに勝つのがトオルの目標なんだ。イッシンに勝って、必死の努力が天てん賦ぷの才に勝まさることを証しよう明めいすることがね」

「コータはいつ入ったんですか？」

「デビューの直前だったかな？　コータは小さい頃からＣＭのモデルなんかをやってたんだけど、前にイッシンに助けてもらったことがあるみたいで、自分から先せん輩ぱいと一緒に働きたいって言って、大手のプロダクションから移い籍せきしてきたんだ」

　士郎はタオルを肩にかけると、シャワー室に向かった。

「だから、本当のＳソーズ＆＆Ｓソーサリーのリーダーはイッシンかも知れないな」

「そう笑っていえるシローさんだから、リーダーなんです」

　茜は微び笑しようを返した。

「……何を話してたんだ？　ニヤニヤして」

　士郎と入れ代わりに一心がやってきて、声をかける。

「ちょっと、ね」

　茜は舌したを出した。

「みんなって、すごいなって思って」

「……ま、いいや」

　一心はフロアに座すわってスポーツドリンクのフタを開け、一気に半分ぐらいを喉のどに流し込こむ。

「お前って、そういや踊おどれないんだっけ？」

「わ、悪い!?」

　茜は開き直った。

「リズム感が悪いのは遺い伝でんだからね！　あたしのせいじゃないもん！」

「……もう上がりだしな」

　一心は立ち上がると、茜の腕うでを取って鏡の前に立たせた。

「わわわ！」

　焦あせる茜。

「いいか？　ゆっくりやるぜ、一番簡かん単たんなヤツ」

　茜の横で、一心はカウントを取りながらステップを踏ふんだ。

「こう、右足を出して」

「こ、こう？」

　真ま似ねをする茜。

　だが、全然真似になっていない。

「……まあ、それでいい。次に向きを変えて、戻もどって……踵かかとを上げて、下ろす」

「上げて……下ろす？」

「次は左。同じようにステップ……、２……、３……、４で元の位置」

「……うう、元のとこに来ない」

「もう一度」

　一心は腕を回して、繰くり返すように促うながす。

「……ここで？」

　茜は一心の顔を見ながら、ぎこちなく動いた。

「こう」

「……１、２、３、……４。……できてるかな？」

　さっきよりはマシな感かん触しよく。

「とりあえず、間ま違ちがってはいない」

　と、一心。

「はあ～、その程てい度どか～」

　思わず漏もれるため息。

「誰だってすぐには上う手まくいかないぜ。ま、俺は例外だけどな」

　一心は腕の動きもつけて、もう一度見本を見せる。

「リズムを身体からだで感じ取って……踏み出した足の方に体重を移い動どうする」

「こ、今度はどう？」

「さっきよりはいい」

　一心はうなずく。

「もう一度」

「……だ～っ！　この右足が！　右足が！」

　今度は失敗。

　なかなか続けて成功とはいかない。

「やっぱ、才さい能のうないよ。全っ然、上手くいかない！」

　茜はペタリと座り込む。

「上手くなくていい」

　一心は頭を振ふった。

「え～、でも」

「今は楽しいと思えれば、それでいい」

　一心はちょっと下がると、トップロックと呼よばれる出だしの動きからフロアの大おお技わざ、パワームーヴへと移行する、ブレイキンという種類の振り付けを見せた。

　リズミカルなステップから、基き本ほん的な回転技であるウインドミル、頭を中心にして肩かたを床ゆかの上で回転するＷヘッドロール、片かた手て倒とう立りつ回転のナインティーンナインティと、その発はつ展てん系けいのトゥサウザンド、さらに空中で回転するエアー・トラックスを決めて静止する。

「すごいっ！　ほんっとにすごい！」

　心からの拍はく手しゆを送る茜。

「楽しいと思い続けられれば、技ぎ術じゆつはついてくるもんだぜ」

　一心は茜の隣となりに座った。

「そうなの？　よく分かんないけど」

「技術を持っててもな、しかめっ面つらのダンスじゃ見てるヤツらの胸むねに訴うつたえるものがないんだよ」

　一心はレッスン・スタジオの天てん井じようのライトを見上げる。

「何つ～か……、楽しさを共有することが……感動だと思う、俺は」

「あたし、大地くんに習ってて楽しかったよ」

　茜も同じようにライトを見上げる。

「そっか。ありがとな、付き合ってくれて」

「ちょっと待ってよ、教えてもらったの、あたしだよ」

「バァカ」

　一心は指で茜の頰ほおを突つっつく。

「俺おれが玲のことで気が沈しずみそうなの、気にしてくれてたんだろ？」

「うっ」

「本っ当、分かりやすいよ、お前」

　一心は背せ伸のびをした。

「でもさ、お前のそういうとこに、俺、救われてんだな」

「大地くん……」

　時おり見せる、一心のこの気取らない笑え顔がお。

（……そっか。あたし、こんな大地くんの笑顔を見るのが好きなんだ。この笑顔が見たくって、付き人の仕事も頑がん張ばれるし、今みたいに楽しく踊おどることだって）

「大地くん、あのね……」

　茜が思い切って言いかけたその時。

「何だ、お前らまだやってたのかよ？」

　シャワーを浴びた亨たちが戻ってきた。

「……！」

　パッと跳ちよう躍やくして茜から離はなれる一心。

「あ、ああ。……まあな」

　一心はいつもの素そっ気けない態たい度どに戻り、タオルを拾い上げる。

「アカネ、熱、あんのか？」

　亨は知ってか知らずか、顔をのぞき込む。

「かもね」

　笑いを堪こらえている士郎は絶ぜつ対たいに確かく信しん犯はんである。

「べ、別に」

　茜はそっぽを向く。

「何か用かよ？」

　とっくに乾かわいた汗あせをタオルで拭ふく仕草がわざとらしい一心。

「シロアリ駆く除じよも終わったみたいだから、俺たち、合宿所の方に戻もどるけど、お前ら、どうせ玲さんのところだろ？」

　亨が尋たずねた。

「明日は午後から新番組『Ｊポップ特とく捜そう最前線』の第一回公開録画。くれぐれも最初ぐらいは遅ち刻こくしないように」

　士郎が無む駄だとは知りつつも、一いち応おう、釘くぎを刺さす。

　厳きびしい表ひよう情じようを作っていないと、今にも吹ふき出しそうな様子である。

「僕ぼくは今日、自じ宅たくなんで社長に送ってもらいますね」

　こちらは何にも気がついていない宏太。

「ああ、じゃあな」

　一心は一いつ瞬しゆん、やれやれといったような顔を茜に見せると、タオルを持ってシャワー室に入っていった。







　１１・５７ＰＭ　　タイムリミットまで十九時間三分。




　深夜。

　一心はベッドサイドに椅い子すを引いてきて、玲と話し合っていた。

　玲のベッドに潜もぐり込もうとしている七瀬を追い出し、パジャマ姿すがたで自分も話に加わろうとするニコルをようやく説得した後のことだ。

　ちなみに、茜はとっくに屋や根ね裏うら部屋で爆ばく睡すいしている時じ刻こくだ。

「大谷なおの父親は、公安の刑けい事じ。宗像椎子の父親も、今は警けい備び保ほ障しよう会社の顧こ問もんだけど、公安のＯＢ。……この中嶋比奈樹の親の、ロシア大使館職しよく員いんっていうのは？」

　一心は事じ件けん関係者をまとめた玲のメモを見ながら尋ねた。

「外事一課のＳ、と僕は推すい測そくしている」

　玲は答える。

「Ｓ。……スパイか？」

　一心は唸うなった。

「となると、倉阪ピアノの父親の、貿ぼう易えき会社副社長というのも、それっぽいな」

「ああ。彼は元モスクワ支し社しやの支社長だった。犠ぎ牲せい者しや全員が、公安外事一課関係者の身内、という点でつながる蓋がい然ぜん性せいが出てきた」

「残る問題で一番大きいのが、なぜ、遺い体たいが青く染そめられていたか、だな」

「それに関しては、ラショーモンに追加依い頼らいしてあるよ。それに、ちょっと乱らん暴ぼうなやり方だが、犯はん人にんとコンタクトを取りたいと……」

　その時。

　枕まくら元もとの電話が鳴った。

　ラショーモンからである。

『ったく、無茶を言ってくれるぜ。テープの解かい析せきと同時に、ここ数年日本警察の公安セクションが関かかわった計画で〝青〟という言葉がつくものをすべてピックアップしろ、だものな』

　ラショーモンの口から最初に出たのは愚ぐ痴ちだった。

「それで、いくつあった？」

　前置きを省しよう略りやくして尋ねる玲。

『慌あわてるな。こっちの国家安全保ほ障しよう局きよくを突つっついて、無む理り矢や理り出させた資し料りようだぜ』

「勿もつ体たいぶんなよ」

　一心が口を挟はさむ。

『その声はイッシンだな？　相変わらず、態たい度どでけ～ぞ、お前』

「ラショーモン、続けて」

　玲は先を促うながす。

『おっと、そうだった。残念ながら、そちらの警けい視し庁ちようの公安さん、今やカルト教きよう団だんの摘てき発はつが主な関心事みたいでね。外事関係の計画の数自体が少ない。その中で〝青〟がつくのはひとつだけだった』

「……それは？」

　かすかに眉まゆを動かす玲。

『青い海かい峡きよう計画。ただ、こいつも去年の時点で中止になってる。原げん因いんは不明だ』

「計画の内ない容ようは？」

『そいつも不明』

「あんた、意外と使えねえな」

　と、一心。

『ほっとけ。ただな、関係者の名めい簿ぼは手に入った。まあ、名前だけで肩かた書がきなんかは記き載さいされていないものだけどな』

「おっ、さすが！」

　一心は手のひらを返したような態度に出る。

『お前な。リストは送るぜ』

「感かん謝しやするよ。それと、解析の方は？」

　玲はもうひとつの依頼の件について聞く。

『あれに関しちゃ、もう少し時間がかかる』

　こちらについては、進しん展てんなし。

「引き続き頼たのむ」

『任まかせてくれ』

　ラショーモンは電話を切った。




　同じ頃ころ。

　数時間前、七瀬と一心から聞き込こみを受けた大谷が、ある番号へ連れん絡らくを入れていた。「私です」

　大谷の声は緊きん張ちようしている。

「やはり、現あらわれました。乾いぬい七瀬と、巽たつみ玲の弟らしき少年が」

『お前は何も心配しなくていい』

　電話の相手は答える。

　落ち着いた、やや冷たい感のある声だ。

『乾と巽玲については、こちらで処しよ理りする。お前は沈ちん黙もくを保たもて』

「はっ、ですが……」

『悪いようにはしない』

「……はい」

　大谷は電話を切ると、深いため息をついた。







　切っても切れぬ腐くされ縁えん







　ＳＵＮＤＡＹ
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　屋や敷しきの外では東の空が白みかけていたが、カーテンがピッタリ閉とじられた居い間まではそんな外の様子は分からない。

「お前、これにどういう意味があると思う？」

　ラショーモンから送られてきたリストをにらみながら、一いつ心しんは玲れいに尋たずねた。

「大おお谷たになおの父、和かず馬ま、宗むな像かた椎すい子この父親、建たけ夫お、中なか嶋じま比ひ奈な樹きの父親、洋よう一いち。そして、倉くら阪さかピアノの父、一いち朗ろう。なんでこの三人の名前がリストにあるんだ？」

「予想していた通りだよ」

　玲はサラリと答える。

「……あっそ」

「面おも白しろいのは、このリストの出所だ」

「ロシア諜ちよう報ほう部ぶ、か」

　一心は、リストの上部に記されている付帯情じよう報ほうに目を通す。

「日付は……一昨年の秋。都内某ぼう所しよで持たれた会議の出席者の日本側代表リスト、となってるな」

「相手側の名めい簿ぼがないのは残念だね」

「まあな。……リストにあって、誘ゆう拐かいの被ひ害がい者しやと今のところ関係名前は二つ。上総かずさ遼りようと、井い沢ざわ荘そう司じ」

　一心は二人の名前にアンダーラインを引く。

「そっちについては僕が調べるよ。君は……」

「昨日、聞き込みをしたのは三人。今日は音楽番組の撮とりがあるけど、合い間に残りのひとり、生きている可か能のう性せいのある、倉阪ピアノの父親のところに聞き込みに行ってくる。まあ、七なな瀬せと一いつ緒しよっていうのは気に食わないが」

「また、僕は君に危き険けんなことをさせているね」

　玲は表ひよう情じようを曇くもらせた。

「分かってるって。俺がしつこく関係者に食いつけば、公安側か、犯はん人にん、もしくはその両方が刺し激げきされて動き出す可能性がある。俺に聞き込みをやらせている理由のひとつは、それなんだろ？」

「すまない」

「俺おれとしては、じっと待っているよっか、こういうやり方の方が性しように合ってる。ただ、揺ゆさぶりをかけるためとはいえ、被害者の親に容よう赦しやのない質しつ問もんをぶつけるのは、やっぱつらいな」

「嫌いやな役回りをさせている」

「俺が質問してる間、アカネまで嫌な顔してたぜ」

「女郎花おみなえし君には言ったらどうだ？　すべては僕が君の意思に反してさせていることだって」

「お前と俺じゃ、俺の方が憎にくまれ役はお似に合あいだろ？」

「それは言える」

　冗じよう談だんめかして玲は肩かたをすくめる。

「ただ、女郎花君には別だ。あの子にだけは本音をさらしてもいいはずだよ」

「馬ば鹿か言うな」

　一心は顔をそらす。

「そうかな？　このところ、うちに泊とまりに来る回数が多いのは、あの子が心配だからじゃないのかい？」

「……俺は寝ねるぞ」

　一心は立ち上がった。

「お前も、少しでいいから休めよ。お前の顔色が悪いと、ニコルが心配する」

「イッシンは心配してくれないのかい？」

　悲しそうに弟の顔を見つめる玲。

「……お前が時々見せる、その人を食ったような顔、俺は大っ嫌きらいだ！」

　一心はバタンと扉とびらを閉しめると、自分の寝しん室しつへと向かった。







　８・３０ＡＭ　タイムリミットまで十時間三十分




　その人ひと影かげは一ひと晩ばん中じゆう、身じろぎもせずにソファーに座すわっていた。

　服を奪うばわれ、床ゆかに転がされた少女を、じっと見つめながら。

　すでに丸一日以上、少女は薬で眠ねむらされたままだ。

　むき出しにされた白い肌はだにはいくつかすり傷きずも見られるが、肩がかすかに上下していることから、まだ生きていることが分かる。

　空調のない室内には、ある独どく特とくの臭においがこもっているので、窓まどを大きく開けることができない。

　深夜まで続いていた隣となりのビルの騒そう音おんも、今は収おさまっている。

　かすかに聞こえてくる声は、学校に向かう高校生か中学生のものだろう。

　不意に、人影は手を伸のばし、机つくえの上に置いてあった糸のように細い針はり金がねをつまみ上げた。

　冷たい感かん触しよくと、鈍にぶい光こう沢たく。

　自分の指に巻まきつけて強く引いてみると、針金は皮ひ膚ふに深く食い込み、血が流れる。

　人影は何かを確たしかめるかのように指を唇くちびるに運んで血を口に含ふくんだ。

　その時。

　かたわらの電話の、小さな赤いランプが点ともった。

　人影はボイス・チェンジャーのスイッチを入れ、白い手て袋ぶくろをした手で受話器を取った。

『私だ』

　受話器から聞こえてくるその低い男の声は、わざわざ名乗ることをしなかった。

「この番号を知っているのはあなただけ。そろそろ接せつ触しよくを図はかろうとしてくる頃ころだと思った」

　ボイス・チェンジャーで加工された、人影の声が答える。

『今、どこだ？』

「答えると思うのか？　もちろん、逆ぎやく探たん知ちの対たい策さくも取ってある」

　人影はチラリと閉とじられた窓の方を見た。

『当然だろうな』

「あなたに仕込まれたことだ」

『自分が怪かい物ぶつを育てていたとは気づかなかった。私のミスだな』
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「私を捕とらえたいのか？」

『いや、生かして逮たい捕ほするつもりはない』

「そう簡かん単たんにはいかないだろうな。私の方があなたを殺すのだから」

　ボイス・チェンジャーの声はまるで、今の状じよう態たいを楽しんでいるかのようだ。

『……巽たつみ玲を知っているな？』

　電話の声が言った。

「以前、資し料りようで見た記き憶おくがある。ネットの亡ぼう霊れい、警けい察さつに協力したことも、二度や三度ではない」

『ヤツがお前を追っている。ヤツの弟が大谷たちに接触してきた』

「ずいぶんと親切なことだ。なぜ、教える？」

『今、お前が捕つかまるのは、私たちにとっても都合のよいことではない』

「かかる火の粉は自分で振ふり払はらえということか？」

『好きに取れ』

　電話は切られた。







　８・３５ＡＭ　タイムリミットまで十時間二十五分




　ピアノが目を覚ましたのは、冷たいリノリウムの床の上だった。

　起き上がろうとしたが、すぐにそれが無む駄だであることを知る。

　両手両足が針金のようなもので縛しばり上げられているのだ。

　目め隠かくしもされているので、あたりの様子も分からない。

　ただ、吐はき気を催もよおすような、生なま臭ぐさい澱よどんだ空気が、自分を包み込んでいることだけは感じ取れる。

「……誰だれ？」

　そばに人の気配がするのを、ピアノは感じ取った。

「気がついたようだな」

　無む機き質しつなボイス・チェンジャーの声。

　何かが、ピアノの腹ふく部ぶに当たる。

　硬かたい靴くつの、爪つま先さきの部分のようだ。

「痛いたい……」

　自分でも驚おどろいたことに、ピアノの口から出たのは悲鳴ではなかった。

　ただ、小さくつぶやいただけだったのだ。

「痛いか？」

　声の主は、今度はピアノの顔を踏ふみつけた。

　口の中が切れて、あたたかいものが流れ出てくる。

　ピアノは自分の口にあふれるものの臭においが、この場所に充じゆう満まんしている異い臭しゆうと同じものであることに気がついた。

「どうしてこんなひどいことをするの？」

　ピアノは尋たずねた。

「お前の父親への復ふく讐しゆう。いや、理由などどうでもいいだろう、これから死にゆく者にとってはな」

　声は答える。

「ピアノ、死ぬの？」

「ああ、お前の父親がしたことのせいだ」

「ピアノのお父さんが、悪いことしたの？」

「そう。お前の父親はとっても悪い人だ。だから、お前は死ぬ」

「お父さんのしたことで、苦しい思いしたの？」

「とっても苦しんだ。だから、お前にも苦しんでもらう」

　何かが首に巻まきつけられた。

　糸のように細いもの。

　それが、ピアノの柔やわらかい首の皮ひ膚ふに食い込み、気管と頸けい動どう脈みやくを絞しめ上げる。

「さあ、泣き喚わめけ！　怖こわいか!?　苦しいか!?」

　声がピアノの耳元で告げる。

「お前は死ぬ。死んでも天国になんか行けやしない。お前は自分の父親が犯おかした罪つみのために、未来永えい劫ごう、地じ獄ごくで苦しみ続ける」

　次し第だいに熱を帯びるその口調は、言葉でいたぶることで興こう奮ふんを覚えてきているようにも感じられる。

　しかし。

「……ごめんなさい」

　その時、ピアノの目から、一ひと筋すじの涙なみだがこぼれ落ちた。

「ピアノも苦しいの嫌きらいだから」

「！」

　首を絞め上げていた手が一いつ瞬しゆん、止まる。

「ピアノ、喘ぜん息そくでね、時々、とっても苦しくなるの。だから、苦しいのが嫌いやなのは、よく分かるの」

「それは命いのち乞ごいのつもりか？」

　嘲あざけるような声に、ピアノは頭を振る。

「ピアノは……死んでもいいから、お父さんを許ゆるしてあげて」

「自分の言っていることが分かっているのか？」

　声は、戸と惑まどいを隠かくすことに失敗した。

「お父さんね、ピアノが苦しいの嫌いなこと、よく知ってるの。だから、誰かが苦しくなるようなこと、絶ぜつ対たいにしないよ」

「したの……したんだ、私に」

　声が一ひと際きわ大きくなった。

「わざとじゃない……と思う」

　ピアノは頭を振ふる。

「！」

「お願い、ピアノが死んだら、お父さんのこと、許してあげて」

「………」

　巻かれていた何かが、首から外された。

「勘かん違ちがいするな」

　声は遠ざかりながら告げる。

「お前を殺すつもりに変わりはない。だが、他ほかにもやらねばならないことがある。それを片かた付づけてくる」

　ドアが開き、また閉とじる音をピアノは聴きいた。







　９・１０ＡＭ　タイムリミットまで九時間五十分




「玲くんかい？　すぐにこっちからかけ直す。少し待ってくれ」

　電話に出た結ゆう城き警けい視しは、そう告げるとすぐに切った。

　結城が電話をかけてきたのは、それから十分後のことだった。

「済すまない。盗とう聴ちようの恐おそれがあったので、今は外の公こう衆しゆう電話からかけている」

　結城は説明した。

「それで、何か分かったかい？」

『第一に、事じ件けんの裏うらに公安の動きがあること』

　と、玲。

「すでにそこまで突つき止めているとは」

　結城は唸うなる。

「実は、僕ぼくの捜そう査さの方にも、公安から圧あつ力りよくがかかってきている。どうやら知られたくない事じ情じようが裏にあるらしい」

『青い海かい峡きよう計画』

「はあ？」

　結城は初めて耳にする言葉である。

『青い海峡、と呼よばれる計画がすべての始まりかも知れない、と僕はにらんでいるんです。この計画について何か聞いたことは？』

「いや。公安の秘ひ密みつ主しゆ義ぎは有名だろう？　僕たち刑けい事じ部ぶの方に情じよう報ほうが下りてくることはほとんどないんだ」

『上総遼、伊沢荘司という名前については？』

「……上総の方は知らないが、伊沢は確たしか、警けい視し庁ちよう公安部外事一課の課長だよ。その二人が？」

『僕が入手した青い海峡計画の関係者リストに載のっていたんです。誘ゆう拐かい事件の被ひ害がい者しやたちの父親の名前と一いつ緒しよに』

「……僕の方でも調べてみよう」

　結城はメモを取った。







　１１・４５ＡＭ　タイムリミットまで七時間十五分




「大だい地ちくん、あまりひどい言い方したら駄だ目めだからね。昨日はあたし、心しん臓ぞうが止まるかと思ったんだから」

　自じ由ゆうが丘おかにある倉阪ピアノの家の前に立った茜あかねは、一心にもう一度注意した。

「だーッ！　うるせえな！　朝から何度も何度も！」

　一心は耳をふさぐ。

「……何度も言わないと分からないくせに」

「そ～ゆ～生なま意い気きなことほざくのは、この口か？　この口か？」

　一心は茜の頰ほっぺたを真横に引っ張ぱる。

「いふぁい！　かふぉがゆふぁむひゃにゃい！」

「もともと歪ゆがんだ顔だ！」

「……朝っぱらから元気いっぱいっスね」

　低血圧の七瀬は、二人には構かまわずにインターフォンを押おした。

　倉阪家にはもちろん、捜査一課特とく殊しゆ犯はん捜査係の刑事たちが張り付いていた。

「アホの結城は？」

　七瀬が知り合いの若わかい巡じゆん査さ部長に尋たずねる。

「指し揮き車しやの方です」

　すでに話が通っている巡査部長は、ピアノの両親と一心たちを、応おう接せつ間まらしい広い部屋で引き合わせる。

「あなたがたは？」

　倉阪ピアノの父は、髪かみに白いものの混まじり始めた、五十前後に見える男だった。

　一いつ睡すいもしていない様子の倉阪は、一心と茜、そして七瀬を不ふ審しんげな顔で見た。

　その横には、まだ若い母親の姿すがたがある。

「あんたの娘むすめを助けに来た」

　椅い子すに座すわった一心は倉阪に向かって切り出した。

「あんた、犯人を知ってるんだろ？」

　一心の言葉に、ピアノの両親だけでなく、まわりの捜査員までもがギョッとした顔つきになる。

（あちゃ～、あれほど言ったのに～！）

　茜は思わず頭を抱かかえた。

「……何を言い出すんだ、この子は？」

　倉阪は、咎とがめるような視線を七瀬の方に向ける。

「結城警視が是ぜ非ひ会ってくれと言うから会ったというのに、無礼ではないかね？」

「まあまあ」

　七瀬はなだめるような態たい度どで倉阪の横に回ると、その耳にささやく。

「……でも、話していただけませんかね、青い海かい峡きよう計画について？」

「！」

「前の三人の被害者の家族が口をつぐむのは仕方がない。けど、あんたんとこのピアノちゃんは、まだ助けられるかも知れない。その可か能のう性せいがあるんだ」

　一心は身を乗り出し、青い海峡計画参加者のリストを突きつけた。

「あんたの名前も、他ほかの三人の犠ぎ牲せい者しやの父親の名も、このリストにある。一昨年の秋、あんたたちは何を話し合ったんだ？　このリストにある残りの二人、井い沢ざわ荘そう司じ、上総かずさ遼りようって、誰だ？」

「……言えるわけがなかろう」

　倉阪は顔を伏ふせる。

「あなた？」

　ピアノの母親は、倉阪の肩かたに手を置いた。

「お前は……下がっていてくれるか？」

「あの子を助けて」

　ピアノの母は夫を見つめてそう言うと、部屋を出て行った。

「ピアノは……喘ぜん息そくを患わずらっていて、いつ発ほつ作さが出てもおかしくない」

　倉阪は苦く悩のうの表ひよう情じようを浮うかべる。

「娘を助けたい。私はピアノを助けたいんだ」

「それでも、青い海峡計画については話せない？」

　七瀬が自分の手を倉阪の手に重ねた。

「あれは……ピアノのこととは関係ない」

　倉阪は自分に言い聞かせるように頭を振ふる。

「あれは……すでに葬ほうむられたものだ」

「前の犠牲者三人の遺い体たいは、青く染そめられていた。それでも、関係がないと言えるか？」

　一心はさらに追つい及きゆうする。

「青く……染められて？」

　倉阪はわずかに顔を上げた。

「知らなかったのか？」

　一心は眉まゆをひそめて七瀬を振り返る。

「犯人だけが知る情じよう報ほうってことで。マスコミにもリークしてないっス」

　七瀬は声をひそめた。

　だが、これを聞いた倉阪はこぶしを口元に当ててつぶやき始める。

「……あいつだ。あいつの仕し業わざだ」

「誰のことだ？」

　一心は倉阪の肩をつかむ。

「あんた、誰のことを言っている？」

「……上総……遼」

　倉阪は両手で顔を覆おおった。

「青い海峡の立案者だ」

「……説明、してくれるよな？」

　一心の口調がやや、優やさしさを帯びる。

「……青い海峡とは」

　倉阪が震ふるえる唇くちびるを開こうとしたその時。

「乾いぬい警けい部ぶ補ほ」

　何の前置きもなく扉とびらが開かれ、ひとりの男が応おう接せつ間まに入ってきた。

「そのくらいにしてくれないか？　彼は心労でこれ以上の事情聴ちよう取しゆには耐たえられんよ」

　ニコニコと笑うその長身の男は、地味だが仕立てのいいスーツをまとっている。

「あなたは？」

　怪け訝げんな表情を見せる七瀬。

　他ほかの捜そう査さ員いんには、誰だれも通すなと言ってあったはずなのだ。

「私は倉阪氏の友人でね。君と同じ警察関係の仕事をしている」

　男は警察手帳を開き、身分を証しよう明めいする。

「井沢荘司……警けい視し正せい？」

　七瀬は一応、立ち上がって敬けい礼れいする。

（警視正……って偉えらい人じゃない!?）

　茜も慌あわてて立ち上がった。

　だが。

「なるほど、あんたが公安の井沢か？」

　一心は座すわったまま、井沢の目をにらむ。

「そういう君は、巽玲の弟、大地一心だね」

　井沢は笑え顔がおを絶たやさない。

「倉阪氏は、もうこれ以上、君たちに話すことはないそうだ。ここは帰ってくれないか？」

「そういうことは本人の口から聞きたいな」

　一心は倉阪の顔を見た。

　倉阪は石のように固まった表情のまま、一心と視線を合わせようとはしない。

「……君たちのしていることは違い法ほうだよ。特に乾君、君は何の権けん限げんもない警察学校の助じよ教きようの身分でありながら、捜査に口出しをしている」

　井沢は七瀬の肩をポンポンと叩たたいた。

「警視庁内には、君のことを快こころよく思わない者も多い」

「まっ、俺おれもこの女は快く思っちゃいないけどな」

　一心は立ち上がった。

「ここはあんたの顔を立てて、引かせてもらうよ」

「だ、大地くん!?」

　一心がこうもあっさりと引き下がるとは、茜は信じられない思いだ。

「七瀬、これからリハだ。局まで送れよ」

　扉に向かう一心を、七瀬と茜が追う。

「……倉阪さん」

　扉を開けたところで、一心は一いつ瞬しゆん足を止めて声をかけた。

「あんたの娘むすめは助けるよ、約束だ」

　これを聞いた倉阪は、低い声で嗚お咽えつした。




「あの連中はどこまで知っていた？」

　一心たちの姿すがたが消えると、井沢は倉阪に尋たずねた。

　先ほどまでの人好きのする笑顔はない。

「………」

　倉阪は無言で頭を振ふる。

「乾たちの方が私より信しん頼らいできるか？」

　冷れい笑しようする井沢。

「だが、私は約束を守る男だ。公安はお前の娘を救うべく全力を尽つくす。だから、お前も青い海かい峡きようのことはすべて忘わすれろ。二度と、口にするな」

　井沢は倉阪ひとりを残し、去っていった。







　１・００ＰＭ　タイムリミットまであと六時間




『個こ人じん的な興きよう味みから尋ねるんだが、なぜ、この件けんについて私が知っていると思ったんだい？』

　アレクセイは玲からの電話に出ていた。

　アレクセイはユーロ・マフィアの幹かん部ぶ。

　彼のもとで働くミハウ、ビアータの双ふた子ごの兄妹がニコルの友人ということもあって、玲は接せつ触しよくを取ることに成功していた。

「僕ぼくの手元にあるリストには、日本側出席者、と書いてある。そして、その出席者のひとりは、公安の外事一課、つまり、ロシア、東欧の担たん当とうだ」

　寝しん室しつの玲は説明する。

　その隣となりには心配そうな顔つきのニコルの姿がある。

「さらに、このプロジェクトについて公安がひた隠かくしにしようとしている事実から見て、彼らが接触した相手が政せい府ふなどの合法的な組そ織しきである蓋がい然ぜん性せいは低い」

『つまり、マフィア、と』

　アレクセイは苦笑する。

『それが事実として、君は私に何を期待している？』

「青い海峡計画の全ぜん容ようが知りたい」

『それで、ニコルちゃんからミハウたちの連れん絡らく先さきを聞き出して、僕とコンタクトを取ろうとしたのか？』

「あまりこうした手しゆ段だんは取りたくなかったが、時間がない」

『あいにく、青い海峡は僕の前ぜん任にん者しやの時代のプロジェクトだ。それに』

　アレクセイの声には、殺人も辞さない組織犯はん罪ざいの一員といった冷たさは感じられない。

『この件に関して、君と私の利害関係が一いつ致ちしないとしたら？』

「借りを返してもらう」

『借り？』

「以前、パリであなたはコロンビア・マフィアの欧州進出を妨ぼう害がいするため、僕を利用した。その時の借りだ」

『それを出されると弱いな。その件では双子にもだいぶ責せめられたんだ』

　アレクセイは降こう参さんした。

『いいよ。話そう、青い海峡のことを』

　十分後。

　玲は計画のすべてを知った。







　２・２８ＰＭ　タイムリミットまで四時間三十二分




「遅ち刻こくだ、遅刻ーっ！」

「また～!?　二日連続だよ～ッ！」

　一心と茜はＴＶ局に駆かけ込こんでいた。

「Ｄスタ、Ｄスタ！　大地くん、急いで！」

「七瀬が途と中ちゆうで昼飯食おうなんて言い出すからだぜ！」

「あ、あたしのせいスか!?　食べ終わってもリスト見ながらじ～っと考え込んでたの、イッシンちゃんっスよ！」

　つられて走る七瀬が反はん論ろんする。

「乾さん、どこかで着き替がえてくれませんか!?　さっきから警けい備び員いんさんに呼よび止められてばっかで、恥はずかしいですよ！」

　茜が訴うつたえた。

「恥ずかしい、どして？」

　首を傾かしげる七瀬。

「お前がミニスカポリスで～す、なんて名乗るからだ！」

　一階ロビーを駆け抜ぬけながら、一心が怒ど鳴なる。

「ううっ！　キュートでセクシーなお姉さんに向かって、イッシンちゃん、冷たいっス！」

「お前な、真ま面じ目めになる瞬間ってあんのか？」

　と、一心が本気になって聞いたその時。

「は～い、イッシンくん！」

　目の前の廊ろう下かを歩いていたスーツ姿すがたの女じよ性せいが、一心たちに気がついて手を振ふってきた。

「アヴァンで首しゆ相しようの予算委員会での失言、取り上げるから。あと、これは特集に入れるスーパーの原げん稿こうね。よろしく」

　女性は一いつ緒しよにいたＡＤにクリップボードを渡わたすと、笑え顔がおで一心たちに近づいてくる。

「理さと子こさん、おはよ～ございます！」

　茜はペコリと頭を下げて、そのままそばを通り過すぎようとする。

　だが、一心と七瀬は茜の焦あせりを知ってか知らずか、足を止めた。

（こ、この人たちは！）

　怒いかりに燃もえるマネージャーの顔を思い浮うかべ、茜は気が遠くなりかける。

「また遅ち刻こくなの？」

　呆あきれた顔で一心を見るニュース・キャスター上かみ川かわ理子は、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーのメンバーの友人。

　特に、火ひ之の杜もり亨とおるとは、一緒にアーケードに行ったりもするゲーム仲間だ。

「あんたに引き止められたから遅おくれた、って澤さわＰプロデユーサーには言っとく」

　一心は答える。

「いいわよ。その代わりにうちの番組で君にセクハラされたって訴うつたえるから」

　理子は切り返した。

「ところで、面おも白しろい事件ないかなあ、玲くん絡がらみで？」

「ないね」

　と、一心。

「そう、即そく座ざに言い切るところを見ると、何かあるのね」

　理子はなかなか鋭するどい。

「例えば……、そう、連続誘ゆう拐かい事じ件けんとか？」

「誘拐事件はマスコミと警けい察さつの報ほう道どう協定で被ひ害がい者しやの安あん否ぴがハッキリするまでは、放送できないだろ？」

「まあね。でも取材はしてるわ。この数時間前にも、うちのスタッフが誰かさんの姿を被害者宅たくで見てるんだなあ」

　理子は抜け目なく微笑ほほえむ。

「わかった」

　一心は取り引きすることにした。

「報道規き制せいが解かい除じよになったら、知っていることは全部話す。その代わり、この人間のことを調べてくれ」

　上総遼の名をメモ用紙に書いて、理子に渡す。

「おそらく、警察、それも公安関係の人間だ」

「いいわ」

　理子はメモを指に挟はさんでウインクした。

「大地くん、お願いだから急いで～！」

　三十分以上の遅刻。

　スタッフや他の出しゆつ演えん者しや、それにＳ＆Ｓメンバーの、マイナス二七三度の視し線せんを茜は覚かく悟ごした。

　そして。

「おっはようございま～す！」

「すいません、すいません、すいません、すいません、すいません！」

　一心と茜、そしてなぜか七瀬の三人がＤスタジオに飛び込んだ時。

　スタッフの注意は、ステージ上の新人アイドルの少女に集中していた。

　司会の弓ゆみ塚づか亜あ希き美みは、ディレクターと打ち合わせ中。

　士し郎ろうたちメンバーも、控ひかえ室なのか姿が見えない。

「ラッキー」

　一心は小さくガッツポーズを取る。

「遅刻、バレてないぜ」

「バレとるわ、あほ！」

　スコーン、と一心の後頭部を台本で引っ叩ぱたいたのは、プロデューサーの澤和かず枝えである。

「あんたのお仲間は、とっくに自分らのリハ終えて控え室じゃ！」

　澤は化け粧しようっけはないが、人目を引く美び貌ぼうの持ち主。

　それが怒いかりの形ぎよう相そうになると、結けつ構こう怖こわい。

「ほれ、とっとと控え室回って、他ほかの出演者に挨あい拶さつして来い！」

「へいへい」

「ご、ごめんなさ～い！」

　スタジオから逃にげ出す一心と茜。

「んじゃあ、あたしは屍し桜ざくら屋や敷しきと連れん絡らく取るっスね。上総遼は、おそらく当たりだって」

　廊ろう下かに出ると七瀬は告げた。

「あと、どのくらい時間残ってる？」

　一心は尋たずねる。

「犯はん人にん、上総遼が今までのパターンを踏とう襲しゆうしてれば、四時間ってとこっスかね？」

「……アカネ、シローたちに状じよう況きようを話して、すぐに抜ぬけるぞ」

「ええ～、でも、これ、公開番組だよ？　それも新番組」

　茜は躊ちゆう躇ちよする。

「Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーの評ひよう判ばんに関かかわると思うんだけど？」

「ああ。けど、ピアノちゃんの命がかかってる」

「ううっ、それもそう」

　ディレンマに陥おちいる茜。

「まあ、何を決めるにしても、玲くんと相談してからってことで」

　七瀬が頭を搔かいた。

「闇やみ雲くもに動いても、しょうがないっスからね」

「だな」

「うん」

　一心と茜も同意するしかない。

「じゃあ、後でＳ＆Ｓの控え室で落ち合うってことで」

　七瀬は電話をかけるために人ひと気けのないところへと向かった。

「じゃあ、あたしたちは控え室回りと……」

　そう一心に向かって言いながら、茜が振ふり返ったその時。

「やあ」

　廊ろう下かの反対側から、誰だれかが一心に声をかけてきた。

「あれ？」

　意外な顔をする一心。

　声をかけてきたのは、村むら雨さめ響ひびきだった。

「一いつ緒しよの番組に出るの初めてだね、うれしいよ」

　響は近づいてくると、例の屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せる。

「……お前、学校にいる時とは全然違ちがうな」

　一心はちょっと驚おどろいている。

　それも当然。

　今の響は、ストリート系けいファッション。

　クレイジー・ピッグのシルバー・アクセと、ヘンリー・デュアルトのレザー・アイテムで完全武ぶ装そうしている。

「お仕事だからね」

　響はちょっと照れ臭くさそうだ。

「……あの？」

　茜は響の後ろで、やや猫ねこ背ぜの少年がこちらを挑いどむような目つきでにらんでいるのに気がついた。

「ああ、ごめん」

　響は少年の腕うでを取って前に引き出す。

「こっちは霧きり生お純じゆん。僕の相あい棒ぼうだよ」

　茜の目から見た純は、同じようなファッションに身を固めていても響とは正反対。

　不良っぽい、というか、捨すてられてずぶ濡ぬれになった子猫のような印象がある。

　純は響に紹しよう介かいされても、ちょっと頭を動かしただけで何も言おうとはしない。

「ほら、純」

　再さい度ど促うながされ、ようやく純は口を開いた。

「ふ～ん」

　純は一心を上から下まで観察する。

「こいつが大地一心、か。響ちゃんから聞いてたんで楽しみにしてたけど、大したヤツじゃなさそうじゃん」

（な、何よ、コイツ！　いきなり！）

　反発を感じる茜。

　だが、その茜を見て、純は一心に嘲ちよう笑しようを投げかけた。

「けど、お前、守しゆ備び範はん囲いは広いな。感動もんだぜ、その趣しゆ味みの悪さ」

（こ、殺す！）

　出会って三十秒で殺意を覚えたのは、茜にとっても初めての経けい験けんだ。

　一心との出会いでも、初めて口を利きいてから怒いかりが爆ばく発はつするまで、八分はかかっている。

「ご、ごめんよ。こいつ、根は悪いヤツじゃないんだけど、ちょっと屈くつ折せつしててね」

　とりなそうとする響。

「いいさ。ここは響の顔を立てとく。ただ……」

　一心はそう言いながらも、純の胸むねにこぶしを当てる。

「俺おれは批ひ評ひようされてナンボの芸げい能のう人じんだから、なに言われようと構かまわないが、アカネは素人しろうとだ。大たい概がいにしておけよ」

「大地くん、いいから」

　茜は一心の腕を引く。

　こんなところで喧けん嘩かでも始めたら、大スキャンダルである。







[image: ]







　付き人生活が板についてきた茜の方が、一心より先に冷静さを取り戻もどしていた。

「行こ、リハの続きもあるんだし」

「ブスで軽けい薄はくな女がお呼よびだぜ」

　純はなおも挑ちよう発はつした。

　次の瞬しゆん間かん。

「！」

　一心のこぶしが、純の左ひだり頰ほおめがけて放たれていた。

　ガッ！

「……そ～こなくっちゃ！」

　純はそのこぶしを左手で受け、ニヤリと笑う。

「何が目的だ？」

　一心は腕を下ろした。

「別に」

　純は肩かたをすくめる。

「ただ、噂うわさのＳソーズ＆＆Ｓソーサリーの実力ってヤツが、ＬロＡスとニューヨークで活動してきた俺たちを超こえるものかどうか、見てみたいんだよな」

「んなの、決めるのはファンだろうが？」

「……逃にげる気かよ？」

　純は、一心の顔に自分の顔を近づける。

「てめえみたいな小物相手に逃げる気はないな」

「んじゃあ、ダンス・バトル、乗るかよ？」

「面おも白しろい」

　二人の視し線せんがぶつかり、火花を散らした。

　……ように茜には見える。

「でさ、何を賭かける？」

　と、純。

「賭け？」

「ったり前だろ？　リスクなしのバトルじゃ、燃もえないじゃん」

「好きにしろ」

「そうだな」

　純はニッと白い歯を見せる。

「いっそのこと、番組の中の公開バトルにして、負けた方は半年間の活動停止ってのは？」

「いいぜ」

　一心はうなずいた。

「大地くん、やめようよ」

　響が困こまったような顔を見せる。

「お前は気にしなくていい」

　一心は頭を振ふった。

「俺の相手はこの馬ば鹿かだ」

「そいじゃ、俺、澤さんに話、通してくるわ」

　純はクルリと一心に背せを向けると、副調整室に走っていった。

「番組の目玉になるから、澤さん絶ぜつ対たい喜ぶぜ！」

「大地くん、こんなことになって……本当に済すまない」

　響は頭を下げた。




「このドアホ！」

　控ひかえ室で茜から経いき緯さつを聞いたマネージャーは一心の首を絞しめ上げた。

「半年間の活動停止?!　あんたねえ！　よくも勝手にそんなこと！」

　いきり立つマネージャーと比ひ較かくして、士郎や亨はやや冷静だ。

「狙ねらわれたな」

「一番冷静さを欠くヤツをピンポイントで狙そ撃げきしてきたって感じだよな」

　士郎と亨は顔を見合わせる。

「どうしましょう!?　活動停止なんて、僕ぼく、嫌いやですよ！」

　宏こう太たが涙なみだ目めで訴うつたえた。

「今からさっきの話はなしって、言いに行きましょうよ～！」

「澤Ｐから、確かく認にんがあったから、こっちはＯＫだって答えたわよ」

　マネージャーはゴロワーズをくわえ、火をつける。

「……せっかく禁きん煙えんしようと思ったのに」

「どうしてＯＫしたんです！」

　宏太の声は絶ぜつ叫きように近い。

「これで断ことわれば、怖おじ気けづいて逃げたと思われるでしょ？　どのみち、人気商売には致ち命めい的よ」

「まあ、負けなきゃいいだけのことだ」

　亨が言った。

「へえ、あんたが怒おこらないとはね」

　マネージャーが、普ふ段だん一心とは仲の悪い亨を意外そうな目で見る。

「俺たちの姫ひめをブス呼よばわりしやがったんだぜ」

　亨の瞳ひとみには怒いかりの炎ほのおが宿っている。

「そうだな。その場で二度と立てないようにしてやるべきだった」

　士郎もチタンフレームの奥おくの瞳をキラリと光らせた。

「みんな……」

　茜は胸むねがいっぱいになる。

「そ、そうですよね？　勝てばいいんです」

　宏太も涙を拭ぬぐって笑え顔がおを作る。

「お願いしますよ、先せん輩ぱい」

「ああ、任まかしておけ」

　一心は宏太の髪かみをクシャクシャにした。




　その頃ころ、プラティウムの控え室では。

「響ひびきちゃん、さっきので良かったかな？」

　純じゆんは今ひとつ確信が持てない様子で響に尋たずねていた。

「上じよう々じよう」

　ミラーを前に、アクセを選びながら響はクスクスと笑う。

「でもさ、頭に血の昇のぼりやすいアホだと思ってたけど、意外とこっちの挑ちよう発はつに乗ってこなかったね」

「そういう時は、付き人のアカネちゃんを突つっつけばいい。事じ務む所しよからの情じよう報ほう通りじゃないか？」

「でも俺、こういうの、好きじゃない。あの女の子、関係ないじゃん」

　純がうつむいて隣となりにペタリと座すわると、響はその頭を撫なでた。

「お前は優やさしい子だね、純。でも、僕らはＳソーズ＆＆Ｓソーサリーに勝たなくちゃいけない。そのためには手段を選んではいられない」

「分かってるよ」

　純は響の肩かたに額ひたいを押おしつけた。

「分かっては……いるんだ」







　３・２５ＰＭ　タイムリミットまで三時間三十五分




『悪かったな、意外と解かい析せきに手間取った』

　ラショーモンからの電話を取ったのは、玲ではなくニコルだった。

「ウエイト・ア・ミニット。すぐに替かわるわ」

　ニコルはちょっと躊ちゆう躇ちよしたものの、軽い寝ね息いきを立てて仮か眠みんを取っていた玲を起こした。

「何か分かったかい？」

　玲はすぐに目を覚まして受話器を握にぎった。

『反はん響きようの具合から見て、被ひ害がい者しやがいたのは四方の壁かべがコンクリートで、四十平方メートル以下の部屋だそうだ。あと、かすかにだが、いくつか面おも白しろい音が背はい後ごに入ってたぜ』

　玲はその音に耳を傾かたむける。

『……どうだ？』

　と、ラショーモン。

「君が友人で本当に助かった」

　玲は告げた。

「これでひとりの女の子の命を救うことができる」

『なら良かった』

　ラショーモンはほんの少し、照れ臭くさそうだ。

『その代わり、今度はまたお前さんに力になってもらうぜ』

「ああ、喜んで」

　玲は電話を切った。

　七瀬から連れん絡らくが入ったのは、その直後のことだった。







　４・２３ＰＭ　タイムリミットまで二時間三十七分




　Ｄスタジオでは、新番組ならではの入念なリハが再さい開かいされていた。

「も～、急に台本変わると、混こん乱らんするのよね～」

　ステージ上でこぼしているのは、弓塚亜希美アナ。

「澤さんの気まぐれにも困こまったもんですね」

　ＡＤがささやく。

「でも、あの人、どの番組でも視し聴ちよう率りつは取っているんだから、誰だれも文もん句くは言えないし」

　と、亜希美。

「けど、負けた方が活動停止ってのはやり過すぎじゃないすか？」

「うん。Ｓ＆Ｓが活動停止になると……ちょっとヤダ」

　二人は、ステージの両りよう端はしでダンスの練習をするＳ＆Ｓとプラティウムを交こう互ごに見た。

　そこに。

「亜希美」

　スタジオに理子が入ってきて、後こう輩はいアナウンサーに声をかけた。

「あっ、上川先輩」

　亜希美は大学でも理子の後輩である。

「イッシンくん、いる？」

「ええ、あっちに」

　亜希美がステージ端を指さすと、理子はつかつかとそちらの方に歩いていった。

「ちょっと、あなた、ガセネタつかませたでしょ？」

　理子は眉まゆをひそめて一心に言った。

「上総遼なんて名前、警けい察さつ関係者にいなかったわよ」

「いない？」

　基き本ほん的なルーティーンを亨に見てもらいながら確かく認にんしていた一心は、怪け訝げんな顔で理子を見る。

「警察ＯＢには？」

「ＯＢにも、時間内に調べられた関連企き業ぎようの役員名めい簿ぼにもないわ」

「……どういうことだ？　じゃあ、このリストにある上総っていうのは、実じつ在ざいしない人間ってことか？」

「さ、さあ？」

　一心と茜は顔を見合わせた。

　そこに、さらに七瀬が駆かけ込こんでくる。

「玲くんから！　電話の背景バツクにこんな音が入ってたそうっス！」

　七瀬は自分の携けい帯たいの伝言機き能のうで録とった音声を一心に聞かせた。

「……この声？」

　一心はステージを横切り、プラティウムの響のところに行く。

「おい、響！」

　七瀬の携帯を響に手て渡わたすと、一心は聞いた。

「これ、お前たちの声だろ？」

　響は戸と惑まどいの表ひよう情じようで携帯を耳に当てる。





　　罪つみと誘ゆう惑わく

　　噓うそと快かい感かん

　　虚きよ飾しよくと嫉しつ妬とにまみれた幸福

　　闇やみが真実覆おおう世界






「……ああ」

　響は認みとめた。

「だけど、これはアルバムに収しゆう録ろくされたバージョンじゃないな。ライブのものだ」

「だろうと思った！」

　一心の声に熱がこもる。

「先週の月曜の夜十一時から水曜の同じ時間まで！　お前たち、この曲どこかでやった記き憶おくないか!?」

　先週の月曜といえば、第三の犠ぎ牲せい者しや、中嶋比奈樹が誘ゆう拐かいされた日である。

「なあに言ってんだ、この馬ば鹿か」

　純がやってきて、鼻で笑う。

「どうしてお前にそんなこと教えなきゃならないんだよ？」

「頼たのむ、教えてくれ！」

　一心は純にも頭を下げた。

「……僕たちの活動は、小さなライブハウスでの活動が中心だ」

　純を制せいして、響が答える。

「確たしか、その三日間は下しも北きた……代だい沢ざわ五丁目のライブハウスでやっていたと思う」

「サンキュッ！　助かった！」

　一心は笑え顔がおで響の肩かたを叩たたくと、七瀬に携帯を投げ返した。

「車を出せ！　あと、結城に連絡して、代沢五丁目のライブハウス周辺で、無人になっている雑ざつ居きよビルをピックアップさせろ！」

「だから、年上に命令すんなって」

　七瀬は口を尖とがらせながらも、結城を呼よび出す。

「無人の雑居ビルって……そこまで分かるんですか？」

　と、宏太。

「人間ひとりを少なくとも二日間監かん禁きんし、その遺い体たいを青く染そめ上げているんだ。人目のない場所を選ぶ蓋がい然ぜん性せいが高いのは当然だろ」

「……イッシン、その言い方ちょっと玲さん入ってるぜ」

　ニヤニヤする亨。

「……大地くん」

　茜が袖そでを引っ張ぱった。

「七瀬、急げ！　俺おれたちも行くんだ！」

「大地くん」

　茜はもう一度引っ張る。

「シロー、トオル、コータ、番組の方は任まかせる！」

「大地くんったら！」

「んだよ、アカネ！」

「……大地くん、この後ダンス・バトルがあること、忘わすれてる」

「…………………………あーっ！」

　一心は一いつ瞬しゆん、目を真ん丸くした後、頭を抱かかえて座すわり込んだ。

（ほお～、動どう揺ようした、動揺した）

　茜が初めて見る一心の姿すがたである。

「バトル、延えん期きして……もらえませんよね？」

　宏太が上目遣づかいでプラティウムの二人を見た。

「僕としては……」

　と、言いかけた響を遮さえぎり、純が腕うで組ぐみをして宣せん言げんする。

「駄だ目めだ。逃にげんなら、負けを認めて半年間活動停止だ」

「純」

　響は純の腕をつかんでＳソーズ＆＆Ｓソーサリーメンバーから引き離はなす。

「ごめん、何とか説得してみるけど……」

　響は振ふり返って告げたが、純を説得できる可か能のう性せいは限かぎりなく低そうだ。

「イッシンちゃん、こっちだけでやるから、君はいいっスよ」

　七瀬が言った。

「ここまでありがと。あとは警けい察さつの仕事っスよ」

「駄目だ」

　一心は頭を振る。

「玲は俺に託たくしたんだぞ。最後まで……俺はこの事じ件けんに食いつく！」

「あんた、言ってること分かってるの！」

　怒ど鳴なりながら割わり込んできたのは、澤プロデューサーである。

「一時間後には見学者をスタジオに入れるのよ！　その中には、あんたを見に来てる子だって多いんだから！」

「子こ供どもひとりの命がかかってんだぞ！」

「それがどうした!?」

　澤は一心の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「あんたのことを待ってるファンはどうでもいいっての!?　この業界、親の死に目に会えなくたって当然って世界なんだ！　そんな適てき当とうに仕事のこと考えてんなら、今すぐ辞めちまえ！　ＡＤ！　警けい備び室しつに連れん絡らくして、本番までコイツを監かん視しさせて！」

　澤は一心を突つき飛ばすと、副調整室に戻もどっていった。

「……シロー」

　一心は立ち上がりながら、リーダーを見る。

「悪い。バトルまでには戻るから」

「そう言うだろうと思った。澤さんには俺が謝あやまっとく。行けよ」

「謝るのがリーダーの仕事だもんな」

　苦く笑しようする亨。

「信じてますから」

　宏太もうなずく。

「アカネ、控ひかえ室から俺のバッグを持ってこい。そうだな、警備の目を避さけてアナウンサー室の衣い裳しよう部屋で落ち合おう」

「わ、分かった！」

　茜はＤスタを飛び出していった。







　４・５２ＰＭ　タイムリミットまで二時間八分




「と、これこれ」

　茜は一心のバッグをつかんだ。

　中には着き替がえの他ほかに、金を挟はさんで重量を増ました一心特とく製せいのピックが入っている。

「あとは……」

　茜は周囲を見み渡わたした。

「これも持ってこ」

　テーブルの上に置かれた、一リットル入りの携けい帯たい保ほ温おんポット。

　屍桜屋や敷しきから茜が熱いコーヒーを入れて持ってきたものだが、半分空からになっていたところを、番組のスタッフらしい女性が注ぎ足してくれたらしい。

　さっき控え室に戻った時に、茜はその女性とすれ違ちがったが、その長身の女性は「お疲つかれさま」と、優やさしげな笑え顔がおを見せると、そのまま控え室を出て行った。

　普ふ通つうならあまり気にも留めないことなのだが、その人があまりにも美しかったので茜の記き憶おくに焼きついているのだ。

「ありがとね、お姉さん」

　茜はポットを自分のバッグに押おし込むと、控え室をあとにした。




「うわ～、高そうなスーツばっかし！」

　人目を避けるように移い動どうした茜は、アナウンサー室の奥おくにある衣裳部屋に入り込んだ。

　一心はまだ来ていない。

　警備員をまくのに手間取っているのだろう。

「いろいろあるなあ……」

　ちょっと暇ひまな茜は服を見て回る。

　なかなか、自分では着る機会のない高級な衣裳は、触さわるだけでもちょっと楽しい。

「……へえ、これ、亜希美さんのだ。結けつ構こうウエスト細いけど、スカートの端はし、汚よごしちゃってるよ。こりゃ多分買い取りだね。……ちょっと待って」

　名札を眺ながめているうちに、ド派は手でな真っ青の制せい服ふくが奥の方にかけてあるのが目に飛び込こんできた。

（ここ、アナウンサーの人の衣裳部屋だよね？　バラエティー番組じゃなく？）

　それはどう見ても安っぽい作りの、ビニール製せいの警けい官かんの制服だった。

「ミニスカポリスって、局違うじゃない！　いったい、誰がこんなの……！」

　茜は名札を確かく認にんすると、その場にへたり込んだ。

「さ、理子さんのだ！　し、しかも私服って書いてある～！」

　茜は理子という人間がサッパリ分からなくなった。

「……試着してみたら？」

　肩かたを叩たたく手。

「どひいっ！」

　茜は飛び上がる。

　振ふり返ると、そこにいたのは七瀬だった。

「お、脅おどかさないでくださいよ！」

「イッシンちゃん、今、こっちに向かってるっスけど、なかなか警備員を振り切れないみたいっスね」

　七瀬は声をひそめる。

「ほら、だから今のうち、今のうち」

　悪あく魔まのささやきである。

「……んじゃあ、ちょっとだけ」

　茜は制服を手に取った。




「……おい、茜、七瀬？」

　ようやく追っ手から逃のがれた一心は、衣裳部屋に入っていった。

「どこだ？」

「逮たい捕ほする！」

　ガチャッ！

　突とつ然ぜん、一心の右手に手て錠じようがかけられた。

「な～んちって」

　服の後ろに隠かくれていた茜は、ニコニコしながら出てゆくと、自分の左手に手錠をつないだ。

「これが本当の切っても切れぬ腐くされ縁えん～」

「………」

　冷たい視し線せん。

「……あの？」

「何のマネだ、それは？」

　冷ややかな声。

「ミ、ミニスカポリス……」

「ほう？」

　あくまでも冷静な態たい度ど。

（う、受けてない！）

「鍵かぎ、寄よ越こせ」

　一心は茜の制服に関する批ひ評ひようは一いつ切さいせずに言った。

　こういう場合、無視されるのが一番つらい。

「鍵」

　一心はもう一度繰くり返した。

「へっ、鍵？」

　茜は首を傾かしげる。

「まさか、鍵もないくせに俺にワッパかけたんじゃないだろな？」

「ちょ、ちょっと待ってね」

　一心の口調が危き険けんな感じになってきたので、茜は焦あせった。

「……えっと、鍵、鍵、……鍵？　……ない」

　どのポケットも空であることに、茜は今さらながら気がつく。

「……どうして、この忙いそがしい時にお前は物事を複ふく雑ざつにするんだ？」

「マジで困こまった子っスよね～」

　陰かげで笑いをこらえてこの様子を見ていた七瀬がようやく出てきた。

「き、着き替がえろって言ったの、七瀬さんじゃないですか～っ！」

「だっけ？」

　七瀬は惚とぼける。

「もういい！」

　一心はこれ以上付き合いきれないと会話を打ち切る。

「仕方ない、アカネ、お前もついて来い」

「あの～、もしかして、この格かつ好こうのまま？」

「着替えるっスか？　イッシンちゃんとつながれたまま」

「うう」

「自じ業ごう自じ得とくだ」

　こうして、茜は恥はずかしくも怪あやしい制服姿すがたで、局を後にすることになったのである。




「……イッシン、もう行った？」

　マネージャーが副調整室に入ってゆくと、澤プロデューサーはモニターを見つめたまま声をかけた。

「澤さん、どうせ見み逃のがすんなら、行けって言ってやりゃあいいのに」

　副調整室は禁きん煙えんなので、マネージャーはくわえたゴロワーズに火をつけない。

「あたしはあの子の信念が見たかったのよ。半はん端ぱな気持ちで抜ぬけられたら、こっちの覚かく悟ごも鈍にぶるってもんでしょ？」

　澤はポケットから辞表を取り出してヒラヒラと振ふって見せる。

「あたしだって間に合わなかった時の責せき任にん、取るつもりなんだからね」

「悪いね」

「毎度のことでしょ？」

　二人の女は顔を見合わせて笑った。







　ワタシハ　ココニイル







　５・３７ＰＭ　タイムリミットまで一時間二十三分




「ようやくかけてきたね」

　玲れいは受話器を握にぎると、話しかけた。

　ベッドサイドの椅い子すに座すわっていたニコルの顔が緊きん張ちようする。

『お前という人間に、興きよう味みが出てきた』

　ボイス・チェンジャーの声が答えた。

『倉くら阪さかピアノの携けい帯たいに、メールで私へのメッセージと自分の電話番号を残すとは、警けい察さつには考えつかないやり方だ』

「こっちも君に興味がある、上総かずさ遼りよう」

　と、玲。

『なぜ、メールアドレスではなく、電話番号を？』

「直ちよく接せつ、話がしたかった。ピアノちゃんは？」

『一いち応おう、まだ息はある』

「では、そのままにしておくことだ。それが君にとって一番有ゆう益えきな道だ」

『……聞こうか』

　上総遼は説明を促うながす。

「君はすでに公安と、そしておそらくはユーロ・マフィアからも命を狙ねらわれている。ピアノちゃんを無事に返してくれれば、僕ぼくが君を守る」

『それを信用しろと？』

「信用しなければ、君は死ぬ」

『私はもう死んでいる』

　遼は嘲あざ笑わらう。

『公安の工作員だった上総遼という人間は、公式には存そん在ざいしないことになっている。戸こ籍せきを含ふくめ、私に関する記録はすべて抹まつ消しようされた』

「知っている。それが君の今回の行動の原げん因いんだということも」

　玲は告げた。

「青い海かい峡きよう計画。それは、公安とユーロ・マフィアが企くわだてた極ごく秘ひの作戦だった。君はその強力な推すい進しん者しやだったが、計画は潰つぶされた」

　ここまではアレクセイから聞き出したことである。

「君は計画の実行を頑がん強きように主しゆ張ちようし、実行しなければすべてを公開すると、公安に脅おどしをかけるまでに至いたった」

『あの計画は……この国を守るために必要な計画だった』

「君の存在に危き機き感かんを覚えた公安は、君という存在を世の中から消した。存在しない人間が、マスコミに情じよう報ほうを流しても、それはまったく根こん拠きよのないもの。誰だれも本気で耳を傾かたむけないからだ」

『その通り。私の情報はどの報道機関からも無む視しされた』

「君は誰でもない、存在しない人間になった。この世から、生きながらにして消されたんだ。君が始めたことは、青い海峡計画の関係者に自分がまだ存在することを示しめすための行こう為いだった」

　玲は一度、ここで言葉を切った。

「だが、君のやり方は間ま違ちがっている」

『つまらない倫りん理り観かんを持ち出すつもりか？』

　遼の機械で加工された声に、わずかに侮ぶ蔑べつの感情が込められる。

「いや。ただ、このやり方は、まずい警告となった。君の本当の敵てきに対たい抗こう策さくを練る時間を与あたえてしまった」

『……続けろ』

「井い沢ざわ荘そう司じ。青い海峡の日本側の最高責任者は、死体が青く染そめられていたことですぐに君の犯はん行こうと悟さとったはずだ。そして、君の目的が最終的に自分であることも。今や、彼は万ばん全ぜんの準じゆん備びをして、愚おろかな君が自分の目の前に現あらわれることを待っている」

『井沢は殺す』

　遼は唸うなった。

「無理だね。彼はおそらく、二重三重の警けい護ご態たい勢せいを取らせている。公安と親しん密みつな関係にある警備部を動かしてね」

『やつは殺す』

　遼は繰くり返し、電話を切った。

「………」

　玲は受話器を置くと、胸むねを押おさえてほんの少し顔をしかめる。

「レイ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　それに敏びん感かんに反はん応のうするニコル。

「うん、大したことはないよ」

　玲は笑え顔がおを作る。

「説得に失敗したの？」

　ニコルは尋たずねた。

「最初から成功するとは思っていなかった。僕の目的は、ピアノちゃんの命を守ることだった」

「それじゃ？」

「上総遼がピアノちゃんを手にかけるまで、そう時間はなかった。だから僕は、上総の怒いかりの方向を、井沢に持ってゆくように仕向けたんだ」

　玲はニコルが枕まくらで作った背せもたれに身を委ゆだねる。

「尽つくせるだけの手は尽くした。あとは……イッシンに任まかせよう」







　５・４１ＰＭ　タイムリミットまで一時間十九分




　警けい視し庁ちようは結ゆう城き警視指し揮きのもと、百人態勢でライブハウス近きん隣りんの雑ざつ居きよビルの捜そう索さくを開始した。

　夕ゆう暮ぐれ時の繁はん華か街がい。

　周囲にはすでにネオンが灯ともり、会社帰りのサラリーマンやＯＬでごった返している。

「俺おれたちはここを調べる」

　先にライブハウス前に到とう着ちやくして七なな瀬せたちを待っていた制服警官が地図を渡わたすと、一いつ心しんは地図上で無人の古い雑居ビルを指さした。

「根こん拠きよは？」

　と、あたりの喧けん騒そうに顔をしかめる七瀬。

「ライブハウスの音なんて、そう外に漏もれるもんじゃない。隣りん接せつするビルでかすかに聞こえる程てい度どだ」

　おまけにこの通りは、居い酒ざか屋ややカラオケ、ゲーセンなどもあり、かなり騒さわがしい。

　監かん禁きんされた被ひ害がい者しやが悲鳴を上げたとしても、誰も気がつかなかっただろう。

「そっか。このライブハウスに隣となり合うビルで、無人なのは……」

　茜あかねはパチンと指を鳴らす。

「ああ、ここだけだ。その上、ここは」

　一心はそう言ってから煩わずらわしそうに右手を振ふった。

「これ、どうにかならんのか？」

　一心の右手と茜の左手は、しっかりと手て錠じようでつながったままである。

「理さと子こさん、どこでこんな頑がん丈じような手錠、手に入れたんスかね？」

　七瀬が不思議がる。

「まさか、プライベートでＳＭプレイに使ってたりして」

「お前と違うっての！」

「あたしはもっぱら羞しゆう恥ちプレイ」

「……まともに相手をした俺が悪かった」

　一心はビルの細い階かい段だんを上がっていった。




「うえ～、何～、この臭におい！」

　茜は顔を歪ゆがめた。

　二階に上がった時点から、何かが腐くさったような臭いが漂ただよっていたが、その悪あく臭しゆうは最上階まで調べて回るうちに次し第だいに耐たえ難がたいものとなってきていた。

「何だ、お前じゃないのか？」

　とは、平気な顔の一心。

「あのねえ！　いくらなんでも女の子に言っていいことと悪いことがあるって、大だい地ちくん分かってる!?」

「お前がその対象外だってことは分かってる」

「むうっ！」

「……イッシンちゃん、この臭い、もしかして？」

　七瀬はハンカチで鼻を押さえたまま、眉まゆをひそめる。

「血の臭い、だな」

　一心はうなずき、そのハンカチを奪うばって目の前の部屋のドアノブを握にぎった。

「………開かないな」

　磨すりガラスの窓まどからは、中の様子は分からない。

「そういう時は？」

　一心の顔をのぞき込こむ茜。

「蹴け破やぶる！」

　口と同時に足が動いていた。

　バンッ！

　キックを食くらって扉とびらが倒たおれると同時に、一心は照明の消えた部屋に飛び込む。

「さぁすが！」

　口笛を吹ふき、ニュー・ナンブを構かまえて援えん護ごに回る七瀬。

「たたたたっ！　手～、痛いたいっって！」

　手錠で運命共同体になっている茜も、本人の意思に関かかわりなく、一心に引きずられる形で部屋に転がり込む。

　だが。

「いない？」

　室内に上総遼らしき人間の姿すがたはなかった。

　七瀬が周囲をマグライトで照らし出す。

　床ゆかに散らかるゴミや新聞から、人間が生活していた痕こん跡せきはある。

「あ、あれ？」

　茜は部屋の隅すみで転がる小さな身体からだに気がついた。

　一心は駆かけ寄より、その白い裸ら身しんを抱だき上げる。

「おい！　しっかりしろ！」

　冷え切った身体は、かすかに呼こ吸きゆうをしていた。

「救急車、至し急きゆう」

　七瀬が警けい察さつ無線で連れん絡らくを取る。

「ピアノ……ちゃんかい？」

「………」

　ピアノはゆっくりと目を開いた。

「……あれえ、イッシンくんだ？」

　ＴＶで一心を見たことがあるピアノは、パチパチと瞬まばたきをする。

「そうだよ。ピアノちゃんを助けに来たんだ。よく頑がん張ばったな」

　一心は、茜やニコルにはめったに見せない笑え顔がおを見せた。

「お父さんは？」

「おうちで待ってる。すぐに帰れるから」

「うん」

　七瀬が自分の上着で少女を包み込む。

　そのまま七瀬にピアノを任まかせた一心は、マグライトを借りて室内を見み渡わたす。

「奥おくにもうひとつ部屋があるな」

　一心は鉄てつ製せいの扉があるのに気がつくと、そちらに向かう。

「あ、あたしはあんまりそっちに行きたくないんですけどおおおっ！」

　否いや応おうなし。

　茜は引きずられる。

「うっぷ！」

　扉を開けると、むせ返るような臭においに茜は吐はき気を覚える。

「……まるでラボだな」

　感想を述のべる一心。

　学校の科学実験室に置いてあるような広い机つくえの上には、さまざまな機材や注ちゆう射しや器き、メスなどが置かれていた。

　一心は、糸のように細い針はり金がねを机の上から拾い上げてみる。

「それは？」

　尋たずねる茜。

「キルシュナー鋼こう線せん。本来は骨ほねを接せつ合ごうする時に使うものだが、これで絞こう殺さつしたんだな」

　一心はさらに、机の上にあるビーカーに注目する。

「……プルシアン・ブルーか」

「何、それ？　青インク？」

　茜はビーカーの内側にこびりついた、青色のものを見た。

「染せん料りようの一種だ。昔はこれを牛の血から作っていた」

「赤い血から？　青い色が？」

　茜にはどういう理り屈くつで赤から青になるのか、見当もつかない。

「ああ。上総のヤツ、そのプルシアン・ブルーを、被ひ害がい者しやの血から作りやがったみたいだ」

「ま、まさか！」

　茜の顔はプルシアン・ブルーのように蒼あおくなる。

「おそらく間ま違ちがいない。そして、その青で遺い体たいを染そめた。吐き気がするようなやり方だ」

「……吐いていい？」

　茜は口を手で押さえようとする。

「ば、馬ば鹿か！　俺の手にかかるだろうが！」

　一心は慌あわてて自分の手を引っ張ぱる。

「イッシンちゃん」

　別の女じよ性せい警察官の手にピアノを委ゆだねた七瀬がやってきた。

「ピアノちゃん、上総の行く先は知らないって」

「……玲が何かやったんだ」

　一心は直感で気がつくと、屍し桜ざくら屋や敷しきに連絡する。

「ニコル。玲は上総に何を吹ふき込んだ？」

　電話に出たニコルに一心は尋たずねた。

『挑ちよう発はつしてターゲットを変へん更こうさせたわ』

　ニコルは答える。

『上総遼は、直接井沢を狙ねらっているはずよ』

「七瀬！　井沢は今どこだ!?」

　今度は七瀬が結城にデジタル回線の警察無線で連れん絡らくを取る。

「……本店っス。何でも緊きん急きゆう会議だそうで」

　結城から聞いて七瀬は答えた。

「行くぞ」

「あ、あの～？」

　部屋を出て階かい段だんへ向かおうとした一心の腕うでを、茜がチョンチョンと指で突つっついた。

「アレ、何？」

　茜が指したのは、濃こ緑みどり色いろの金きん属ぞく製せいの箱。

　中は空。

　だが、側面には、白い文字でSTINGERと書いてある。

「相当にやばいな、これは」

　一心はつぶやいた。
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　警けい視し庁ちよう本ほん庁ちよう舎しや十七階にある総そう合ごう指し揮き所しよ。

　この日の緊急会議には珍めずらしくも、公安の主たる幹かん部ぶとひとりの政せい府ふ高官が出席していた。

　全国の警察を束ねる警察庁からは警けい備び局長。

　警視庁からは公安部長と公安総そう務む課長、警備部長。

　さらに、警護課長の江え南なみと外事一課長、井沢。

　そして、官かん房ぼう長官である。

「こんな時間に何だね？　私は補ほ正せい予算についての野や党とうの愚おろか者との折せつ衝しようで忙いそがしいのだが？」

　冷たい物言いでマスコミや国民の評ひよう判ばんが好よくない官房長官は、指揮所の椅い子すに座すわるなり言った。

「そ、それが極きわめて危き機き的な事じ態たいが発生しまして」

　公安総務課長が額ひたいに汗あせをにじませる。

「その前に」

　警察庁の警備局長が立ち上がった。

「江南君といったか、警護課長が何の資し格かくでここにいる？」

「彼はオブザーバーです」

　江南の上司に当たる警備部長が説明する。

「彼は一連の事じ件けんの捜そう査さに当たっている結城警視に強い影えい響きよう力りよくを持っている」

「……続けたまえ」

　官房長官は、分ぶ厚あつい丸まる眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみを光らせた。

「この十年、首都のみならず地方都市においても、台たい湾わん、香ホン港コン、中国本土からの犯はん罪ざい組そ織しき、いわゆる中国マフィアの台たい頭とうが著いちじるしいことはご存ぞんじのことと思います」

　この場に引き出されるまで、ほとんど青い海かい峡きよう計画にノータッチだった総務課長は、伊い沢ざわが用意した資し料りようを読み上げる。

「こうしたマフィアの関係する犯罪の激げき増ぞうに対し、検けん挙きよ率りつは低下の一いつ途と、対たい策さくはすべて、後ご手て後手に回っているのが実じつ情じようです。さらに中国マフィアは近年、日本のヤクザ組織とも協定を結び、勢せい力りよくの拡かく大だいを図はかっています」

「かつて……同じような時代がありましたな」

　江南が口を開いた。

「一九四五年、終戦直後。外国人犯罪者が大量に空くう襲しゆうの焼け跡あとに流入してきた。日本警察はこうした犯罪者に対たい抗こうするため、それまで対立してきたヤクザを使い、外国人犯罪をほぼ撲ぼく滅めつすることに成功した。毒をもって毒を制せいした、というところでしょうか？」

「まさか？　君らはその再さい現げんを？」

　官房長官は公安部長を見る。

「馬ば鹿かな！　ヤクザと中国マフィアは手を組んでいるのだぞ！」

　警備部長の顔が紅こう潮ちようした。

「それ故ゆえ」

　と、答えたのは、総務課長ではなく、井沢だった。

「我われ々われはヤクザに代かわる新しい〝毒〟を招まねき入れることにした」

「新しい……毒？」

　眉まゆをひそめる官房長官。

「ユーロ・マフィアかね？」

　察しのいい官房長官の言葉に、井沢は微笑ほほえむ。

「ユーロ・マフィアとの抗争を勃ぼつ発ぱつさせ、中国マフィア、および彼らと手を組むヤクザを疲ひ弊へいさせ、壊かい滅めつに追い込こむ。その目的のために、我々はユーロ・マフィア上じよう層そう部ぶとコンタクトを取り、彼らの日本進出計画を立案した。それが……」

「ブルー・チャネル。青い海峡、というわけか」

　江南はつぶやく。

「そ、その青い海峡計画立案の中心メンバーのひとりが……工作員の上総遼、なのです」

　再ふたたび資料を読み上げる総務課長の声は震ふるえている。

「青い海峡計画は発動寸すん前ぜんまで来ていました。しかし、決行前夜となって、あの事件が起きたのです」

「あの、事件？」

　と、官かん房ぼう長官。

「日本における、欧おう州しゆう刑けい事じ警察機き構こう理事の暗殺未み遂すいです」

　公安部長が補ほ足そくする。

「はい」

　総務課長は額の汗を拭ぬぐった。

「我々は……ユーロ・マフィアが交こう渉しよう相手として、あまりにも危き険けんな存そん在ざいであることに気がついたのです」

「警備部が暗殺を防ふせぐために躍やつ起きになっていた頃ころ、公安はその暗殺に手を貸かそうとしていたということか？」

　警備部長の顔が険けわしくなる。

「我々も利用されていたのだ」

　井沢は肩かたをすくめた。

「結局、計画は中ちゆう断だんされ、闇やみに葬ほうむられた。だが、計画の熱心な推すい進しん者しやであった上総は、計画の破は棄きに頑がん強きように抵てい抗こうした。挙あげ句くは青い海峡計画に関する一いつ切さいをマスコミに発表すると我々を脅おどした」

「……それで」

　官房長官は促うながす。

「我々は上総遼という存在を、警けい察さつ組織から抹まつ殺さつした。そして、日本という国からも。上総という人間は、戸こ籍せき上じよう、履り歴れき上、存在しなかったことになった。存在しない亡ぼう霊れいが何を言おうと、噂うわさにしか過すぎない」

　井沢は笑え顔がおを絶やさないが、その口調は尊そん大だいだ。

「人間の消去……この法治国家でそんなことが可か能のうなのか？」

　普ふ段だん、法を捻ねじ曲げて政せい権けんを維い持じしている官房長官が、自分のことを棚たなにあげて尋たずねる。

「上総遼は身み寄よりがなかった。簡かん単たんではないが、不可能でもない」

「むごいことをする」

　井沢に向けられた江南の目に、非ひ難なんの色がよぎる。

「命を奪うばうことはしなかった。極きわめて温情的な措そ置ちだったと思うが？」

　井沢は顔色ひとつ変えずに言い切った。

「消すべきだっただろうな」

　冷血な官房長官は井沢を見る。

「では、マスコミを騒さわがせている一連の誘ゆう拐かいは、上総による復ふく讐しゆうだと？」

「単たん純じゆんな復讐ではないかも知れませんが」

　井沢は肩をすくめる。

「上総の手は、我々まで及およぶと思うかね？」

　官房長官が尋ねたその時。

「井沢警けい視し正せい」

　秘ひ書しよ官かんがノックをして指し揮き所しよに入ってくると、井沢に耳打ちした。

「流せ」

　井沢は命じる。

「よいのですか？」

　秘書官はためらったが、すぐに従したがって指揮所内のスピーカーに外部からかかってきた電話をつないだ。

『方ほう針しん転てん換かんだ』

　スピーカーから流れてきたのは、ボイス・チェンジャーで加工された声だった。

「上総か……」

　井沢が口元をかすかに歪ゆがめた。

「上総だと！」

　公安部長が椅い子すを蹴けって立ち上がる。

『ちょうどいい。お歴々が顔を揃そろえているようだ』

「どういうつもりだ？」

　あくまで冷静な井沢。

『ゆっくりとあなたをいたぶるつもりだったが、気が変わった。これでもう、あなたたちは青い海かい峡きようの存在を隠かくしておくことはできない。ワタシハ、ココニイル』

　通信は切られた。

「ぎゃ、逆ぎやく探たん知ちだ！」

　総そう務む課長が怒ど鳴なった。

「もうやらせている」

　井沢は総務課長を視線で黙だまらせる。

「ヤツが連れん絡らくしてきた携けい帯たいは、霞かすみヶが関せきの中ちゆう継けい所じよを経けい由ゆしています！」

　再ふたたび入室してきた秘書官が告げた。

「ごく近くにいるということか」

　唸うなる官房長官。

「警けい備び部長！　ＳサＡツＴトを出したまえ！」

　と、警備局長。

　ＳＡＴとは、警けい視し庁ちよう警備部が擁ようする対テロ特とく殊しゆ部隊だ。

「そ、そんな大げさな」

　総務課長が顔を引きつらせた。

「そうとも言えない」

　井沢は状じよう況きようを楽しんでいるように見える。

「上総遼は私が育てたもっとも優ゆう秀しゆうな工作員だからな」

「ここから出るべきだろう」

　官房長官が言った。

「上総は特殊工作の訓練を受けているのだろう？　もしも……」

　官房長官が話し終える前に、江南は指揮所を出て、廊ろう下かの窓まどから本ほん庁ちよう舎しやの周囲を見み渡わたした。

　右には、皇こう居きよの桜さくら田だ門もん。

　左手には法務庁。

「……あれか！」

　江南の視線は皇居の堀ほりに沿そって動き、ハーレーの大型バイクにまたがった人ひと影かげを捉とらえる。

「スティンガー、だと？」

　人影が肩かたに乗せてこちらに向けている物を見た時、江南は戦せん慄りつした。
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「ねえねえ、何、スティンガーって？」

　運転席の七瀬と助手席の一心の間に挟はさまれた茜は尋たずねた。

「携けい帯たい型がたの地対空ミサイルだ。……お前、もうちっと離はなれろ」

　一心は密みつ着ちやくする茜から感じられるかすかな肌はだの香かおりに戸と惑まどいを覚え、押おしのけようとする。

「無理だよ。だって、前に三人乗ってるんだもん」

「お前の手て錠じようのせいだろうが！」

「けどっスね」

　ローンがまだ百回以上残っているＢＭＷのステアリングを握にぎりながら、七瀬は眉まゆをわずかに動かした。

「上総がスティンガーで警視庁の井沢を狙ねらうとして、どっから狙うか分かんないスよ」

「やっぱり、近くのビルをシラミ潰つぶしに？」

　と、茜。

「あのな」

　一心にしては辛しん抱ぼう強く説明する。

「考えてもみろ、警けい視し庁ちようのまわりは官公庁舎ばっかりだ。となると、そこに入り込んで狙うのはほぼ、不ふ可か能のうだろうが」

「てことは、路上からっスか!?」

「分かったんなら、飛ばせ！　七瀬！」

「だぁから！　呼よび捨すてにすんなっての！」

　七瀬はＢＭＷを追い越こし車線に入れてアクセルを踏ふみ込んだ。

　警視庁に近づくと、一心はフロントグラスに顔を押しつけるようにして堀ほり端ばたを観察する。

「……見えた！　あのハーレー！」

　一心の目は数秒後に、警視庁前の人影を認みとめた。

　行ゆき交かう車両のライトを受けて浮うかび上がる、光こう沢たくのある黒い革かわのツナギに身を包んだ長身の持ち主である。

「確たしかっスか!?」

　と、七瀬。

「もうスティンガーを構かまえてるぜ！」

「ち、ちょっと！　あたしにも見せて！」

　身を乗り出す茜。

「前に回り込め！」

「了りよう解かい！」

　ハーレーの真横を擦すり抜ぬけた瞬しゆん間かん、七瀬はステアリングを切ってブレーキを踏み込んだ。

「ふぎゃああああっ！」

　シートから振ふり落とされた茜の顔が、もの凄すごい力でフロントグラスに押しつけられる。

　それでなくても小顔とは言えない茜の顔は、普ふ段だんの一・五倍ぐらいになった。

　対向車線のドライバーたちがみんな、ギョッとしたような表ひよう情じようですれ違ちがってゆく。

　一心は手錠で結ばれた茜に引っ張ぱられながらも、ハーレーに右サイドを見せながら大きく傾かたむいて止まったＢＭＷから飛び出す。

「……大地、一心」

　上総遼はスティンガーを下ろし、ヘルメットを脱ぬいだ。







　スーパーエアー
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「上総かずさ遼りよう……、女だったとはな」

　メットを脱ぬいだ遼の、赤みを帯びた髪かみが風になびくのを見て、一心はつぶやいた。

「巽たつみ玲れいの弟、大だい地ち一いつ心しん。なかなかしぶといわね。それとも、人一倍悪運が強いだけなのかしら？」

　ルージュが引かれた遼の唇くちびるが歪ゆがむ。

　ボイス・チェンジャーを通さない声は、意外に澄すんでいる。

「俺おれのことを知っているとは光栄なこった」

　一心は抜ぬけ目なくベルトに挟はさんだピックに指をかけた。

「公安はスナッフ・フィルムの事じ件けんの時から、あなたに注目していたわ」

　遼はスティンガーを肩かたに乗せたまま、ツナギのファスナーをへそのあたりまで下ろし、内ポケットから取り出したサングラスをかける。

「あ～っ！　あの人！」

　抵てい抗こうむなしく、手て錠じようでつながれた一心に無む理り矢や理り引き出された茜あかねが、突とつ然ぜん、遼を指さした。

「控ひかえ室にいた親切なスタッフの人！」

「……ああ」

　遼は思い出したようだ。

「付き人の子。そんな面おも白しろい服着ているから分からなかったわ」

「こ、これはですね！」

　茜は説明に困こまる。

「お前は少し黙だまっていてくれ」

　一心はうんざりとした顔で命じると、再ふたたび遼に向き直った。

「スティンガーを置けよ。もう終わりだ、おとなしく七なな瀬せに逮たい捕ほされろ」

「あなたも玲と同じに、私の命を救おうというの？」

　遼は嘲あざ笑わらう。

「甘あまえんな。俺はお前に、生きて罪つみを償つぐなわせたいだけだ」

「イッシンちゃん、交こう渉しよう人にんには向かないっスね」

　ＢＭＷから下りてきた七瀬が頭を振った。

「今、あの中に井い沢ざわとそれに連なる奴やつらがいるわ。このトリガーを引けば、私の復ふく讐しゆうは完かん遂すいする」

　遼の瞳ひとみに穏おだやかな色が一いつ瞬しゆんよぎる。

「撃うてば数分もしないうちにＳサＡツＴトがやってきて、おそらく、あんたを射しや殺さつする」

　一心は前に出ようとするが、茜が本ほん能のう的に下がろうとするので結局一歩も動けない。

「命を捨すててまで、殺す価か値ちのある連中か？」

「井沢たちは、私をこの世界から消したのよ！　私は何者でもない、最初からいなかった人間にされたの！　陽ひの当たるところで生きることのできない存そん在ざいにね！」

　遼は叫さけぶ。

「私はここにいる！　生きて、ここにいるのに！」

「あんたが受けた仕打ちについちゃ、同どう情じようする」

　一心は、警けい視し庁ちよう庁ちよう舎しやから飛び出してくる警官たちの声を背はい後ごに聞いた。

「……けど、関係のない子たちを巻まき込こむことはなかった！　なおちゃんや、椎すい子こさん、比ひ奈な樹きちゃんがあんたに何をしたって言うんだ！」

「さあ、私はたぶん、狂くるっているのよ」

　遼はスティンガーを警視庁に向けて構かまえ直す。

「どきなさい。私はためらいなくトリガーを引くわよ」

「そうかな？　あんたは最後のピアノちゃんだけは殺さなかった。玲と電話でやり取りする前だって、何度も殺す機会はあった。なぜだ？　なぜ殺さなかった？　いや、なぜ殺せなかった？」

「………」

　サングラスの奥おくの遼の瞳が、落ち着きをなくして泳いだ。

「話すことはもうないわ。奴らに逃にげる時間は与あたえない」

　遼の指が無む造ぞう作さにトリガーにかかる。

「よせっ！」

　一心の方が、ほんのわずか、動くのが早かった。

「くっ！」

　夜の空気を切り裂さいて飛び、遼の眉み間けんに命中するピック。

　トリガーを引く瞬間、遼は目を閉とじた。

　ほんの数ミリ。

　スティンガーを構えた手がブレる。

　それで十分だった。

　発射されたスティンガー・ミサイルはコースを逸それ、警視庁庁舎を掠かすめるように飛んで皇こう居きよの堀ほりに落下した。

　ドウッ！

　轟ごう音おんとともに、白い水柱が上がり、茜たちの頭の上にも水すい滴てきが降ふり注ぐ。

「ちっ！」

　遼はヒップポケットに手を入れて、すばやく６４式を抜ぬいた。

　中国北方工業公司製せいの小型拳けん銃じゆう。

　その銃口が狙ねらっているのは、一心でも七瀬でもなく、茜である。

「ど、どうしてあたし!?」

　茜は硬こう直ちよくして立ち尽つくす。

「アカネちゃん！」

　スーツの下のホルスターから、ニュー・ナンブを抜こうとする七瀬。

「！」

　一心が茜の上に覆おおい被かぶさるのと、６４式がパーンという音を立てるのは、ほぼ同時だった。

「大地くん！」

　茜の顔に、一心の血が飛び散る。

　銃じゆう弾だんは、一心の肩かたを浅くえぐっていた。

「……直ちよく接せつあなたを狙うより、やはり確かく実じつだったわね」

　微笑ほほえむ遼。

「お前、死ぬ気か？」
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　一心は肩を押さえながら遼を見上げる。

「動くな！」

　殺さつ到とうしてきた警官たちが、拳銃を構えて彼女を囲んだ。

　だが、遼はもう一度６４式を一心に向ける。

「……さよなら」

「撃うつな！」

　七瀬は警官たちに向かって叫ぶ。

　しかし、その一瞬後。

　警官たちのニュー・ナンブとＳスミス＆＆Ｗウエツソンが、一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　遼はゆっくりと舞まうように回転しながら、倒たおれた。

　赤い髪かみがふわりと風に浮うき上がり、そして、血に染そまった顔を覆う。

「遼！」

　一心は茜に支ささえられたまま、駆かけ寄よった。

「遼！」

　上総遼を抱だき起こす一心。

「……あなたの使っているポット、色の趣しゆ味みが悪いわ。捨すてなさいね」

　遼は一心の頰ほおに指を這はわせ、かすかに微笑むと瞳を閉じた。

「死んだら……意味ないだろうが」

　一心は顔を伏ふせた。

「お前には生きて……謝あやまんなきゃいけない人たちがいたんだぜ」







　８・０２ＰＭ




「時間だよ、響ひびきちゃん」

　Ｄスタジオのステージ裏うら。

　他のゲストとは少し離はなれたところにプラティウムの二人はいた。

「イッシン、局から消えちゃったんだってさ」

　軽いストレッチをこなしながら、純じゆんが響に話しかける。

「うん。聞いた」

　優やさしげな笑みをたたえた響はうなずく。

「澤さわプロデューサー、ギリギリまで待ってくれって言ってたけど、あいつが来なかったらどうすんだろ？」

　純はちょっと不安そうだ。

「響ちゃん、このバトル、なしになるのかな？」

「そうはならないと思うよ」

　響はタオルで純の額ひたいの汗あせを拭ふいてやる。

「Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーだって、尻尾しつぽを巻まいて逃にげたとは思われたくないだろうからね」

「……あいつさ」

　純は小声になる。

「バトルの前に逃げるようなやつじゃないよ」

「……どうしてそう思う？」

　響はわずかに目を細めた。

「ん、何となく」

　純自身にもなぜかはよく分かっていない。

「だから、俺、澤プロデューサーやスタッフのみんなの言う通り、ギリギリまで待ってみたい。響ちゃん、いいかな？」

「……純がそう言うのなら、僕ぼくは構かまわないさ」

　響はため息をつく。

「その代わり、勝つんだ、絶ぜつ対たいに」

「うん。負けないよ、俺。響ちゃんのためだもの」

「プラティウムのため、だろ？」

　響は訂てい正せいし、軽く純の肩に手を置いた。







　８・２３ＰＭ




「医者に早く診みせた方がいいっスよ」

　出血した肩を自分のスカーフで縛しばりながら、それでも七瀬は繰り返した。

　周囲に群むらがる無数のパトカーと警けい官かん。

　サイレンの音と、無線に向かって怒ど鳴なる刑けい事じたちの声。

　警けい視し庁ちようを直ちよく接せつ狙ねらったテロの後とあって、桜さくら田だ門もん近辺は騒そう然ぜんとした様子である。

「しつこい」

　一心は七瀬の腕うで時計をのぞき見る。

「八時二十三分。まだ間に合う」

「大地くん！　まさかスタジオに行く気なの!?」

　茜は信じられないと言うように目を丸くした。

「絶対に駄だ目めだよ！　病院が先だって！」

「シローたちが、それにプラティウムが待っている」

「そ、それにほら！　手て錠じようでつながってるから、どうせ踊おどれないし！　ねっ！」

　茜は手錠をガチャガチャと鳴らしてみせる。

「七瀬～」

　一心は女刑事を呼よんだ。

「しゃ～ないっスね」

　七瀬はニュー・ナンブを抜ぬくと、無む造ぞう作さにトリガーを引いた。

　放たれた銃じゆう弾だんは、一心と茜をつないでいた手錠のチェーンを砕くだく。

「あたしはここの後始末に残るけど、車、用意しますよ」

「サンキュ」

「あたしとイッシンちゃん、イチナナ・コンビの仲じゃないスか？」

　七瀬はウインクした。

「大地くん……どうしても行くの？」

　茜はもう一度尋たずねる。

「俺は……戦う！」

　一心は七瀬の呼んだ覆ふく面めんパトカーに乗り込んだ。







　８・４０ＰＭ




「ど～すんのよ、あんたたち！」

　Ｄスタのステージ裏では、澤プロデューサーがＳ＆Ｓメンバーとマネージャーをにらみつけていた。

「あんたたちの言う通り、番組の構こう成せいを変えてイッシンを待ってたけど、まだ来ないじゃないの！」

「もう限げん界かいです！　場が持ちませんよ！」

　ＡＤが駆かけ込こんできて、切せつ羽ぱつまった顔で訴うつたえる。

「他のゲストもみんなスケジュールの都合で帰っちゃったし、スタッフだって、この後の予定が……」

「今回の公開放送に来てるのは、大半があんたたちのファン、つまり十代の女の子なのよ。これ以上、帰りを遅おそくするわけにはいかないわ」

　澤は頭を抱かかえた。

「そっちの方は俺おれが何とかしますよ」

　士し郎ろうが携けい帯たいをかけて、人数分のタクシー券けんを調達する。

　と、その時。

「まだ、彼、来ないのかい？」

　村むら雨さめ響がやって来て、士郎たちに尋ねた。

「何があったんだい？　イッシンくん、逃げるような人じゃないと思うけど？」

　その言葉には、揶や揄ゆするような調子はない。

「澤さん、僕らはいつまででも待つけど、観客のみんなは……」

「そうなのよねえ」

　イライラを隠かくそうともせず腕組みをする澤は、啖たん呵かを切って編へん成せい局長に預あずけてきた辞表を、何とか取り返す手立てはないかと考えていた。

「……俺が代わる」

　亨とおるが言った。

「これ以上は待てないんだろう、澤さん？」

　澤は瞳ひとみを輝かがやかせる。

「助かるぅ～！　……もっとも、プラティウムがいいって言えばだけど？」

「僕らは構かまいませんよ」

　響はニッコリと笑う。

「純は説得します」

「じゃ、すぐに始めて！」

　澤はスタッフに指し示じを出すべく、副調整室に走っていった。

「いいの？」

　マネージャーは亨にささやく。

「やるっきゃね～だろ？」

　亨はバンダナを頭に巻まき、手にサポーターをはめた。




「響ちゃん、あいつ、ストリートでやってたって？」

　拍はく手しゆを浴びてステージに出た純は、隣となりの響に小声で尋ねた。

「所しよ詮せん、日本のストリート・ダンサー上がり。ＬＡで揉もまれた純には勝てないよ」

　響は安心させるように純の頭を軽く叩たたく。

「今夜、日本の芸げい能のう界かいの勢せい力りよく地図は大きく塗ぬり替かえられる。僕らプラティウムが新しい歴史を築きずくんだ」

「うん！」

　純は手を振ふりながら、跳はねるような足取りでステージ中央に進み出る。

「さあ！　毎度おなじみ、イッシンくんの遅ち刻こくにより、急きゆう遽きよ変へん更こうされたダンス・バトルの対戦相手！　半年間の活動停止を賭かけた二組のトップ・アイドルが今、戦いの火ひ蓋ぶたを切ろうとしています！」

　弓ゆみ塚づか亜あ希き美みがいつもの調子でスタジオを盛もり上げる。

　声せい援えんで沸わき返る客席。

　Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーのレギュラー番組なので当然と言えば当然だが、応援する声は亨に対するものの方がかなり多い。

「では、対戦するお二人に、意気込みのほどを」

　亜希美は亨と純にマイクを突つきつける。

「お手て柔やわらかに、ド素人しろうと」

　ニッと笑う純。

「叩き潰つぶしてやる」

　亨は親指を立てたこぶしを下に向けた。

「アカネをダシにして馬ば鹿かを挑ちよう発はつしやがって。やり口の汚きたなさが気に食わねえんだよ」

「な、な～んか、殺さつ伐ばつとしています！　これも半年間の活動停止がかかっているともなると、無理もないことなのか～っ！」

　亜希美は冷や汗あせをかきながら進行する。

「さあっ！　もうチャッチャと戦ってもらいましょう！　ダンス・バトル、スター……」

「待った！」

　スタジオ中が、一いつ斉せいに振り返った。

　スポットライトが、後方の入口の方に向けられる。

「……イッシン？」

「イッシン……くん？」

「イッシンくんよ！」

「イッシンくんだ！」

「イッシンくんが、間に合った！」

　客席がざわめき、やがて、大きな拍手と声援のうねりとなっていった。

　その間を、一心はゆっくりと進んでゆく。

「……ふっ」

　口元をかすかに歪ゆがめる響。

「イッシーン！　信じてたわよ、絶ぜつっっっ対たい来るって！　もう、番組的には最高の演えん出しゆつ！　愛してるわ！」

　目をハートマークにした澤が、飛び上がって喜ぶ。

「あんた、マジで言ってる？」

　マネージャーが白い目でそんな澤を見る。

「よっ」

　一心はステージに上がると、亨の前に立った。

「ったく、おいし～とこ、さらっていきやがって」

　亨はサポーターを外し、一心に渡わたす。

「それが生きがいなんでね」

　一心はウインクをすると、純の方に向き直った。

「待たせたな」

「尻尾しつぽを巻いて逃にげたかと思ったぜ」

　純は白い歯を見せる。

「やるかい？」

「ああ」

　二人は二メートルほどの距きよ離りをとって位置についた。




　その少し前。

「ごめんなさい、遅おそくなりました！」

　茜はバックステージに回り込んで、マネージャーたちと合流していた。

「間に合やいいわよ」

　と、クールなマネージャー。

「で、事じ件けんの方は？」

　士郎が尋たずねる。

「そ、それなんだけど……」

　茜は一心が肩かたに怪け我がをしたことを報ほう告こくする。

「ど、ど、ど、ど、ど、どうしましょう!?」

　うろたえる宏こう太た。

「それじゃ勝負になりませんよ！　このバトル、中止にしましょう！」

「落ち着けよ」

　士郎はステージに飛び出そうとする宏太を制せいした。

「イッシンがやる気なんだ。止めることはない」

「け、けど！」

「信用できないのかい、あいつが？」

「そんなこと！」

「じゃあ、見守ってやるんだ、あいつの戦いを」

「……うん」

　宏太はうなずき、静かにステージの方に顔を向けた。




　音楽が始まり、一心と純はダンスをスタートさせた。

　曲はプラティウムの『Ｔｒｕｔｈ』。

　審しん査さには、公平を期すため、クラブで活かつ躍やくするトップ・ダンサーを招まねいている。

　最初にアップロックをかけてきたのは、もちろん純。

　出だしからハウスの躍やく動どう感かんにカポエィラを取り入れた柔じゆう軟なんな動き、さらに大おお技わざ重じゆう視しの見せるダンスに徹てつする。

　審査員が思わず口笛を吹ふくほどの、派は手でな演出である。

　一方、一心は挑ちよう発はつに乗らず、静かなトップロック。

　Ｂステップ、シャムロック、スクービードゥといった基き本ほん的なステップから入ってゆく。

　目玉とも言えるパワームーヴは、肩への負ふ担たんが少ないヘッドスピン。

　純との掛かけ合いで決めてゆくフリーズも、なかなかピタリとは止まってくれない。





　　意味のない毎日

　　見えない明日

　　自分のことが愛せないヤツを

　　誰だれかが認みとめてくれるって

　　マジで信じているのかよ？






　ギリギリのところで踊おどり続けている感じだ。

「どうしたんだろ、イッシンくん？」

「頑がん張ばって、イッシン！」

　普ふ段だんとは違ちがう一心のダンスに、ファンたちも戸と惑まどう。

（んだよ、こいつ、まるで素人しろうとの動きじゃん！）

　トーマスフレアー、Ｗヘッドロール、スタチュー・オブ・リバティーといった高こう難なん度どのパワームーヴを連発しながらも、常つねに純は視界の端はしに一心の動きを捉とらえていた。

（リズムをつかむのがやっとって感じ。楽勝！）

　純はまたも華か麗れいなフリーズを決めて、響に笑え顔がおを向ける。

　だが。

　意外なことに、響の表ひよう情じように余よ裕ゆうは見られなかった。

（どうしてだ？）

　響は先ほどから考え続けていた。

（動きのキレもなければ、グルーヴ感も足りない。ルーティーンに至いたっては、幼よう稚ちもいいところだ。なのに……）

　握にぎり締しめられた響のこぶしが白くなる。

（なぜ、僕ぼくはあいつに魅みせられている？　どうして、胸むねが躍おどるんだ!?）

　その時。

　響は気がついた。

　一心の瞳ひとみに宿る光に。

　自分が決して持ち得ない、純じゆん粋すいな輝かがやきに。





　　罪つみと誘ゆう惑わく

　　噓うそと快かい感かん

　　虚きよ飾しよくと嫉しつ妬とにまみれた幸福

　　闇やみが真実覆おおう世界






「やっぱ、らしくねえな」

　亨は焦じれったさを隠かくせないまま、つぶやいていた。

「肩かたを庇かばってるせいか、ちょっとずつリズムに乗り遅おくれてる」

「ああ」

　士郎もうなずく。

「このままじゃ、負ける」

「な、な、何とか大技で逆ぎやく転てんしないと！　僕ら、半年間の活動停止ですよ！」

「けど、あの肩で何ができる？」

　亨は舌した打うちした。

「限かぎりない阿あ呆ほだな、あいつは。誘ゆう拐かいされた見知らぬ女の子ひとりを助けるために身体からだを張って、すべてを捨すてちまうなんて」

　言葉は厳きびしいが、その口調には普段、一心を目の前にしては決して出さない優やさしさが込こめられている。

「そうだな。でも、そんなあいつだから、俺たちは一いつ緒しよにやってく気になった。あいつが今、この瞬しゆん間かん、完全燃ねん焼しようしてみせてくれれば、俺おれは何の不満もないよ」

　士郎も微笑ほほえむ。

「そ、そうですよね！」

　宏太も瞳を潤うるませた。

「僕らが本当に負ける時は、先せん輩ぱいが諦あきらめた時だけです！　半年の活動停止ぐらい、へっちゃらですよ！」

（……あたしのせいだ）

　茜はそんな三人から少し離はなれたところで目を閉とじていた。

（あたしのことで、大地くんはプラティウムの挑ちよう発はつに乗って。肩を怪け我がしたのも、あたしを庇かばったから。いつも、いつだって大地くんが傷きずつくのはあたしのせいなんだ……）

「アカネちゃん」

　そんな茜に声をかけたのは、マネージャーだった。

「自分のせいだとか、考えんじゃないわよ。これはイッシンたちが、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーが自分たちで選んだ道なんだから。……それより、見てやんなさいよ。あいつが、どんなに傷ついていても、どんなに苦しくても戦い抜ぬく姿すがたを！」

「………」

　茜は目を開けた。

　ライトに照らし出され、懸けん命めいにウインドミルを決めようとする一心の姿が、瞳に揺ゆれて映うつる。

「……え？」

　茜は自分が見ているものが信じられなかった。

　一心の表情は輝いていた。

　傷の激げき痛つうも、思うように身体が動かぬ悔くやしさも、その顔にはない。

（楽しく踊おどれれば、それでいい）

　一心の昨日の言葉が、茜の胸のうちで甦よみがえる。




　　Livin' in the darkness of night







[image: ]







　　No way to feel pain

　　No time to turn back

　　Coz we're born free an' wild

　　So you can tear the vale of black




「大地くん！　見せて、あのエアー！」

　茜は思わず叫さけんでいた。

　まるでその声がとどいたかのように、一心はウインドミルの回転速度を上げて、大おお技わざのナインティーンナインティ、そして、トゥサウザンドに移い行こうする。

　そして。

「と、飛んだ！」

　実じつ況きようの亜希美が絶ぜつ叫きようした。

「クラブ歴十年！　こ、こんな高いエアーは初めて見ます！　まさに！　まさに、ミラクル・スーパー・エアー・トラックスだーっ！」

　副調整室のスタッフも啞あ然ぜんとなり、観客席も最さい高こう潮ちように盛もり上がる。

　しかし。

　ドンッ！

　次の瞬間、一心は音を立てて肩からフロアに落ちた。

「イッシン！」

「おい馬ば鹿か！」

「先せん輩ぱい！」

「大地くん！」

　駆かけ寄よるメンバーと茜。

　亜希美も音楽を止めさせて、そばにやってくる。

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　一心の右手が上がった。

　スタジオ中が、ホッとした空気に包まれる。

「負けた、か」

　一心はそのままステージに大の字になった。

「……阿あ呆ほが、無理しやがって」

　亨が腕うでを引いて、一心を引き起こす。

「でもまあ、もう少しだったな」

「ま、な」

　一心と亨は右手をパチンと打ち合わせた。

　そんなステージ上の一心を、観客の温あたたかい拍はく手しゆが包み込む。

　だが。

「俺たちの勝ちだな」

　純が一心たちの前までやって来て宣せん言げんした。

「審しん査さを待つまでもないぜ。お前は最後まで踊り通せなかったんだから」

「まだですよ！　審査員の判はん定ていを待ちましょう！」

　宏太が挑いどむように純を見上げる。

「恥はじ、かきたいのかよ？」

　純は嘲ちよう笑しようした。

　その時。

「いや、僕らの負けだよ」

　響がステージに現あらわれて、純の肩かたに手を置いた。

「！」

　茜、そしてみんなは一いつ斉せいに響を見る。

「どうしてさ、響ちゃん!?」

　驚おどろいた顔の純。

「俺の勝ちだよ！　どうしてそんなこと言うんだよ!?」

「大地くん、君、肩に怪け我がしてるだろ？」

　響はそっと一心の肩に触ふれる。

「つつっ！」

　顔を歪ゆがめる一心。

「この肩じゃ、大技を出せないワケだ」

　響は弓塚亜希美に提てい案あんする。

「このバトル、半年間の活動休止の件けんはなし、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーの勝ちということでどうかな？」

「……と、どうでしょうか？」

　亜希美はバックステージまで下りてきた澤プロデューサーの方を見た。

　ＯＫのサインを出す澤。

「じゃあ、僕らはこれで」

　響は一心に頭を下げた。

「やっぱり、君は最高だよ。勝負できて楽しかった」

「ああ、こっちもだ。またな」

　一心はうなずく。

　プラティウムの二人は、観客に手を振ふってスタジオから姿すがたを消した。

「こ、これは意外な展てん開かい！　プラティウムが自みずから敗北を認みとめました！　我われらがＳ＆Ｓの勝利だーっ！」

　亜希美が高らかに宣言した。

　巻まき起こる拍手と歓かん声せい。

「……我らがＳ＆Ｓ？　中立の司会者が言う台詞せりふか？」

　いったん、バックステージに戻もどりながら、一心は苦笑する。

「僕たちの友ゆう情じようパワーの勝利ですね！」

　一心に抱だきつく宏太。

「ばあか、俺たちの間に友情なんかあるかよ」

　その頭を亨が小こ突づく。

「そうだね」

　士郎もにこやかに言い切った。

「あるのは契けい約やく関係と利害関係、それと……」

「怨えん恨こん関係」

　と、亨が結ぶ。

「こ、この人たちって」

　頭を抱かかえる宏太。

「素す直なおじゃないんだから」

　茜は微笑ほほえむ。

「ほら、まだラストの曲が残ってるわよ！」

　マネージャーが、観客の声に応こたえるようにＳ＆Ｓを促うながす。

「時間も押おしてるし、ここで休んでる場合じゃないな」

　真っ先にステージに飛び出す一心。

「そもそも遅ち刻こくしたのはてめ～だろうが！　って、おい、ギター忘わすれんじゃねえ！」

　亨が怒ど鳴なり、自分のベースをつかむ。

「……キーボードは自分で運ばなくていいのが利点だな」

「もう、真ま面じ目めにいきますよ！」

　士郎と宏太が後に続く。

「みんな、頑がん張ばって」

　茜はそんな四人に声せい援えんを送った。





　　何かを捨すてなきゃ　先に進めない

　　信じられない　そう、何も

　　愛せない　何もかも

　　そんな現げん実じつ　押しつける世界

　　知らないうちに

　　迷まよい込こむ

　　心の奥おくの暗い森

　　本当に好きなことさえ

　　見つけられずに

　　ボクらは途と方ほうに暮くれて

　　たたずむだけさ




　　誰だれかを憎にくんで　自分を守る

　　気を許ゆるせない　そう、いつも

　　抱いだけない　夢ゆめさえも

　　そんな未来を　押しつける大人

　　知らないうちに

　　迷い込む

　　心の奥の深い闇やみ

　　本当に好きな人さえ

　　救えもせずに

　　ボクらはヒザを抱かかえて

　　うつむくだけさ




　　それでも

　　きっとある絆きずな

　　つるまなくても

　　馴なれ合わなくても

　　言葉抜ぬきでも

　　理り屈くつ抜きでも

　　存そん在ざいするんだ

　　分かり合えること




　　夜空の下

　　背せ中なか合わせに座すわるだけで

　　雨の中

　　髪かみを濡ぬらして歩くだけで

　　感じられる

　　心のつながり




　　孤こ独どくが苛さいなむ

　　今はまだ

　　ボクらは

　　分からないけれど

　　それがきっと

　　永えい遠えんの

　　友ゆう情じようってヤツなんだ






　その頃ころ。

　Ｄスタを出た廊ろう下かでは、

「納なつ得とくいかないよ！」

　純が響に突つっかかっていた。

「勝負は勝負だろ！　怪け我がしてんなら、最初っからやらなきゃいいんだ！」

「あの場で僕ぼくらの勝ちを宣せん言げんしても、観客の女の子やＴＶの視し聴ちよう者しやから反発を招まねくだけだ」

「けどさ！」

「それに……」

　響は皮ひ肉にくげな笑えみを浮うかべる。

「あのまま判はん定ていに持ち込んでも、お前は負けていたよ」

「そんな！」

「フリーズはうまくいかなかったけれど、それまでの劣れつ勢せいを吹ふき飛ばすくらい、イッシンの最後のパワームーヴは素す晴ばらしかった。この僕でさえ、魅み了りようされるくらいにね」

「響ちゃん……」

「それでも、潔いさぎよく負けを認みとめたことで、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーファンの何なん割わりかは僕らに好意を持ってくれたはずだ。今回はこれでよしとしよう」

　響は瞳ひとみに冷たい光をたたえると、歩き出した。







　アンコール







　９・２５ＰＭ




「お疲つかれさま！」

　茜あかねは、バックステージに戻もどってきた一いつ心しんに保ほ温おんポットを差し出した。

「おっ、サンキュ」

　一心はフタを捻ひねって開けようとする。

「ごめんね。昼ひる頃ごろ淹いれ替かえただけだから、温ぬるくなってるかも」

　と、茜。

「この際さい、水分が取れりゃ何だっていい」

　一心が振ふり返って、茜に笑いかけたその時。

「大量の発はつ汗かんの後は、アイソトニック系けいの飲料の方がいいと思うな」

　さっと横から手が伸のびて、一心からポットを奪うばった。

「玲れいさん！」

　茜は声を上げた。

　白い手て袋ぶくろをしてポットを握にぎっていたのは、銀色の髪かみをした長身の少年。

　巽たつみ玲その人だったのだ。

「どうしてここに!?　寝ねてなきゃ駄だ目めじゃないですか！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ワタシがついているから」

　玲のそばにピッタリと寄より添そっているのは、もちろんニコルだ。

「至し急きゆう連れん絡らくを取りたかったんだが、君の携けい帯たいにつながらなくてね」

「あたしの？」

　茜は自分の携帯を取り出してみる。

　液えき晶しよう画面が暗い。

「……ごめんなさい、電池切れです」

「んで、そのポットがどうかしたのか？」

　と、一心が尋たずねた時。

「何してるんだい？」

「れ、玲さん！　身体からだ、大丈夫なのかよ!?」

「わ～、ニコちゃんと玲さんだ～！」

　Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーメンバーがやって来て、玲を取り囲んだ。

「すべて終わったと思っていたが、どうも引っかかってね」

　玲はポットをビニール袋に入れると、白い手袋を外す。

「あの～、引っかかったって、何が？」

「……その奇き妙みよう奇き天て烈れつな制せい服ふくじゃないことは確たしか」

　ニコルが茜の姿すがたに白い目を向ける。

「……女郎花おみなえし君、君が上総かずさ遼りようを控ひかえ室で目もく撃げきしたと言ったことだよ。七なな瀬せさんから聞いたんだけどね」

　玲は視し線せんでニコルを窘たしなめたが、自分も必死で吹ふき出しそうになるのを堪こらえている様子だ。

「えっと？　……………………………………あーっ！」

　二十六秒をかけ、茜の大だい脳のう皮ひ質しつの上で、ポットと上総遼の関係がおぼろげながら結びついた。

「も、も、も、もしかして、このポット!?」

「これ、預あずかるっスよ」

　七瀬がやってきて、ポットの入ったビニール袋を同行してきた鑑かん識しき係に渡わたす。

「おそらく、あの中には青せい酸さん化合物が入っている」

　玲は慎しん重ちように運ばれてゆくポットを見送った。

「青酸カリ、みたいなものですか？」

　尋たずねたのは、玲相手の時だけ言葉遣づかいが丁てい寧ねいになる亨とおる。

「ということは、これを飲んだら!?」

　茜は卒そつ倒とうしかける。

「いや、飲まなくとも、フタを開けた時点でホット・コーヒーに温められた青酸化合物は青酸ガスを発生させる。周囲にいた人間は即そく死しだよ」

「遼が俺のことをしぶといとか、悪運が強いとか言ってたのは、そのせいか？」

「実際、しぶといよな？」

「ゴキブリ並なみです」

　と、顔を見合わせたのは亨と宏こう太た。

「つまり、アカネちゃんがしょっちゅうコーヒーを俺たちに淹れてくれるようなマメな人だったら、俺たちは控え室で死んでいた、と」

　士し郎ろうはホッとため息をつく。

「よかった～、ダメな付き人で」

「助かりましたよ、ズボラな先せん輩ぱいで」

　胸むねを撫なで下ろす宏太。

「ありがとな、怠なまけ者」

　亨が肩かたを叩たたく。

「……こ、この連中ときた日にゃ」

　茜は反はん論ろんしたいが、彼らの言うことももっともだ。

「どうして青酸だと？」

　そう質しつ問もんしたのは士郎。

「上総遼が遺い体たいを染そめるのに使っていた染せん料りようだよ」

　玲は答える。

「プルシアン・ブルー……そうか！」

　一心は気がついた。

「……？」

　サッパリ分からないといった顔なのは、茜と宏太である。

「プルシアン・ブルーは強アルカリで分ぶん解かいし、青酸化物イオンを発生する。これに酸を加えて……」

「つまりっスね、ちょっとした化学知ち識しきと設せつ備びがあれば、染料から毒が作れるってことっス」

　茜の脳細さい胞ぼうが過か負ふ荷かで崩ほう壊かいする前に、七瀬が一心の説明を遮さえぎって要約した。

「……遼、最後にはこのことを俺に教えようとしたんだな」

　一心は目を閉とじた。

「そうだね。通じたと思うよ、大だい地ちくんの気持ち」

　茜はそんな一心の手に自分の手を重ねた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「誰だね、君は？」

　事じ件けんの翌よく日じつ。

　警けい視し庁ちよう前で車から下りた井い沢ざわ警視正は、腕うでを組んで柱に寄よりかかる少年が伸のばした脚あしに行く手を遮られた。

「誰だっていいさ」

　一心は言った。

「結ゆう城き警視。君の知り合いか？」

　井沢は少年の隣となりに立つ結城に尋ねる。

「あなたが上総遼に殺させようとした少年ですよ。今朝、鑑定の結果が出ましてね。ポットには百人をゆうに殺せる青酸化合物が入っていました」

「何の話か分からんな」

「あなたは……巽玲とイッシンくんが青い海かい峡きよう計画に絡からんだ連続誘ゆう拐かい殺人事件の真相に迫せまるのを恐おそれ、犯はん人にんの上総遼と密ひそかにコンタクトを取って、イッシンくんを殺害させようとした。さらに、上総の手が自分に及およびそうになると、上総の身み柄がらの確かく保ほに向かった警官の中に自分の息のかかった者を紛まぎれ込こませ、射しや殺さつした」

　結城は告げた。

「……あんた、玲が書いたメモ、棒ぼう読よみだろ？」

　一心が小声で突つっ込む。

「井沢荘そう司じ警視正。殺人教きよう唆さ、および殺人の重要参考人として、任にん同どう願います」

　咳せき払ばらいをしてから、結城は言った。

「立件は難むずかしいぞ」

　井沢はほんの少し、微笑ほほえむ。

「頑がん張ばりますよ、殺された三人や、上総遼のために」

「……よかろう、やってみろ」

　井沢はうなずくと、結城と肩を並ならべて警視庁に入っていった。

「イッシンくん」

　正面玄げん関かんの階かい段だんの一番上まで来たところで、結城は振ふり返った。

「ありがとう」

「気にすんな」

「……あと、かおるさんによろしく」

「知るか！」

　一心は結城を追い払うように手を振った。




　それから三日後。

「もう！　どうしてこの連中は未いまだにウチに入り浸びたっているの!?」

　ニコルは一心と七瀬をにらみつけていた。

「ここはアナタたちの休きゆう憩けい所じよじゃないのよ！」

「さ～、どうしてっスかね～？」

　一向に気にする様子もなく、居い間まのソファーに寝ねそべる七瀬。

「よく言うよな、チビ外人。玲が倒たおれた時にゃ、『イッシン、お願い、助けて～』なんて泣いてたくせに」

「な、な、な、な、泣いてなんかいないわ！」

　ニコルはツンと横を向いた。

「そういや、七瀬」

　一心は警部補ほを振り返る。

「捜そう査さ一課に、復ふつ帰きが決まったんだってな」

「江え南なみ警視正が手を回してくれたんスけど……」

　七瀬の顔が曇くもる。

「あのオッサン、何か勘かん違ちがいしているようで」

「勘違い？」

　と言ったのは、窓まど拭ふきをやらされている茜だ。

「あたしが事件に首を突っ込んだのが、結城のアホに惚ほれてるせいだって思い込んでて……ああ、もう！」

　七瀬はクッションに顔を埋うめる。

「あたしは玲くん一いち途ずなのに～！」

「そりゃお気の毒」

　一心は肩かたをすくめて時計を見た。

「悪あく辣らつ小学生！　日も暮くれたし、お前、玲呼よんで来いよ！　たまにはみんなで飯食いに行こうぜ」

　あれ以来、玲は発ほつ作さを起こしていない。

　しばらくは病びよう状じようが悪化する心配はなさそうに見えるので、茜はひと安心だ。

「どういう風の吹ふき回し？」

　不気味がるニコル。

「玲に作らせてばっかじゃ、悪いだろうが。行くのか、行かないのか？」

「はい！　あたし行く！」

　茜が真っ先に雑ぞう巾きんを持った手を上げた。

「そうっスね。たまには外食も」

　モソモソと七瀬も起き上がる。

「誰だれがお前まで連れてくって言ったよ？」

「まあまあ、コーヒー代ぐらいは自分で持つから」

「あとは俺おれにたかる気か！」

「女じよ性せいが男性に食事代を払はらわせるのは、たかるって言わないんス。好意に甘あまえるって言うんスよ」

　七瀬はニヤニヤと笑う。

「だいたい素す直なおじゃないんスから。今日、本当はピアノちゃんの退たい院いん祝いにするつもりなんでしょ？」

「えっ、あの子、今日退院したんだ」

　茜は初めて耳にするニュースだ。

「て、てめ～、誰からそれを！」

　にらむ一心。

「さっき、シローくんから電話があったスよ。他ほかのメンバーは、もう予約の店に集まってるって」

「大地くん、意外といいとこあるんだね」

　茜は素直に感心する。

「……その、意外とっていうのが引っかかるが、まあ、いい」

「そういうことなら仕方ないわね。イッシンと食事を取るのは非ひ常じように不本意だけど、レイを呼んでくるわ」

　ニコルが二階へ向かう。

「お前、可愛かわいくないな」

　と、一心。

「それはお互たがい様」

　ニコルは扉とびらを閉しめた。

「仲のいい兄妹」

　茜は微笑ほほえみ、リモコンを操そう作さしてＴＶをつける。

「ふふふん、もう一回見ようかな、『Ｊポップ特捜最前線』」

「お前な、俺がダンス・バトルに負けるの見るの、そんなに楽しいか？」

「でも、大地くん、すっごいかっこよかったよ。あたしの中では、大地くんの勝ち」

「へいへい、ありがとよ」

　あまりあり難がたくないといった表ひよう情じようの一心。

　茜が適てき当とうにビデオテープを巻まき戻もどしてスタートさせると、番組ラストでＳソーズ＆＆Ｓソーサリーが歌うシーンが流れ始めた。





　　それでも

　　きっとある絆きずな

　　つるまなくても

　　馴なれ合わなくても

　　言葉抜ぬきでも

　　理り屈くつ抜きでも

　　存そん在ざいするんだ

　　分かり合えること




　　夜空の下

　　背せ中なか合わせに座すわるだけで

　　雨の中

　　髪かみを濡ぬらして歩くだけで

　　感じられる

　　心のつながり






「ねえ、あたしも……この家の家族って思っていいかな？」

　茜は曲を聴ききながら、ポツリと尋たずねる。

「思うも何も、もとからそんなもんだろ、お前は」

　一心は頭の後ろで腕うでを組んだ。

「大地くん」

　茜は一心が座る椅い子すのひじ掛かけに顔を乗せる。

「……何だよ？」

「へへへ、何でも」

「変なヤツだな」

　大地くんのそば。

　どんなに辛つらいことがあっても、ここがあたしの居い場ば所しよ。

　茜は一心に額ひたいをピンと指で弾はじかれながら、温あたたかな気持ちに包まれていた。







　あとがき







　さてさて、今回の『ハード・デイズ・ナイツ』ですが……。

　とうとう出ました、ライバル・グループ！

　その名も〝プラティウム〟

　熱いハートの霧きり生お純じゆんとクールなアーティスト村むら雨さめ響ひびきの、ダンス＆ヴォーカル・デュオの登場です。

　ストーリーの方は、といえば──

　警けい視し庁ちようを困こん惑わくさせる、謎なぞの犯はん人にんによる連続少女誘ゆう拐かい殺人。

　その新たな被ひ害がい者しやを救出すべく動き出した一いつ心しんたちに残された時間は、四八時間。

　事件の背後に浮かび上がる巨大な陰いん謀ぼう。

　玲れいが倒たおれ、プラティウムとＳ＆Ｓの確かく執しつが、一心と茜あかねをさらに追い込んでゆく……。

　といったような展開なのですが。




　いや、苦労しましたよ、ダンス・バトル。

　実際、自分でやってみんことには書けんだろう（←この論ろん理り展開でゆくと、犯はん罪ざい者しやでないとミステリーは書けないことになる）ということで、リットー・ミュージックのダンス・レッスンのＤＶＤをしこたま買い込んで練習したんだけど、その結けつ果かは……。

　茜とドッコイドッコイ。

　シャムロック（茜が一心に教わってたやつね）が、せいぜいってところ？

　せめて、ブレイキングのＷヘッドロールやスワイプスができるまでには、なりたかったんだけどなあ。

　よし！

　原げん稿こうが仕し上あがっても、練習続けるぞ～！

　目指せ、ヒップ・ホップ・ダンサー！

　目指せ、ブレイカー！

　……無む理りだろ。




　話題は変わって。

　またしても、うちの近所で殺人事件がありました。

　今回は、うちから五分ぐらいのところにある墓ぼ地ちの中。

　これで覚えているだけでも三件目。

　最初は、駅近くの寿す司し屋やで包ほう丁ちよう男が暴あばれて、通りすがりの人を刺した事件。

　これはかなり前なんで詳しいことはよく覚えてないけど、事件から一年ぐらいは現場に花がたむけてあったことが妙みように記き憶おくに残ってる。

　それが、『バラードは闇やみの──』で、玲が最初に登場するシーンにつながっていたりするんだけど。

　二件目は、うちの目の前（玄げん関かん先２メートル）で、中国人が刺された事件。

　これは男女関係のもつれによる、中国人同士の喧けん嘩かが原因みたい。

　雨の日の深しん夜や、十二時過すぎのこと（その時間、ＴＶでは広ひろ末すえが、「とっても×６、大好きよ～」って歌ってた）で、うちの弟は悲ひ鳴めいを聞いた、と言ってる。

　同じ声を聞いた僕ぼくは、猫ねこが喧嘩する時の鳴き声だと思ったんだけど。

　鑑かん識しきが集まって冷たい雨が降る中、現場をそれこそ這うようにして調べたり（本当にご苦く労ろう様さまです）、刑事が二人組みで聞き込みに来たり、まるでドラマ。

　警察手帳の中身を初めて見たし、巡じゆん査さ長（だか、巡査部長だか）がチョウさんって呼ばれてるのも聞いたもんね。

　遺い体たいも実際に見たけど、刺殺体って、意外と血が流れないんだな、というのが素す直なおな感想だった。

　……ちなみに、うちの家族の証言はどれひとつとして犯人逮たい捕ほにはつながらなかったらしい。

　それで、今度が第三回目。

　殺されたのは五十代の女性で、犯人は数日中に捕つかまったけど、これも男女関係のもつれが原因（らしい。週刊誌には「失しつ楽らく園えん」くずれって書いてあったけど）

　こうしてみると、実際の犯罪の動どう機きなんて、実に単純。

　その場の怒いかりの感情が抑おさえきれなかった、ていうのがほとんどじゃないのかなあ。

　ミステリー的な要素が入る余よ地ちなんて、全ぜん然ぜんない感じ。




　……と、まあ、殺人に関しては、（記き憶おくに残ってるものでは）このくらいなんだけど。

　殺人以外の犯罪ってことになると、うちの近所ってこれだけじゃないんだよね。

　雑ざつ居きよビルでヤク中が暴れたこともあったし、同居している男と揉もめた女性が自分の部屋に火をつけてボヤを出したのは、うちの両親が住むマンション（ていうか、アパート）だったりする。

　そうそう、放火して自殺っていうのも何年か前にあったし……。

　でもこれは、うちから徒歩で十分以内の範はん囲いの話。

　あと五分ほど範囲を広げると、独居老人が殺された家もあるし、上野公園があるから、小さな犯罪は数え切れないくらい起こってたりする。

　まさに、ミステリーを書く人間にとって理り想そうの環かん境きよう？

　……なワケないって。




　付ふ記き１

　作中に登場するプラティウムの『Truth』の英語部分ですが、




　夜の暗くら闇やみの中に生きて

　痛みを感じる術すべもなく

　振り返ってみる時もない

　何の制約もなく生まれてきた俺おれたちなら

　黒いヴェールを引き裂さけるはずさ




　と、いったような意味になります。




　付記２

　この『ハード・デイズ・ナイツ』シリーズと並行して、ミステリー文庫から別のミステリーを出す予定です。

　今度の舞ぶ台たいは、都と心しんに建つ謎のホテル。

　人間不信のうえ多た額がくの借しやつ金きんを抱かかえる少女と、その弟にされてしまう史上最さい凶きようのボーイ、そして、謎が謎を呼ぶ美形オーナーを主人公にした、サスペンス・タッチ（本当か？）のミステリーです。

　この秋ぐらいには出したいつもりなので、こちらの方もみんな、読んでみてね。

　もちろん、『ハード・デイズ・ナイツ』もよろしく！　こっちも年内に出しますよ、たぶん。
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